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○ 経緯 

平成 19 年６月に地方教育行政の組織及び運営に関する法律（以下「地教行法」

という。）が改正され、平成 20 年４月から施行されました。別府市教育委員会

では、この地教行法の第 26 条の規定に基づき、教育に関する事務の管理及び執

行の状況についての点検及び評価（以下「点検・評価」という。）に関する結果

報告書の作成を平成 20 年度から実施しております。今回も、昨年度（令和６年

度）の教育に関する事務の管理及び執行の状況について、学識経験者からなる

知見活用委員会のご意見・ご指摘を受け、点検及び評価を行いました。その結

果をここに報告するものです。 

 

〇 目的 

 点検・評価は、教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行の状況について、

的確にその施策効果を把握し、その目的又は目標に照らして、必要性、有効性、

効率性、公平性の観点から行います。この点検・評価によって事業の課題や改善

点をより明確にし、よりよい教育行政の推進に資するとともに市民への説明責

任を果たすことを目的としています。 

 

〇 学識経験者の知見活用 

教育行政に造詣の深い学識経験者３名から構成される知見活用委員会のご意

見・ご指摘を受け、自己評価等の見直しを図りました。知見活用委員会のご意

見は、「Ⅲ 知見活用委員会による意見」に記載しました。 

   

【知見活用委員】 

本 田 明 子 氏   立命館アジア太平洋大学 教授 

櫻 田 裕美子 氏   別府大学        教授 

山 本  遼  氏   大分大学教職大学院   講師 

 

〇 自己評価・教育委員会点検評価基準 

Ａ 達成              100％ 以上 

Ｂ 概ね達成             80％ 以上 100％ 未満 

Ｃ 不十分                    80％ 未満 

 

Ⅰ 点検・評価の概要 
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ら
保

育
参

観
を

し
て

も
ら

い
、
事

後
協

議
を

す
る

こ
と

で
、
子

ど
も

の
新

た
な

一
面

を
教

え
て

も
ら

っ
た

り
、
別

の
保

育
の

方
法

を
教

え
て

も
ら

っ
た

り
す

る
こ

と
が

で
き

、
今

後
の

保
育

に
生

か
す

こ
と

が
で

き
た

と
考

え
ら

れ
ま

す
。

＜
成

果
指

標
に

対
す

る
自

己
評

価
と

そ
の

理
由

＞
　
A

二
つ

の
成

果
指

標
で

示
し

た
数

値
目

標
を

達
成

し
た

こ
と

か
ら

、
評

価
を

「
A

」
と

し
ま

し
た

。

□

主
な

取
組

②
今

後
の

展
開

幼
稚

園
教

員
研

修
（
幼

稚
園

教
育

要
領

及
び

幼
保

小
架

け
橋

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

理
解

推
進

、
特

別
支

援
教

育
）
の

充
実

成
果

指
標

に
近

づ
く

た
め

の
主

な
取

組
②

主
な

取
組

②
に

係
る

具
体

的
な

取
組

指
標

※
誰

が
、
何

を
、
ど

れ
く

ら
い

の
頻

度
で

取
組

指
標

に
対

す
る

取
組

の
状

況

指
導

主
事

に
よ

る
年

間
２

回
以

上
の

公
開

保
育

研
究

会
へ

の
参

加
と

指
導

助
言

・
各

幼
稚

園
の

課
題

（
子

ど
も

の
育

ち
、
保

育
内

容
・
方

法
等

）
の

解
決

に
向

け
、
学

期
に

１
回

程
度

（
１
，
２

学
期

）
、
指

導
主

事
が

園
内

研
修

会
公

開
保

育
・
事

後
協

議
に

参
加

し
ま

す
。

・
多

面
的

に
子

ど
も

の
育

ち
を

捉
え

、
保

育
内

容
・
方

法
の

改
善

に
つ

な
げ

る
た

め
、
他

園
幼

稚
園

職
員

等
の

年
１
回

以
上

の
公

開
保

育
・
事

後
協

議
へ

の
参

加
を

要
請

し
ま

す
。

公
開

保
育

研
究

会
に

は
、
１
・
２

学
期

に
１
４

園
全

て
に

訪
問

し
、
指

導
助

言
を

行
い

ま
し

た
。

ま
た

、
他

園
幼

稚
園

職
員

の
公

開
保

育
・
事

後
協

議
へ

の
参

加
に

つ
い

て
要

請
し

ま
し

た
。

研
究

主
任

研
修

会
は

、
２

回
実

施
し

ま
し

た
。
研

修
の

機
会

を
確

保
す

る
た

め
に

、
全

て
の

幼
稚

園
教

員
を

対
象

と
し

て
実

施
し

ま
し

た
。
内

容
は

、
特

別
支

援
教

育
に

関
す

る
こ

と
、
公

立
幼

稚
園

の
役

割
の

確
認

、
架

け
橋

期
の

教
育

に
関

す
る

こ
と

、
「
１
０

の
姿

捉
え

フ
ォ

ー
マ

ッ
ト

」
を

用
い

て
の

事
例

研
修

等
を

行
い

ま
し

た
。

特
別

支
援

教
育

専
任

教
員

研
修

会
は

４
回

実
施

し
ま

し
た

。
公

開
保

育
後

の
事

例
研

修
、
具

体
的

な
支

援
方

法
、
個

別
の

指
導

計
画

の
作

成
方

法
等

の
研

修
を

行
い

ま
し

た
。

〇
研

究
主

任
研

修
会

（
年

間
２

回
程

度
）
、
特

別
支

援
教

育
専

任
教

員
研

修
会

（
年

間
４

回
程

度
）
を

実
施

し
ま

す
。

　
・
各

キ
ャ

リ
ア

ス
テ

ー
ジ

に
お

け
る

研
修

目
的

が
達

成
さ

れ
る

よ
う

、
公

開
保

育
や

「
１
０

の
姿

捉
え

フ
ォ

ー
マ

ッ
ト

」
」
を

用
い

た
事

例
検

討
・
研

究
協

議
等

を
行

い
ま

す
。
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事
業

目
的

達
成

に
向

け
た

改
善

策
等

・
今

年
度

設
定

し
た

成
果

指
標

の
達

成
に

向
け

て
2

つ
の

主
な

取
組

を
実

施
し

ま
し

た
。
成

果
指

標
の

達
成

に
は

届
い

て
い

ま
せ

ん
が

取
組

に
は

効
果

が
見

ら
れ

ま
す

の
で

、
今

後
も

こ
れ

ら
の

取
組

を
継

続
す

る
中

で
改

善
を

加
え

て
い

き
た

い
と

思
い

ま
す

。
具

体
的

に
は

、
「
主

体
的

・
対

話
的

で
深

い
学

び
」
の

実
現

に
向

け
、
問

題
解

決
的

な
授

業
や

活
用

型
の

授
業

の
実

施
等

、
授

業
改

善
を

進
め

る
視

点
を

示
し

た
り

、
単

元
構

想
の

作
成

を
支

援
し

た
り

す
る

な
ど

、
学

校
の

困
り

や
課

題
意

識
に

沿
っ

て
重

点
を

明
確

に
し

た
指

導
助

言
を

進
め

て
い

き
ま

す
。

・
教

育
実

践
研

究
事

業
に

つ
い

て
は

、
中

学
校

区
単

位
で

行
う

こ
と

で
小

中
連

携
の

取
組

を
進

め
る

と
と

も
に

、
効

果
的

な
取

組
を

市
内

の
小

中
学

校
に

研
究

主
任

会
等

を
通

じ
て

共
有

し
て

い
き

ま
す

。

〈
R

6
年

度
〉

大
幅

見
直

し

□ □

大
幅

見
直

し

成
果

指
標

に
近

づ
く

た
め

の
主

な
取

組
②

主
な

取
組

②
に

係
る

具
体

的
な

取
組

指
標

※
誰

が
、
何

を
、
ど

れ
く

ら
い

の
頻

度
で

取
組

指
標

に
対

す
る

取
組

の
状

況
主

な
取

組
②

今
後

の
展

開

指
導

主
事

に
よ

る
各

校
の

授
業

研
究

会
へ

の
参

加
と

指
導

助
言

別
府

市
教

育
委

員
会

は
、
指

導
主

事
に

よ
る

年
間

１
回

以
上

の
各

校
の

授
業

研
究

会
へ

の
参

加
と

「
主

体
的

・
対

話
的

で
深

い
学

び
」
の

視
点

に
立

っ
た

指
導

助
言

を
行

い
ま

す
。

指
導

主
事

に
よ

る
各

校
へ

の
参

加
と

指
導

助
言

は
年

間
１
回

以
上

実
施

で
き

ま
し

た
。

〈
分

析
〉

成
果

指
標

①
に

つ
い

て
〇

別
府

市
学

力
調

査
に

お
い

て
、
各

教
科

の
「
基

礎
」
「
活

用
」
を

上
回

っ
た

割
合

は
小

学
校

8
7

.5
%

（
2

4
項

目
中

2
1
項

目
）
、
中

学
校

6
0

％
（
2

0
項

目
中

1
2

項
目

）
で

し
た

。
・
学

力
調

査
結

果
は

、
取

組
①

②
の

積
み

重
ね

の
結

果
で

あ
る

と
考

え
ま

す
。
R

6
年

度
別

府
市

学
力

調
査

の
分

析
を

も
と

に
、
問

題
解

決
的

な
授

業
や

活
用

型
の

授
業

の
実

施
等

、
よ

り
一

層
学

校
の

実
情

に
即

し
た

「
授

業
改

善
」
に

向
け

た
指

導
助

言
を

続
け

て
い

く
必

要
が

あ
る

と
考

え
て

い
ま

す
。

成
果

指
標

②
に

つ
い

て
〇

「
授

業
で

の
課

題
の

解
決

に
向

け
て

、
自

分
で

考
え

、
自

分
か

ら
取

り
組

ん
だ

」
と

回
答

す
る

児
童

生
徒

の
割

合
は

小
学

校
8

2
.1

%
、
中

学
校

7
9

.4
%

で
し

た
。

・
中

学
校

が
8

0
％

に
届

か
な

か
っ

た
も

の
の

、
昨

年
の

7
7

.5
%

か
ら

向
上

し
て

お
り

、
ほ

ぼ
目

標
に

近
い

結
果

が
出

て
い

る
こ

と
か

ら
、
「
授

業
で

の
課

題
の

解
決

に
向

け
て

、
自

分
で

考
え

、
自

分
か

ら
取

り
組

ん
」
で

い
く

、
主

体
的

な
学

び
の

実
現

に
向

け
て

指
導

助
言

を
続

け
て

い
き

ま
す

。

成
果

指
標

③
に

つ
い

て
〇

「
友

だ
ち

と
話

し
合

う
活

動
を

通
じ

て
自

分
の

考
え

を
深

め
た

り
広

げ
た

り
す

る
こ

と
が

で
き

て
い

る
」
と

回
答

す
る

児
童

生
徒

の
割

合
は

小
学

校
8

6
.0

%
、
中

学
校

8
6

.3
%

で
し

た
。

・
小

中
学

校
と

も
に

設
定

し
た

指
標

を
上

回
り

高
い

達
成

率
と

な
っ

た
理

由
は

上
記

と
重

な
り

ま
す

が
、
さ

ら
に

対
話

的
な

学
び

を
実

現
す

る
た

め
に

、
今

後
も

引
き

続
き

、
学

校
に

お
け

る
「
授

業
改

善
」
を

支
援

す
る

取
組

を
続

け
て

い
き

ま
す

。
　 〈
成

果
指

標
に

対
す

る
自

己
評

価
と

そ
の

理
由

〉
　
　
Ｂ

別
府

市
学

力
調

査
結

果
に

関
し

て
は

成
果

指
標

に
達

し
て

い
ま

せ
ん

が
、
児

童
生

徒
ア

ン
ケ

ー
ト

に
関

し
て

は
成

果
指

標
を

概
ね

達
成

し
、
そ

れ
ら

を
平

均
し

た
結

果
か

ら
評

価
を

B
と

し
ま

し
た

。

□

教
育

実
践

研
究

事
業

の
実

施
別

府
市

教
育

委
員

会
は

、
教

育
実

践
研

究
事

業
（
R

６
は

小
４

校
、
中

２
校

の
公

開
授

業
）
を

実
施

し
ま

す
。

教
育

実
践

研
究

事
業

対
象

校
（
朝

日
小

、
大

平
山

小
、
亀

川
小

、
上

人
小

、
朝

日
中

、
北

部
中

）
の

公
開

研
究

会
が

で
き

ま
し

た
。

達
成

終
了

■
継

続
・
拡

充

□
一

部
見

直
し

□

達
成

終
了

■
継

続
・
拡

充

□
一

部
見

直
し

成
果

指
標

に
近

づ
く

た
め

の
主

な
取

組
①

主
な

取
組

①
に

係
る

具
体

的
な

取
組

指
標

※
誰

が
、
何

を
、
ど

れ
く

ら
い

の
頻

度
で

取
組

指
標

に
対

す
る

取
組

の
状

況
事

業
目

的
達

成
に

向
け

て
設

定
し

た
成

果
指

標
の

達
成

度
等

（
ア

ウ
ト

カ
ム

評
価

）
主

な
取

組
①

今
後

の
展

開

事
業

目
的

別
府

市
教

育
委

員
会

は
、
児

童
生

徒
が

、
資

質
・
能

力
の

３
つ

の
柱

（
「
実

際
の

社
会

や
生

活
で

生
き

て
働

く
知

識
及

び
技

能
」
「
未

知
の

状
況

に
も

対
応

で
き

る
思

考
力

、
判

断
力

、
表

現
力

な
ど

」
「
学

ん
だ

こ
と

を
人

生
や

社
会

に
生

か
そ

う
と

す
る

学
び

に
向

か
う

力
、
人

間
性

な
ど

」
）
を

バ
ラ

ン
ス

よ
く

身
に

付
け

、
生

涯
に

わ
た

っ
て

能
動

的
に

学
び

続
け

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、
学

校
の

「
主

体
的

・
対

話
的

で
深

い
学

び
」
の

視
点

に
立

っ
た

授
業

改
善

を
支

援
し

ま
す

。

事
業

目
的

達
成

に
向

け
て

、
今

年
度

は
ど

の
よ

う
な

姿
（
成

果
）
を

め
ざ

す
か

。
成

果
指

標
（
ア

ウ
ト

カ
ム

）

成
果

指
標

①
…

別
府

市
学

力
調

査
に

お
い

て
、
各

教
科

の
「
基

礎
」
「
活

用
」
小

学
校

２
４

項
目

、
中

学
校

２
０

項
目

に
お

い
て

母
体

平
均

正
答

率
を

上
回

っ
た

割
合

1
0

0
％

（
小

学
校

３
～

６
年

＜
国

語
、
算

数
、
理

科
＞

中
学

校
１
、
２

年
＜

国
語

、
社

会
、
数

学
、
理

科
、

英
語

＞
）

成
果

指
標

②
…

授
業

で
の

課
題

の
解

決
に

向
け

て
、
自

分
で

考
え

、
自

分
か

ら
取

り
組

ん
だ

と
回

答
す

る
児

童
生

徒
の

割
合

８
０

％
以

上
成

果
指

標
③

…
友

だ
ち

と
話

し
合

う
活

動
を

通
じ

て
、
自

分
の

考
え

を
深

め
た

り
、
広

げ
た

り
す

る
こ

と
が

で
き

て
い

る
と

回
答

す
る

児
童

生
徒

の
割

合
８

０
％

以
上

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 ＜
 P

L
A

N
 ＞

 <
 D

O
 >

＜
　

C
H

E
C

K
　

＞

「
学

び
、
育

つ
」
こ

と
を

重
視

し
た

教
育

主
管

課
学

校
教

育
課

施
　
策

1
子

ど
も

を
主

語
に

し
た

学
び

の
推

進
関

係
課

事
　
業

(2
)

個
別

最
適

な
学

び
と

協
働

的
な

学
び

を
一

体
的

に
充

実
し

た
「
主

体
的

・
対

話
的

で
深

い
学

び
」
の

実
践

に
向

け
た

授
業

改
善

の
推

進
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「
学

び
、
育

つ
」
こ

と
を

重
視

し
た

教
育

主
管

課
学

校
教

育
課

施
　

策
1

子
ど

も
を

主
語

に
し

た
学

び
の

推
進

関
係

課
事

　
業

(3
)

IC
T

教
育

の
推

進

事
業

目
的

別
府

市
教

育
委

員
会

は
、
学

習
者

が
主

体
と

な
る

授
業

の
実

施
、
お

よ
び

、
情

報
を

主
体

的
に

選
択

・
活

用
し

て
い

く
た

め
の

基
礎

的
な

資
質

と
し

て
の

「
情

報
活

用
能

力
」
の

育
成

に
向

け
、
学

校
に

お
け

る
IC

T
教

育
の

推
進

を
支

援
し

ま
す

。

事
業

目
的

達
成

に
向

け
て

、
今

年
度

は
ど

の
よ

う
な

姿
（
成

果
）
を

め
ざ

す
か

。
成

果
指

標
（
ア

ウ
ト

カ
ム

）

成
果

指
標

①
…

各
小

中
学

校
で

の
授

業
に

お
け

る
IC

T
機

器
活

用
が

週
３

回
以

上
と

答
え

る
学

校
が

９
０

％
以

上
成

果
指

標
②

…
学

習
の

中
で

P
C

・
タ

ブ
レ

ッ
ト

な
ど

の
IC

T
機

器
を

使
う

の
は

勉
強

の
役

に
立

つ
と

回
答

す
る

児
童

生
徒

の
割

合
が

１
０

０
％

成
果

指
標

③
…

IC
T

機
器

を
活

用
し

、
調

べ
た

こ
と

や
学

ん
だ

こ
と

を
ま

と
め

、
発

表
す

る
こ

と
が

で
き

た
と

回
答

す
る

児
童

生
徒

の
割

合
が

８
０

％
以

上
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＜
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成
果

指
標

に
近

づ
く

た
め

の
主

な
取

組
①

主
な

取
組

①
に

係
る

具
体

的
な

取
組

指
標

※
誰

が
、
何

を
、
ど

れ
く

ら
い

の
頻

度
で

取
組

指
標

に
対

す
る

取
組

の
状

況
事

業
目

的
達

成
に

向
け

て
設

定
し

た
成

果
指

標
の

達
成

度
等

（
ア

ウ
ト

カ
ム

評
価

）
主

な
取

組
①

今
後

の
展

開

別
府

市
教

育
委

員
会

が
、
各

学
校

の
要

請
に

応
え

や
す

く
す

る
た

め
に

T
e
a
m

s
を

活
用

し
、
積

極
的

な
訪

問
を

促
す

こ
と

で
、
各

学
校

が
月

３
回

以
上

IC
T

テ
ク

ニ
カ

ル
ス

タ
ッ

フ
を

活
用

で
き

る
よ

う
に

し
ま

す
。

令
和

６
年

４
月

か
ら

１
０

月
に

テ
ク

ニ
カ

ル
ス

タ
ッ

フ
が

各
学

校
を

訪
問

し
た

の
は

月
平

均
３

．
６

回
で

し
た

。

達
成

終
了

■
継

続
・
拡

充

□
一

部
見

直
し

□

達
成

終
了

□
継

続
・
拡

充

□
一

部
見

直
し

□

大
幅

見
直

し

成
果

指
標

に
近

づ
く

た
め

の
主

な
取

組
②

主
な

取
組

②
に

係
る

具
体

的
な

取
組

指
標

※
誰

が
、
何

を
、
ど

れ
く

ら
い

の
頻

度
で

取
組

指
標

に
対

す
る

取
組

の
状

況
主

な
取

組
②

今
後

の
展

開

別
府

市
教

育
委

員
会

は
授

業
づ

く
り

や
各

種
ア

プ
リ

活
用

に
係

る
研

修
を

実
施

し
ま

す
。

別
府

市
教

育
委

員
会

が
主

催
す

る
IC

T
の

活
用

に
係

る
研

修
を

年
間

２
回

実
施

し
ま

す
。

IC
T

活
用

に
係

る
研

修
を

年
間

４
回

実
施

し
ま

し
た

。

〈
分

析
〉

成
果

指
標

①
に

つ
い

て
〇

IC
T

機
器

を
活

用
し

た
授

業
が

週
３

回
以

上
と

答
え

た
小

学
校

が
９

２
．
８

％
、
中

学
校

が
１

０
０

％
で

し
た

。
・
IC

T
機

器
の

活
用

の
仕

方
に

つ
い

て
の

研
修

に
参

加
す

る
こ

と
で

、
使

い
や

す
さ

や
便

利
さ

を
感

じ
る

教
員

が
増

え
、
授

業
へ

の
活

用
も

増
え

て
き

て
い

ま
す

。
・
研

修
に

参
加

し
た

教
員

が
、
校

内
研

修
で

還
元

、
共

有
す

る
こ

と
で

、
学

校
全

体
で

IC
T

機
器

を
活

用
し

て
い

こ
う

と
す

る
雰

囲
気

が
で

き
て

き
た

と
考

え
ま

す
。

・
IC

T
テ

ク
ニ

カ
ル

ス
タ

ッ
フ

を
活

用
す

る
こ

と
で

、
教

員
の

IC
T

機
器

に
対

す
る

抵
抗

感
が

薄
れ

て
き

た
と

考
え

て
い

ま
す

。
　 成

果
指

標
②

に
つ

い
て

〇
学

習
の

中
で

タ
ブ

レ
ッ

ト
を

使
う

の
は

勉
強

の
役

に
立

つ
と

回
答

し
た

児
童

生
徒

の
割

合
は

９
５

％
で

し
た

。
・
児

童
生

徒
も

タ
ブ

レ
ッ

ト
の

扱
い

に
慣

れ
、
タ

ブ
レ

ッ
ト

と
ノ

ー
ト

や
プ

リ
ン

ト
と

の
使

い
分

け
を

上
手

に
し

て
い

ま
す

。
ま

た
、
物

珍
し

さ
も

減
っ

た
た

め
、
タ

ブ
レ

ッ
ト

機
器

を
他

の
文

房
具

と
同

列
に

感
じ

て
い

る
た

め
、
特

別
「
役

に
立

つ
」
と

考
え

な
い

子
も

い
る

と
捉

え
て

い
ま

す
。

　 成
果

指
標

③
に

つ
い

て
〇

タ
ブ

レ
ッ

ト
を

使
っ

て
調

べ
た

こ
と

や
学

ん
だ

こ
と

を
ま

と
め

、
発

表
す

る
こ

と
が

で
き

た
と

回
答

し
た

児
童

生
徒

の
割

合
は

７
１
％

で
し

た
。

・
上

記
と

重
な

る
と

こ
ろ

も
あ

り
ま

す
が

、
子

ど
も

た
ち

は
、
ノ

ー
ト

や
タ

ブ
レ

ッ
ト

、
プ

リ
ン

ト
や

ド
リ

ル
な

ど
い

ろ
い

ろ
な

道
具

を
使

い
分

け
て

学
習

を
進

め
て

い
ま

す
。

・
タ

ブ
レ

ッ
ト

を
使

っ
て

調
べ

る
こ

と
は

多
い

よ
う

で
す

が
、
ま

と
め

た
り

発
表

し
た

り
す

る
際

に
は

、
ノ

ー
ト

や
プ

リ
ン

ト
を

使
っ

て
い

る
こ

と
も

多
く

あ
り

ま
す

。
・
場

面
に

応
じ

た
使

い
方

を
教

師
も

児
童

生
徒

も
引

き
続

き
学

ん
で

い
く

必
要

が
あ

る
と

考
え

て
い

ま
す

。
　 〈
成

果
指

標
に

対
す

る
自

己
評

価
と

そ
の

理
由

〉
　

　
　
Ｂ

　
成

果
指

標
で

示
し

た
数

値
目

標
に

達
し

て
い

な
い

も
の

が
あ

り
ま

す
が

、
す

べ
て

の
数

値
目

標
の

８
５

％
は

達
成

し
て

い
る

の
で

、
評

価
を

「
B

」
と

し
ま

し
た

。
　

今
後

も
、
市

全
体

で
IC

T
教

育
を

充
実

さ
せ

て
い

く
必

要
が

あ
る

た
め

、
取

組
①

を
「
継

続
・

拡
充

」
と

し
て

い
ま

す
。
取

組
②

に
つ

い
て

は
定

着
し

て
き

た
と

考
え

、
「
達

成
終

了
」
と

し
ま

し
た

。
IC

T
テ

ク
ニ

カ
ル

ス
タ

ッ
フ

に
つ

い
て

は
、
引

き
続

き
各

学
校

の
要

請
に

応
え

や
す

い
仕

組
み

を
提

供
し

て
い

き
ま

す
。

□

別
府

市
教

育
委

員
会

は
授

業
に

お
け

る
IC

T
テ

ク
ニ

カ
ル

ス
タ

ッ
フ

の
効

果
的

な
活

用
を

支
援

し
ま

す
。

事
業

目
的

達
成

に
向

け
た

改
善

策
等

 
・
今

後
も

、
授

業
や

ド
リ

ル
学

習
で

活
用

す
る

各
種

ア
プ

リ
に

関
わ

る
研

修
を

実
施

し
、
目

的
を

明
確

に
し

た
端

末
の

活
用

等
、
活

用
に

か
か

る
質

の
向

上
を

図
り

ま
す

。
                                                                        

・
ま

た
、
新

た
な

具
体

的
な

取
組

と
し

て
は

、
IC

T
活

用
実

践
事

例
の

共
有

・
活

用
支

援
を

整
え

て
い

き
た

い
と

考
え

て
い

ま
す

。

〈
R

6
年

度
〉

大
幅

見
直

し

■
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＜
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事
業

目
的

達
成

に
向

け
た

改
善

策
等

現
状

で
は

、
目

標
値

に
大

き
く

届
い

て
い

な
い

た
め

、
活

用
で

き
る

事
例

を
提

示
し

た
り

、
講

師
の

選
定

を
行

う
な

ど
、
よ

り
幼

稚
園

と
学

校
の

ニ
ー

ズ
に

応
じ

た
事

業
展

開
を

考
え

て
い

く
必

要
が

あ
る

と
考

え
ま

す
。
選

択
で

き
る

講
師

を
増

や
す

、
講

師
の

得
意

な
内

容
を

詳
細

に
提

示
す

る
、
学

習
活

動
に

関
す

る
内

容
を

提
案

す
る

、
体

験
活

動
を

通
し

て
育

ま
れ

る
力

を
伝

え
る

、
な

ど
の

改
善

案
が

考
え

ら
れ

ま
す

。

〈
R

6
年

度
〉

大
幅

見
直

し

「
地

球
温

暖
化

」
「
自

然
保

護
」
「
自

然
観

察
と

体
験

学
習

」
等

の
専

門
的

な
知

識
を

持
つ

、
大

分
県

環
境

教
育

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

と
連

携
し

た
自

然
体

験
活

動
の

実
施

別
府

市
教

育
委

員
会

は
、
大

分
県

環
境

教
育

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

の
協

力
を

得
て

、
市

内
幼

稚
園

及
び

小
学

校
へ

自
然

体
験

活
動

へ
の

参
加

を
促

し
、
生

涯
学

習
を

推
進

し
ま

す
。

・
令

和
６

年
５

月
に

各
幼

稚
園

小
学

校
に

向
け

て
実

施
要

項
を

送
付

し
ま

し
た

。
ま

た
、
９

月
の

校
長

・
所

長
会

議
で

リ
マ

イ
ン

ド
を

行
い

ま
し

た
。

・
活

動
の

申
し

込
み

は
市

内
幼

稚
園

１
園

、
小

学
校

２
校

で
し

た
。

〈
分

析
〉

成
果

指
標

①
に

つ
い

て
○

自
然

体
験

活
動

に
参

加
し

た
幼

稚
園

、
小

学
校

は
、
市

内
幼

稚
園

、
小

学
校

２
８

校
の

う
ち

、
１
幼

稚
園

２
小

学
校

の
３

校
の

参
加

で
、
参

加
し

た
割

合
は

3
/
2

8
≒

１
１
％

、
成

果
指

標
の

達
成

割
合

は
1
1
％

/
6

0
％

≒
１
８

．
３

％
の

達
成

率
と

な
り

ま
し

た
。

・
昨

年
参

加
し

た
幼

稚
園

か
ら

は
好

評
で

あ
っ

た
た

め
、
今

年
度

も
継

続
し

て
申

込
が

あ
る

と
考

え
て

い
た

部
分

が
あ

り
ま

し
た

。
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
内

容
に

つ
い

て
も

っ
と

丁
寧

な
周

知
が

必
要

で
あ

っ
た

と
考

え
て

い
ま

す
。

・
ま

た
、
現

在
は

市
内

の
５

年
生

が
自

然
体

験
活

動
と

し
て

、
県

立
九

重
少

年
自

然
の

家
や

香
々

地
青

少
年

の
家

を
利

用
し

て
い

る
学

校
が

ほ
と

ん
ど

で
あ

る
こ

と
、
同

時
に

、
体

験
活

動
を

通
し

て
自

ら
学

び
、
自

ら
考

え
る

力
な

ど
の

「
生

き
る

力
」
を

育
成

す
る

た
め

に
、
幼

稚
園

や
小

学
校

の
低

学
年

の
う

ち
に

活
動

す
る

大
切

さ
を

、
伝

え
る

こ
と

が
で

き
な

か
っ

た
こ

と
も

要
因

と
考

え
ら

れ
ま

す
。

・
事

後
に

行
っ

た
ア

ン
ケ

ー
ト

で
は

、
「
自

然
観

察
を

す
る

際
の

視
点

を
見

つ
け

る
こ

と
が

で
き

、
自

然
に

対
す

る
意

欲
が

増
し

て
い

る
」
や

「
子

ど
も

が
自

ら
考

え
た

り
主

体
的

に
取

り
組

め
る

よ
う

な
ヒ

ン
ト

を
得

ら
れ

た
」
な

ど
肯

定
的

な
回

答
が

１
０

０
％

で
あ

り
、
事

業
の

内
容

と
し

て
は

有
意

義
で

あ
っ

た
と

考
え

て
い

ま
す

。
　 〈
成

果
指

標
に

対
す

る
自

己
評

価
と

そ
の

理
由

〉
　

　
Ｃ

・
当

初
の

目
標

と
し

て
い

ま
し

た
「
自

然
体

験
活

動
に

参
加

し
た

園
・
小

学
校

の
割

合
６

０
％

」
を

大
き

く
下

回
る

結
果

と
な

り
ま

し
た

の
で

、
評

価
は

C
と

し
ま

し
た

。

■

達
成

終
了

□
継

続
・
拡

充

□
一

部
見

直
し

□

成
果

指
標

に
近

づ
く

た
め

の
主

な
取

組
①

主
な

取
組

①
に

係
る

具
体

的
な

取
組

指
標

※
誰

が
、
何

を
、
ど

れ
く

ら
い

の
頻

度
で

取
組

指
標

に
対

す
る

取
組

の
状

況
事

業
目

的
達

成
に

向
け

て
設

定
し

た
成

果
指

標
の

達
成

度
等

（
ア

ウ
ト

カ
ム

評
価

）
主

な
取

組
①

今
後

の
展

開

事
業

目
的

別
府

市
教

育
委

員
会

は
、
子

ど
も

た
ち

に
家

庭
や

学
校

で
は

得
が

た
い

、
ネ

イ
チ

ャ
ー

ゲ
ー

ム
や

工
作

な
ど

の
自

然
体

験
活

動
の

機
会

を
提

供
し

ま
す

。

事
業

目
的

達
成

に
向

け
て

、
今

年
度

は
ど

の
よ

う
な

姿
（
成

果
）
を

め
ざ

す
か

。
成

果
指

標
（
ア

ウ
ト

カ
ム

）

成
果

指
標

①
…

市
内

各
幼

稚
園

及
び

小
学

校
と

、
自

然
を

含
む

体
験

活
動

が
で

き
る

講
師

を
つ

な
ぎ

、
各

ニ
ー

ズ
に

応
じ

た
場

の
設

定
を

行
う

こ
と

で
、
自

然
体

験
活

動
の

推
進

を
図

り
ま

す
。
自

然
体

験
活

動
に

参
加

し
た

園
・
小

学
校

の
割

合
６

０
％

以
上

。

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 ＜
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L
A

N
 ＞

 <
 D

O
 >

＜
　

C
H

E
C

K
　

＞

「
学

び
、
育

つ
」
こ

と
を

重
視

し
た

教
育

主
管

課
社

会
教

育
課

施
　
策

1
子

ど
も

を
主

語
に

し
た

学
び

の
推

進
関

係
課

事
　
業

(4
)

自
然

体
験

活
動

の
推

進

8
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「
学

び
、
育

つ
」
こ

と
を

重
視

し
た

教
育

主
管

課
学

校
教

育
課

施
　

策
2

自
律

し
た

子
ど

も
が

育
つ

学
び

の
推

進
関

係
課

事
　

業
(1

)
子

ど
も

自
ら

が
作

る
学

校
生

活
の

推
進

事
業

目
的

別
府

市
教

育
委

員
会

は
、
学

級
活

動
・
児

童
会

、
生

徒
会

活
動

等
の

様
々

な
集

団
活

動
を

通
し

て
、
子

ど
も

た
ち

が
学

級
や

学
校

の
課

題
を

見
い

だ
し

、
解

決
す

る
た

め
に

話
し

合
い

、
合

意
形

成
を

図
っ

た
り

実
践

し
た

り
す

る
こ

と
で

、
自

治
的

能
力

や
積

極
的

に
社

会
参

画
す

る
力

を
育

め
る

よ
う

学
校

へ
の

支
援

を
行

い
ま

す
。

事
業

目
的

達
成

に
向

け
て

、
今

年
度

は
ど

の
よ

う
な

姿
（
成

果
）
を

め
ざ

す
か

。
成

果
指

標
（
ア

ウ
ト

カ
ム

）

成
果

指
標

①
…

学
級

生
活

を
よ

り
よ

く
す

る
た

め
に

学
級

会
で

話
し

合
い

、
互

い
の

意
見

の
よ

さ
を

生
か

し
て

解
決

方
法

を
決

め
て

い
る

と
回

答
す

る
児

童
生

徒
の

割
合

８
０

％
以

上

成
果

指
標

②
…

生
徒

が
主

体
的

に
行

っ
た

校
則

の
見

直
し

に
つ

い
て

、
H

P
や

通
信

等
を

活
用

し
て

周
知

を
行

っ
て

い
る

学
校

の
割

合
１
０

０
％

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 ＜
 P

L
A

N
 ＞

 <
 D

O
 >

＜
　

C
H

E
C

K
　

＞

成
果

指
標

に
近

づ
く

た
め

の
主

な
取

組
①

主
な

取
組

①
に

係
る

具
体

的
な

取
組

指
標

※
誰

が
、
何

を
、
ど

れ
く

ら
い

の
頻

度
で

取
組

指
標

に
対

す
る

取
組

の
状

況
事

業
目

的
達

成
に

向
け

て
設

定
し

た
成

果
指

標
の

達
成

度
等

（
ア

ウ
ト

カ
ム

評
価

）
主

な
取

組
①

今
後

の
展

開

別
府

市
教

育
委

員
会

は
、
中

学
校

生
徒

指
導

主
事

会
に

お
い

て
、
生

徒
会

を
中

心
と

し
た

校
則

等
の

見
直

し
を

行
う

活
動

を
通

し
て

、
生

徒
の

自
治

的
能

力
向

上
の

取
組

を
推

進
す

る
よ

う
支

援
し

ま
す

。

生
徒

指
導

主
事

会
に

お
い

て
、
校

則
や

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
利

用
の

約
束

な
ど

、
学

校
生

活
の

き
ま

り
の

見
直

し
に

つ
い

て
、
生

徒
の

意
見

を
生

徒
会

が
集

約
す

る
な

ど
、
生

徒
会

を
中

心
と

し
た

取
組

と
な

る
よ

う
啓

発
を

行
い

ま
し

た
。

達
成

終
了

■
継

続
・
拡

充

□
一

部
見

直
し

□

達
成

終
了

■
継

続
・
拡

充

□
一

部
見

直
し

□

大
幅

見
直

し

成
果

指
標

に
近

づ
く

た
め

の
主

な
取

組
②

主
な

取
組

②
に

係
る

具
体

的
な

取
組

指
標

※
誰

が
、
何

を
、
ど

れ
く

ら
い

の
頻

度
で

取
組

指
標

に
対

す
る

取
組

の
状

況
主

な
取

組
②

今
後

の
展

開

学
級

活
動

等
の

集
団

行
動

を
通

し
た

、
自

治
的

能
力

や
積

極
的

に
社

会
参

画
す

る
力

の
育

成
の

支
援

①

別
府

市
教

育
委

員
会

は
、
別

府
市

小
・
中

学
校

教
育

課
程

研
究

協
議

会
特

別
活

動
部

会
の

指
導

員
及

び
部

長
と

、
事

業
推

進
の

た
め

の
連

絡
会

を
開

催
し

ま
す

。

連
絡

会
と

し
て

別
府

市
小

・
中

学
校

教
育

課
程

研
究

協
議

会
を

３
回

開
催

し
ま

し
た

。

〈
分

析
〉

成
果

指
標

①
に

つ
い

て
〇

学
級

生
活

を
よ

り
よ

く
す

る
た

め
に

学
級

会
で

話
し

合
い

、
互

い
の

意
見

の
よ

さ
を

生
か

し
て

解
決

方
法

を
決

め
て

い
る

と
回

答
す

る
児

童
生

徒
の

割
合

は
、
小

学
校

が
８

４
％

、
中

学
校

が
８

８
．
３

％
で

し
た

。
・
連

絡
会

と
し

て
別

府
市

小
・
中

学
校

教
育

課
程

研
究

協
議

会
特

別
活

動
部

会
を

３
回

開
催

し
ま

し
た

。
そ

こ
で

、
講

師
を

招
い

た
研

修
や

、
各

校
の

取
り

組
み

を
交

流
し

ま
し

た
。
そ

の
内

容
を

実
際

の
授

業
や

、
校

内
研

修
に

還
元

し
、
学

級
活

動
・
児

童
会

、
生

徒
会

活
動

等
の

充
実

を
図

っ
て

き
た

こ
と

が
、
子

ど
も

た
ち

に
課

題
を

見
出

し
、
解

決
す

る
た

め
に

話
し

合
う

力
を

つ
け

た
と

考
え

て
い

ま
す

。
　 成

果
指

標
②

に
つ

い
て

〇
生

徒
が

主
体

的
に

行
っ

た
校

則
の

見
直

し
に

つ
い

て
、
H

P
や

通
信

等
を

活
用

し
て

周
知

を
行

っ
た

学
校

の
割

合
は

４
２

．
９

％
（
３

/
７

校
）
で

し
た

。
・
成

果
指

標
の

達
成

率
は

低
い

水
準

と
な

り
ま

し
た

が
、
生

徒
が

主
体

的
に

校
則

の
見

直
し

を
行

っ
た

学
校

の
割

合
は

７
１
．
４

％
（
５

/
７

校
）
で

、
残

り
の

2
校

も
昨

年
度

見
直

し
を

実
施

し
て

い
ま

し
た

の
で

、
こ

こ
２

年
間

で
の

校
則

の
見

直
し

の
実

施
は

１
０

０
％

で
し

た
。
成

果
指

標
で

は
「
H

P
や

通
信

等
を

活
用

し
て

周
知

」
す

る
と

し
て

い
ま

し
た

が
、
生

徒
の

自
治

的
能

力
向

上
の

取
組

と
し

て
は

、
生

徒
を

中
心

と
し

た
活

発
な

話
し

合
い

が
重

要
と

考
え

て
い

ま
す

の
で

、
令

和
７

年
度

は
校

則
な

ど
の

生
活

に
即

し
た

き
ま

り
に

つ
い

て
の

見
直

し
を

、
学

校
で

起
き

る
問

題
の

未
然

防
止

に
つ

い
て

考
え

る
な

ど
の

活
動

に
も

つ
な

げ
、
生

徒
の

自
治

的
活

動
の

活
性

化
を

図
り

た
い

と
考

え
て

い
ま

す
。

〈
成

果
指

標
に

対
す

る
自

己
評

価
と

そ
の

理
由

〉
　
C

二
つ

の
成

果
指

標
に

対
す

る
達

成
率

の
平

均
は

７
２

．
９

％
に

と
ど

ま
っ

た
た

め
、
評

価
を

C
と

し
ま

す
。
今

年
度

実
施

し
た

取
組

は
事

業
目

的
達

成
に

向
け

て
効

果
的

で
あ

っ
た

部
分

も
認

め
ら

れ
た

た
め

、
来

年
度

に
向

け
て

改
善

し
、
継

続
・
拡

充
し

た
い

と
思

い
ま

す
。

□

学
級

活
動

等
の

集
団

行
動

を
通

し
た

、
自

治
的

能
力

や
積

極
的

に
社

会
参

画
す

る
力

の
育

成
の

支
援

②

事
業

目
的

達
成

に
向

け
た

改
善

策
等

・
各

学
校

で
の

交
流

が
し

や
す

く
な

る
よ

う
「
子

ど
も

た
ち

が
学

級
や

学
校

の
課

題
を

見
い

だ
し

、
解

決
す

る
た

め
に

話
し

合
い

、
合

意
形

成
を

図
っ

た
り

実
践

し
た

り
す

る
」
内

容
の

焦
点

化
を

図
り

、
各

学
校

へ
の

支
援

及
び

学
校

間
で

の
交

流
等

を
実

現
さ

せ
て

い
き

た
い

と
考

え
て

い
ま

す
。

・
各

種
会

議
に

お
い

て
、
校

則
（
学

校
の

約
束

）
な

ど
の

見
直

し
や

、
い

じ
め

な
ど

小
中

学
校

で
起

こ
り

や
す

い
問

題
の

防
止

等
に

つ
い

て
の

話
し

合
い

か
ら

、
児

童
生

徒
の

自
治

的
能

力
の

向
上

を
推

進
す

る
よ

う
支

援
し

ま
す

。
・
事

業
目

的
達

成
に

向
け

た
、
よ

り
わ

か
り

や
す

い
成

果
指

標
と

な
る

よ
う

、
検

討
を

進
め

ま
す

。

〈
R

6
年

度
〉

大
幅

見
直

し

□

9



基
本

方
針

１
（
教

育
大

綱
　

柱
１
）

＜
 A

C
T

IO
N

 ＞

事
業

目
的

達
成

に
向

け
た

改
善

策
等

・
特

別
支

援
教

育
支

援
員

の
欠

員
が

生
じ

る
こ

と
が

判
明

し
た

段
階

で
、
速

や
か

に
別

府
市

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

や
ハ

ロ
ー

ワ
ー

ク
に

て
募

集
及

び
補

充
を

行
い

ま
す

。
・
特

別
支

援
教

育
支

援
員

を
対

象
と

し
た

研
修

で
は

、
事

前
に

講
話

内
容

に
つ

い
て

ア
ン

ケ
ー

ト
を

実
施

し
、
よ

り
支

援
員

の
実

態
に

即
し

た
研

修
と

し
ま

す
。

・
教

育
相

談
員

の
派

遣
、
日

本
語

指
導

員
・
母

語
支

援
員

の
配

置
に

よ
り

生
活

面
の

適
応

支
援

や
日

本
語

指
導

を
随

時
行

っ
て

い
ま

す
が

、
依

然
と

し
て

年
度

途
中

の
編

入
等

で
日

本
語

能
力

レ
ベ

ル
2

（
サ

バ
イ

バ
ル

日
本

語
が

で
き

る
段

階
）
以

下
の

児
童

生
徒

が
い

ま
す

。
ま

た
、
レ

ベ
ル

3
以

上
の

児
童

生
徒

も
学

習
言

語
に

つ
ま

ず
き

が
見

ら
れ

継
続

的
な

支
援

が
必

要
な

状
況

が
あ

り
ま

す
。
し

た
が

っ
て

、
教

育
相

談
員

の
支

援
時

間
数

の
増

加
、
母

語
支

援
員

や
日

本
語

指
導

員
の

効
果

的
な

運
用

等
に

よ
り

外
国

人
児

童
生

徒
等

教
育

の
拡

充
を

図
っ

て
い

く
必

要
が

あ
り

ま
す

。

■
継

続
・
拡

充

□
一

部
見

直
し

□
大

幅
見

直
し

日
本

語
指

導
員

、
母

語
支

援
員

、
外

国
人

子
女

等
教

育
相

談
員

を
配

置

別
府

市
教

育
委

員
会

は
、
日

本
語

指
導

が
必

要
な

児
童

生
徒

等
が

在
籍

す
る

学
校

（
園

）
に

、
日

本
語

指
導

や
母

語
支

援
等

を
行

う
教

育
相

談
員

、
日

本
語

指
導

員
、
及

び
母

語
支

援
員

を
配

置
し

、
対

象
児

童
生

徒
等

に
生

活
面

の
適

応
支

援
、
日

本
語

学
習

、
教

科
学

習
等

の
日

本
語

指
導

を
行

い
ま

す
。

日
本

語
指

導
が

必
要

な
児

童
生

徒
等

が
在

籍
す

る
全

学
校

（
園

）
に

、
教

育
相

談
員

、
日

本
語

指
導

員
、
及

び
母

語
支

援
員

を
配

置
し

、
生

活
面

の
適

応
支

援
、
日

本
語

指
導

を
行

い
ま

し
た

。

□
達

成
終

了

特
別

支
援

教
育

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

、
特

別
支

援
教

育
支

援
員

を
対

象
と

し
た

研
修

会
を

年
間

１
回

以
上

実
施

し
、
支

援
員

の
専

門
性

の
向

上
、
支

援
の

充
実

を
図

り
ま

す
。

特
別

支
援

教
育

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

、
特

別
支

援
教

育
支

援
員

を
対

象
と

し
た

研
修

会
を

、
年

間
１
回

実
施

す
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た

。

□
達

成
終

了

■
継

続
・
拡

充

□
一

部
見

直
し

□

大
幅

見
直

し

成
果

指
標

に
近

づ
く

た
め

の
主

な
取

組
②

主
な

取
組

②
に

係
る

具
体

的
な

取
組

指
標

※
誰

が
、
何

を
、
ど

れ
く

ら
い

の
頻

度
で

取
組

指
標

に
対

す
る

取
組

の
状

況
主

な
取

組
②

今
後

の
展

開

市
内

幼
稚

園
・
小

中
学

校
に

特
別

支
援

教
育

支
援

員
を

配
置

市
内

幼
稚

園
・
小

中
学

校
に

、
園

・
学

校
、
子

ど
も

の
実

情
に

応
じ

た
人

数
の

支
援

員
を

配
置

し
、
特

別
な

支
援

を
必

要
と

す
る

子
ど

も
に

対
し

て
、
生

活
面

や
学

習
面

で
の

適
応

の
促

進
を

図
り

ま
す

。

昨
年

度
の

実
態

ア
ン

ケ
ー

ト
か

ら
、

幼
稚

園
・
小

中
学

校
に

支
援

員
を

５
０

名
配

置
し

、
特

別
な

支
援

を
必

要
と

す
る

子
ど

も
に

対
し

て
、
生

活
面

や
学

習
面

で
の

適
応

の
促

進
を

図
り

ま
し

た
。

〈
分

析
〉

成
果

指
標

①
に

つ
い

て
〇

支
援

員
の

配
置

に
よ

っ
て

、
生

活
面

や
学

習
面

で
の

適
応

の
促

進
が

見
ら

れ
た

と
、
具

体
的

事
例

と
と

も
に

回
答

し
た

園
・
学

校
の

割
合

が
１
０

０
％

で
し

た
。

・
学

校
が

回
答

し
た

具
体

的
事

例
と

し
て

は
、
教

室
の

後
ろ

で
待

機
し

な
が

ら
、
気

に
な

る
時

に
傍

ら
で

１
対

１
対

応
を

し
、
困

っ
て

い
る

こ
と

を
聞

い
た

り
、
で

き
る

こ
と

を
一

緒
に

行
っ

た
り

す
る

な
ど

の
支

援
を

行
う

こ
と

で
、
離

席
の

回
数

が
減

っ
て

い
る

こ
と

、
登

校
時

に
下

足
室

に
迎

え
に

行
っ

た
り

、
一

日
の

活
動

を
伝

え
見

通
し

を
持

た
せ

た
り

す
る

な
ど

の
支

援
を

行
う

こ
と

で
、
集

団
に

参
加

で
き

る
よ

う
に

な
っ

た
こ

と
、
ノ

ー
ト

に
字

を
書

く
と

き
に

鉛
筆

で
薄

く
字

を
書

い
て

な
ぞ

ら
せ

た
り

、
イ

ラ
ス

ト
や

具
体

物
な

ど
を

用
い

て
視

覚
支

援
を

し
た

り
す

る
こ

と
で

、
学

習
に

意
欲

的
に

取
り

組
む

姿
が

見
ら

れ
る

よ
う

に
な

っ
た

こ
と

な
ど

が
挙

げ
ら

れ
ま

す
。

成
果

指
標

②
に

つ
い

て
〇

特
別

支
援

教
育

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

研
修

会
で

、
専

門
性

の
向

上
を

図
る

こ
と

が
で

き
た

と
回

答
し

た
割

合
は

1
0

0
％

で
し

た
。
特

別
支

援
教

育
支

援
員

研
修

会
で

、
専

門
性

の
向

上
を

図
る

こ
と

が
で

き
た

と
回

答
し

た
割

合
は

9
8

％
で

し
た

。
・
両

研
修

と
も

専
門

性
の

向
上

が
図

れ
て

い
る

理
由

と
し

て
は

、
研

修
に

グ
ル

ー
プ

協
議

を
取

り
入

れ
て

い
る

こ
と

が
考

え
ら

れ
ま

す
。
グ

ル
ー

プ
協

議
で

、
情

報
交

換
を

行
う

こ
と

が
、
新

た
な

発
見

や
気

づ
き

、
問

題
解

決
の

糸
口

に
つ

な
が

っ
て

い
ま

す
。

・
１
０

０
％

に
な

ら
な

か
っ

た
理

由
と

し
て

は
、
支

援
員

の
経

験
年

数
に

差
が

あ
る

こ
と

か
ら

、
講

義
の

対
象

を
初

め
て

の
方

に
合

わ
せ

て
い

る
た

め
、
内

容
に

昨
年

度
と

の
重

な
り

が
多

く
あ

っ
た

こ
と

が
考

え
ら

れ
ま

す
。

成
果

指
標

③
に

つ
い

て
〇

日
本

語
指

導
が

必
要

な
子

ど
も

へ
の

生
活

面
の

適
応

、
日

本
語

学
習

、
教

科
学

習
等

の
支

援
や

指
導

が
で

き
て

い
る

割
合

は
１
０

０
％

で
し

た
。

・
日

本
語

指
導

が
必

要
な

児
童

生
徒

が
在

籍
す

る
学

校
に

、
生

活
面

の
適

応
や

日
本

語
指

導
の

支
援

を
行

う
教

育
相

談
員

を
派

遣
し

ま
し

た
。
児

童
生

徒
の

日
本

語
能

力
や

困
り

の
状

況
に

応
じ

て
支

援
時

間
を

配
分

す
る

等
、
支

援
の

充
実

に
つ

な
が

る
よ

う
配

慮
し

ま
し

た
。

・
児

童
生

徒
の

母
語

や
理

解
で

き
る

言
語

を
用

い
て

生
活

面
の

適
応

や
日

本
語

指
導

の
支

援
を

行
う

母
語

支
援

員
の

配
置

や
派

遣
に

よ
り

、
編

入
時

の
手

厚
い

サ
ポ

ー
ト

を
行

う
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

・
日

本
語

指
導

員
を

中
心

と
し

た
教

育
活

動
に

よ
り

、
配

置
校

の
支

援
体

制
の

構
築

が
進

み
ま

し
た

。
ま

た
、
連

絡
会

で
日

本
語

指
導

員
の

実
践

を
貫

流
す

る
こ

と
で

、
教

育
相

談
員

や
母

語
支

援
員

の
指

導
力

向
上

を
図

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

〈
成

果
指

標
に

対
す

る
自

己
評

価
と

そ
の

理
由

〉
　
Ａ

３
つ

の
成

果
指

標
達

成
率

が
ほ

ぼ
１
０

０
％

で
あ

る
こ

と
か

ら
、
評

価
を

「
A

」
と

し
ま

し
た

。
今

後
も

、
市

全
体

で
特

別
な

支
援

が
必

要
な

子
ど

も
た

ち
へ

の
支

援
体

制
を

充
実

さ
せ

て
い

く
必

要
が

あ
る

た
め

、
取

組
①

②
③

を
「
継

続
・
拡

充
」
と

し
ま

し
た

。

□

大
幅

見
直

し

成
果

指
標

に
近

づ
く

た
め

の
主

な
取

組
③

主
な

取
組

③
に

係
る

具
体

的
な

取
組

指
標

※
誰

が
、
何

を
、
ど

れ
く

ら
い

の
頻

度
で

取
組

指
標

に
対

す
る

取
組

の
状

況
主

な
取

組
③

今
後

の
展

開

専
門

性
の

向
上

、
子

ど
も

理
解

や
支

援
の

充
実

を
深

め
る

た
め

に
研

修
会

を
実

施

達
成

終
了

■
継

続
・
拡

充

□
一

部
見

直
し

□

成
果

指
標

に
近

づ
く

た
め

の
主

な
取

組
①

主
な

取
組

①
に

係
る

具
体

的
な

取
組

指
標

※
誰

が
、
何

を
、
ど

れ
く

ら
い

の
頻

度
で

取
組

指
標

に
対

す
る

取
組

の
状

況
事

業
目

的
達

成
に

向
け

て
設

定
し

た
成

果
指

標
の

達
成

度
等

（
ア

ウ
ト

カ
ム

評
価

）
主

な
取

組
①

今
後

の
展

開

事
業

目
的

別
府

市
教

育
委

員
会

は
、
学

校
・
教

職
員

の
指

導
体

制
の

充
実

に
努

め
ま

す
。
学

校
は

、
特

別
な

支
援

を
必

要
と

す
る

子
ど

も
に

対
し

て
、
生

活
面

や
学

習
面

で
の

適
応

の
促

進
を

図
り

ま
す

。

事
業

目
的

達
成

に
向

け
て

、
今

年
度

は
ど

の
よ

う
な

姿
（
成

果
）
を

め
ざ

す
か

。
成

果
指

標
（
ア

ウ
ト

カ
ム

）

成
果

指
標

①
…

支
援

員
の

配
置

に
よ

っ
て

、
対

象
と

す
る

子
ど

も
へ

の
適

切
な

支
援

に
つ

な
が

り
、
子

ど
も

に
変

容
が

見
ら

れ
た

と
、
そ

の
具

体
的

事
例

と
と

も
に

回
答

し
た

園
・
学

校
の

割
合

が
１
０

０
％

成
果

指
標

②
…

「
研

修
に

参
加

し
た

こ
と

で
、
今

後
の

支
援

の
手

立
て

を
得

る
こ

と
が

で
き

、
実

践
の

ふ
り

か
え

り
と

改
善

に
役

立
っ

た
」
と

回
答

し
た

参
加

者
の

割
合

が
１
０

０
％

成
果

指
標

③
…

日
本

語
指

導
が

必
要

な
子

ど
も

へ
の

生
活

面
の

適
応

、
日

本
語

学
習

、
教

科
学

習
等

の
支

援
や

指
導

が
で

き
て

い
る

割
合

が
１
０

０
％
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〈
R

6
年

度
〉

「
学

び
、
育

つ
」
こ

と
を

重
視

し
た

教
育

主
管

課
学

校
教

育
課

施
　

策
3

安
全

で
安

心
し

て
過

ご
す

こ
と

の
で

き
る

学
校

づ
く

り
関

係
課

事
　

業
(1

)
特

別
な

支
援

が
必

要
な

子
ど

も
た

ち
へ

の
支

援

g

10



基
本

方
針

１
（
教

育
大

綱
　

柱
１
）

関
係

課

＜
 A

C
T

IO
N

 ＞

主
管

課
学

校
教

育
課

□

達
成

終
了

■
継

続
・
拡

充

□
一

部
見

直
し

大
幅

見
直

し

■
継

続
・
拡

充

□
一

部
見

直
し

□

事
業

目
的

達
成

に
向

け
た

改
善

策
等

・
い

じ
め

防
止

に
関

す
る

職
員

研
修

資
料

の
提

示
や

、
い

じ
め

防
止

授
業

に
関

す
る

情
報

提
供

を
行

い
、
学

校
に

お
け

る
い

じ
め

の
未

然
防

止
や

早
期

対
応

に
関

す
る

啓
発

を
行

い
ま

す
。

・
「
人

間
関

係
づ

く
り

プ
ロ

グ
ラ

ム
」
の

各
学

校
の

取
組

を
学

校
間

で
共

有
で

き
る

仕
組

み
を

構
築

し
ま

す
。

・
児

童
生

徒
が

「
人

間
関

係
づ

く
り

プ
ロ

グ
ラ

ム
」
の

時
間

に
身

に
つ

け
た

人
間

関
係

形
成

ス
キ

ル
が

、
学

校
生

活
の

他
の

場
面

で
も

意
識

で
き

る
よ

う
な

取
組

に
つ

い
て

提
案

し
ま

す
。

〈
R

6
年

度
〉

大
幅

見
直

し

□

成
果

指
標

に
近

づ
く

た
め

の
主

な
取

組
②

主
な

取
組

②
に

係
る

具
体

的
な

取
組

指
標

※
誰

が
、
何

を
、
ど

れ
く

ら
い

の
頻

度
で

取
組

指
標

に
対

す
る

取
組

の
状

況
主

な
取

組
②

今
後

の
展

開

い
じ

め
の

問
題

に
組

織
的

に
対

応
す

る
体

制
整

備
の

充
実

・
す

べ
て

の
小

中
学

校
に

お
い

て
、
い

じ
め

問
題

に
関

す
る

調
査

を
年

間
３

回
以

上
実

施
し

、
い

じ
め

の
実

態
把

握
に

努
め

る
よ

う
に

指
導

し
ま

す
。

・
ス

ク
ー

ル
カ

ウ
ン

セ
ラ

ー
や

ス
ク

ー
ル

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
カ

ー
等

の
専

門
ス

タ
ッ

フ
が

参
画

し
た

、
校

内
い

じ
め

対
策

委
員

会
を

中
核

と
し

た
組

織
的

対
応

に
つ

い
て

、
生

徒
指

導
主

事
会

や
生

活
指

導
主

任
会

に
お

け
る

指
導

・
助

言
を

1
回

以
上

実
施

し
ま

す
。

・
い

じ
め

の
問

題
に

関
す

る
調

査
を

年
３

回
（
各

学
期

１
回

）
以

上
実

施
し

ま
し

た
。

・
生

徒
指

導
主

事
会

、
生

活
指

導
主

任
会

に
お

い
て

組
織

的
な

い
じ

め
対

応
へ

の
指

導
・
助

言
を

１
回

以
上

実
施

し
ま

し
た

。

〈
分

析
〉

成
果

指
標

①
に

つ
い

て
〇

い
じ

め
解

消
率

は
７

０
．
６

％
（
令

和
６

年
１
２

月
２

８
日

現
在

）
で

あ
り

、
校

種
別

で
は

小
学

校
７

０
．
８

％
、
中

学
校

６
８

．
７

％
で

し
た

（
令

和
５

年
度

は
6

6
.3

％
（
小

学
校

６
７

．
５

％
、
中

学
校

５
０

．
８

％
）
）
※

い
ず

れ
も

県
実

施
「
い

じ
め

・
不

登
校

調
査

」
よ

り
市

の
暫

定
値

。
・
い

じ
め

事
案

は
、
解

消
ま

で
に

少
な

く
と

も
3

ヶ
月

の
見

守
り

期
間

の
の

ち
、
被

害
児

童
生

徒
と

保
護

者
へ

の
確

認
を

行
い

解
消

と
し

て
い

ま
す

。
上

記
調

査
に

お
い

て
未

解
消

と
し

て
い

る
件

数
に

は
、
学

校
の

対
応

に
よ

り
い

じ
め

行
為

が
止

ん
で

お
り

、
見

守
り

期
間

に
入

っ
て

い
る

も
の

を
含

ん
で

い
ま

す
。

・
市

独
自

調
査

で
は

、
認

知
し

た
い

じ
め

の
う

ち
、
「
い

じ
め

が
続

い
て

い
な

い
」
と

回
答

し
た

割
合

は
９

８
．
８

％
（
小

学
校

９
９

．
１
％

、
中

学
校

９
５

．
０

％
）
で

あ
り

、
認

知
し

た
い

じ
め

の
ほ

と
ん

ど
は

学
校

が
対

応
し

、
見

守
り

期
間

に
入

っ
て

い
ま

す
。

・
昨

年
度

と
比

較
し

解
消

率
が

増
加

し
て

お
り

、
校

内
い

じ
め

対
策

組
織

を
中

核
と

し
た

適
切

な
対

応
に

よ
る

成
果

が
出

て
い

る
と

考
え

ら
れ

ま
す

。

成
果

指
標

②
に

つ
い

て
〇

「
友

だ
ち

は
あ

な
た

の
よ

い
と

こ
ろ

を
認

め
て

く
れ

て
い

る
」
と

回
答

す
る

児
童

生
徒

の
割

合
８

８
．
１
％

（
市

独
自

調
査

よ
り

）
令

和
７

年
１
月

２
０

日
　

※
令

和
５

年
度

実
績

８
８

．
５

％
・
多

く
の

児
童

生
徒

が
自

己
有

用
感

を
感

じ
て

い
ま

す
が

、
「
人

間
関

係
づ

く
り

プ
ロ

グ
ラ

ム
」
の

時
間

で
意

識
し

て
取

り
組

め
て

い
る

言
葉

遣
い

や
態

度
な

ど
が

、
そ

の
他

の
授

業
や

生
活

場
面

へ
反

映
さ

れ
て

い
く

こ
と

に
よ

り
、
成

果
指

標
の

達
成

に
つ

な
が

る
と

考
え

て
い

ま
す

。
・
各

小
中

学
校

担
当

者
へ

の
「
児

童
生

徒
の

良
好

な
人

間
関

係
づ

く
り

が
推

進
で

き
ま

し
た

か
」
の

項
目

に
対

し
て

肯
定

的
回

答
が

１
０

０
％

だ
っ

た
こ

と
か

ら
、
児

童
生

徒
た

ち
の

人
間

関
係

づ
く

り
に

効
果

的
な

影
響

を
も

た
ら

し
て

い
る

と
考

え
ら

れ
る

た
め

、
令

和
７

年
度

は
さ

ら
に

発
展

し
た

取
組

に
し

て
い

く
こ

と
を

目
指

し
ま

す
。

　 〈
成

果
指

標
に

対
す

る
自

己
評

価
と

そ
の

理
由

〉
　

　
Ｂ

２
つ

の
成

果
指

標
の

達
成

率
の

平
均

は
８

３
．
５

％
で

あ
り

、
実

施
し

た
取

組
が

一
定

の
効

果
を

も
た

ら
し

た
と

考
え

、
評

価
を

「
B

]
と

し
ま

し
た

。

□

「
人

間
関

係
づ

く
り

プ
ロ

グ
ラ

ム
」
の

効
果

的
な

推
進

〇
す

べ
て

の
小

中
学

校
に

お
い

て
、
短

時
間

で
行

う
「
人

間
関

係
づ

く
り

プ
ロ

グ
ラ

ム
」
（
構

成
的

エ
ン

カ
ウ

ン
タ

ー
や

ソ
ー

シ
ャ

ル
ス

キ
ル

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

等
）

を
推

進
す

る
よ

う
支

援
し

ま
す

。
・
教

育
委

員
会

は
、
効

果
的

な
取

組
の

説
明

や
研

修
を

各
学

校
に

１
回

以
上

実
施

し
ま

す
。

・
教

育
委

員
会

は
、
共

有
フ

ォ
ル

ダ
に

教
材

を
保

存
し

、
各

種
会

議
で

周
知

し
ま

す
。

・
別

府
市

生
徒

指
導

研
究

会
夏

季
研

修
会

に
お

い
て

、
県

教
育

セ
ン

タ
ー

指
導

主
事

を
講

師
に

招
い

て
研

修
を

実
施

し
ま

し
た

。
・
市

教
育

相
談

セ
ン

タ
ー

指
導

主
事

が
、
要

請
が

あ
っ

た
市

内
３

校
（
大

平
山

小
、
春

木
川

小
、
別

府
西

中
）
に

出
向

き
、
取

組
が

効
果

的
な

も
の

に
な

る
よ

う
校

内
研

修
に

お
い

て
指

導
助

言
を

行
い

ま
し

た
。

・
教

材
を

共
有

フ
ォ

ル
ダ

に
保

存
し

、
各

種
会

議
等

で
周

知
し

ま
し

た
。

達
成

終
了

成
果

指
標

に
近

づ
く

た
め

の
主

な
取

組
①

主
な

取
組

①
に

係
る

具
体

的
な

取
組

指
標

※
誰

が
、
何

を
、
ど

れ
く

ら
い

の
頻

度
で

取
組

指
標

に
対

す
る

取
組

の
状

況
事

業
目

的
達

成
に

向
け

て
設

定
し

た
成

果
指

標
の

達
成

度
等

（
ア

ウ
ト

カ
ム

評
価

）
主

な
取

組
①

今
後

の
展

開

事
業

目
的

別
府

市
教

育
委

員
会

は
、
い

じ
め

未
然

防
止

に
向

け
た

適
切

な
支

援
を

推
進

す
る

と
と

も
に

児
童

生
徒

の
良

好
な

人
間

関
係

を
構

築
し

、
新

た
な

い
じ

め
を

出
さ

な
い

魅
力

あ
る

学
校

づ
く

り
を

推
進

し
ま

す
。

事
業

目
的

達
成

に
向

け
て

、
今

年
度

は
ど

の
よ

う
な

姿
（
成

果
）
を

め
ざ

す
か

。
成

果
指

標
（
ア

ウ
ト

カ
ム

）

成
果

指
標

①
…

い
じ

め
対

策
委

員
会

等
の

組
織

的
な

対
応

に
よ

り
い

じ
め

が
解

消
し

た
割

合
1
0

0
%

成
果

指
標

②
…

「
友

だ
ち

は
あ

な
た

の
よ

い
と

こ
ろ

を
認

め
て

く
れ

て
い

る
」
と

回
答

す
る

児
童

生
徒

の
割

合
9

0
%

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 ＜
 P

L
A

N
 ＞

 <
 D

O
 >

＜
　

C
H

E
C

K
　

＞

事
　

業
(2

)
い

じ
め

の
未

然
防

止
と

適
切

な
対

応
・
支

援
の

推
進

「
学

び
、
育

つ
」
こ

と
を

重
視

し
た

教
育

施
　

策
3

安
全

で
安

心
し

て
過

ご
す

こ
と

の
で

き
る

学
校

づ
く

り

11



基
本

方
針

１
（
教

育
大

綱
　

柱
１
）

＜
 A

C
T

IO
N

 ＞

事
業

目
的

達
成

に
向

け
た

改
善

策
等

・
「
学

校
に

行
き

づ
ら

さ
を

感
じ

て
い

る
児

童
生

徒
、
そ

の
保

護
者

」
に

対
す

る
支

援
等

を
ま

と
め

た
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
を

県
内

の
フ

リ
ー

ス
ク

ー
ル

に
も

配
布

し
、
関

係
保

護
者

に
情

報
が

伝
わ

る
よ

う
に

し
ま

す
。

・
学

校
に

登
校

で
き

て
い

な
い

児
童

生
徒

の
学

力
保

障
（
学

び
の

場
）
の

仕
組

み
を

構
築

し
ま

す
。

・
「
人

間
関

係
づ

く
り

プ
ロ

グ
ラ

ム
」
の

各
学

校
の

取
組

を
学

校
間

で
共

有
で

き
る

仕
組

み
を

構
築

し
ま

す
。

・
児

童
生

徒
が

「
人

間
関

係
づ

く
り

プ
ロ

グ
ラ

ム
」
で

身
に

つ
け

た
人

間
関

係
形

成
ス

キ
ル

を
そ

の
他

の
授

業
や

生
活

場
面

で
も

意
識

で
き

る
よ

う
な

取
組

に
つ

い
て

提
案

し
ま

す
。

大
幅

見
直

し

「
人

間
関

係
づ

く
り

プ
ロ

グ
ラ

ム
」
の

効
果

的
な

推
進

〇
す

べ
て

の
小

中
学

校
に

お
い

て
、
短

時
間

で
行

う
「
人

間
関

係
づ

く
り

プ
ロ

グ
ラ

ム
」
（
構

成
的

エ
ン

カ
ウ

ン
タ

ー
や

ソ
ー

シ
ャ

ル
ス

キ
ル

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

等
）

を
推

進
す

る
よ

う
支

援
し

ま
す

。
・
別

府
市

教
育

委
員

会
は

、
効

果
的

な
取

組
の

説
明

や
研

修
を

各
学

校
に

１
回

以
上

実
施

し
ま

す
。

・
別

府
市

教
育

委
員

会
は

、
共

有
フ

ォ
ル

ダ
に

教
材

を
保

存
し

、
各

種
会

議
で

周
知

し
ま

す
。

・
生

徒
指

導
研

究
会

夏
季

研
修

会
に

お
い

て
、
県

教
育

セ
ン

タ
ー

指
導

主
事

を
講

師
に

招
い

て
研

修
を

実
施

し
ま

し
た

。
・
市

教
育

相
談

セ
ン

タ
ー

指
導

主
事

が
市

内
３

校
（
大

平
山

小
、
春

木
川

小
、
別

府
西

中
）
に

出
向

き
、
取

組
が

効
果

的
な

も
の

に
な

る
よ

う
教

職
員

研
修

に
お

い
て

指
導

助
言

を
行

い
ま

し
た

。
・
教

材
を

共
有

フ
ォ

ル
ダ

に
保

存
し

、
各

種
会

議
等

で
周

知
し

ま
し

た
。

□
達

成
終

了

■
継

続
・
拡

充

□
一

部
見

直
し

□

大
幅

見
直

し

成
果

指
標

に
近

づ
く

た
め

の
主

な
取

組
②

主
な

取
組

②
に

係
る

具
体

的
な

取
組

指
標

※
誰

が
、
何

を
、
ど

れ
く

ら
い

の
頻

度
で

取
組

指
標

に
対

す
る

取
組

の
状

況
主

な
取

組
②

今
後

の
展

開

「
学

校
に

行
き

づ
ら

さ
を

感
じ

て
い

る
児

童
生

徒
」
の

社
会

的
自

立
に

向
け

た
組

織
的

な
支

援
の

充
実

・
専

門
ス

タ
ッ

フ
の

活
用

・
登

校
支

援
ル

ー
ム

等
児

童
生

徒
の

居
場

所
づ

く
り

〇
別

府
市

教
育

委
員

会
は

、
校

務
支

援
シ

ス
テ

ム
及

び
長

欠
生

欠
席

理
由

報
告

書
に

よ
り

、
市

内
の

状
況

を
把

握
し

ま
す

。
〇

別
府

市
教

育
委

員
会

は
、
「
学

校
に

行
き

づ
ら

さ
を

感
じ

て
い

る
児

童
生

徒
」
や

そ
の

保
護

者
に

向
け

た
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
を

年
１
回

更
新

し
、
別

府
市

H
P

で
周

知
す

る
と

と
も

に
、
学

校
を

通
じ

て
関

係
す

る
児

童
生

徒
保

護
者

に
配

布
し

ま
す

。
・
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
に

記
載

し
て

い
る

別
府

市
に

お
け

る
支

援
体

制
①

別
府

市
の

相
談

窓
口

（
学

校
教

育
課

、
教

育
相

談
セ

ン
タ

ー
）

②
学

び
の

場
・
居

場
所

（
中

学
校

の
登

校
支

援
ル

ー
ム

、
ふ

れ
あ

い
ル

ー
ム

・
メ

タ
バ

ー
ス

ふ
れ

あ
い

ル
ー

ム
、
家

庭
訪

問
型

ア
ウ

ト
リ

ー
チ

、
フ

リ
ー

ス
ク

ー
ル

）
③

校
内

の
支

援
（
中

学
校

の
登

校
支

援
ル

ー
ム

、
ス

ク
ー

ル
カ

ウ
ン

セ
ラ

ー
、
ス

ク
ー

ル
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

カ
ー

）
③

教
育

相
談

セ
ン

タ
ー

の
支

援
（
電

話
相

談
・
来

所
相

談
、
ふ

れ
あ

い
ル

ー
ム

・
メ

タ
バ

ー
ス

ふ
れ

あ
い

ル
ー

ム
、
家

庭
訪

問
型

ア
ウ

ト
リ

ー
チ

）
④

他
の

相
談

窓
口

（
子

育
て

に
関

す
る

相
談

窓
口

、
経

済
的

負
担

の
相

談
窓

口
）

・
長

欠
生

欠
席

理
由

報
告

書
を

も
と

に
各

学
校

の
支

援
方

策
に

つ
い

て
、
月

１
回

以
上

、
指

導
助

言
を

し
ま

し
た

。
・
「
学

校
に

行
き

づ
ら

さ
を

感
じ

て
い

る
児

童
生

徒
」
や

そ
の

保
護

者
に

向
け

た
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
、
フ

リ
ー

ス
ク

ー
ル

の
補

助
金

に
関

す
る

情
報

を
関

係
保

護
者

に
周

知
を

行
い

ま
し

た
。

・
学

び
の

場
・
居

場
所

と
し

て
の

ふ
れ

あ
い

ル
ー

ム
、
メ

タ
バ

ー
ス

ふ
れ

あ
い

ル
ー

ム
、
中

学
校

の
登

校
支

援
ル

ー
ム

、
さ

ら
に

学
生

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

に
よ

る
家

庭
訪

問
型

ア
ウ

ト
リ

ー
チ

支
援

を
行

い
ま

し
た

。

達
成

終
了

■
継

続
・
拡

充

□
一

部
見

直
し

〈
分

析
〉

成
果

指
標

①
に

つ
い

て
○

学
校

内
外

の
専

門
的

な
支

援
が

受
け

ら
れ

て
い

る
「
学

校
に

行
き

づ
ら

さ
を

感
じ

て
い

る
児

童
生

徒
」
の

割
合

（
長

欠
報

告
書

）
令

和
７

年
１
月

１
０

日
現

在
小

：
9

1
.3

％
(6

3
/
6

9
)、

中
：
7

5
.1

％
(1

3
3

/
1
7

7
)、

小
中

：
7

9
.7

％
(1

9
6

/
2

4
6

) 
※

令
和

5
年

度
実

績
　

小
中

：
7

1
.6

.％
・
各

学
校

か
ら

毎
月

提
出

さ
れ

る
長

欠
報

告
書

を
分

析
し

、
教

育
委

員
会

が
各

学
校

に
指

導
助

言
を

行
い

、
そ

れ
を

も
と

に
各

学
校

が
不

登
校

対
策

会
議

で
支

援
方

策
の

見
直

し
を

行
い

ま
し

た
。
そ

の
こ

と
に

よ
り

、
専

門
的

な
支

援
が

受
け

ら
れ

て
い

る
児

童
生

徒
の

割
合

が
昨

年
度

同
時

期
と

比
較

し
、
8

.6
%

増
加

し
ま

し
た

。
一

方
、
学

校
に

行
き

づ
ら

さ
を

感
じ

て
い

る
児

童
生

徒
及

び
保

護
者

に
支

援
に

関
す

る
情

報
の

周
知

が
十

分
で

な
か

っ
た

こ
と

が
今

回
の

数
値

の
要

因
で

あ
る

と
考

え
ま

す
。

成
果

指
標

②
に

つ
い

て
○

「
友

だ
ち

は
あ

な
た

の
よ

い
と

こ
ろ

を
認

め
て

く
れ

て
い

る
。
」
と

回
答

す
る

児
童

生
徒

の
割

合
8

8
.1

％
（
市

独
自

調
査

よ
り

）
令

和
７

年
1
月

2
0

日
　

※
令

和
５

年
度

実
績

8
8

.5
%

・
児

童
生

徒
が

「
人

間
関

係
づ

く
り

プ
ロ

グ
ラ

ム
」
の

時
間

で
意

識
し

て
取

り
組

め
て

い
る

言
葉

遣
い

や
態

度
な

ど
が

、
そ

の
他

の
授

業
や

生
活

場
面

へ
反

映
さ

れ
る

ま
で

に
至

っ
て

い
な

い
こ

と
が

今
回

の
数

値
の

要
因

で
あ

る
と

考
え

て
い

ま
す

。

成
果

指
標

③
に

つ
い

て
○

「
良

好
な

人
間

関
係

づ
く

り
が

推
進

で
き

た
。
」
と

回
答

す
る

学
校

の
割

合
１
０

０
％

（
市

独
自

調
査

よ
り

）
令

和
7

年
1
月

2
0

日
　

※
令

和
５

年
度

実
績

9
2

.3
%

・
本

取
組

の
目

的
等

が
教

員
に

理
解

さ
れ

、
決

ま
っ

た
時

間
で

実
施

さ
れ

る
よ

う
に

な
り

、
年

間
を

通
じ

て
、
継

続
的

に
取

り
組

み
が

進
ん

だ
こ

と
が

今
回

の
数

値
の

要
因

で
あ

る
と

考
え

ま
す

。

〈
成

果
指

標
に

対
す

る
自

己
評

価
と

そ
の

理
由

〉
　

　
　
Ｂ

３
つ

の
成

果
指

標
の

達
成

率
の

平
均

が
9

3
.0

％
で

あ
り

、
成

果
指

標
を

概
ね

達
成

し
た

と
考

え
た

た
め

、
評

価
を

「
B

」
と

し
ま

し
た

。
◎

9
3

.0
%

(2
6

0
.5

%
/
2

8
0

%
)

  
○

7
9

.7
%

（
7

9
.7

%
/
1
0

0
%

）
　

○
9

8
.3

%
(8

8
.5

%
/
9

0
%

) 
○

1
0

2
.6

%
(9

2
.3

%
/
9

0
%

)

□ □

成
果

指
標

に
近

づ
く

た
め

の
主

な
取

組
①

主
な

取
組

①
に

係
る

具
体

的
な

取
組

指
標

※
誰

が
、
何

を
、
ど

れ
く

ら
い

の
頻

度
で

取
組

指
標

に
対

す
る

取
組

の
状

況
事

業
目

的
達

成
に

向
け

て
設

定
し

た
成

果
指

標
の

達
成

度
等

（
ア

ウ
ト

カ
ム

評
価

）
主

な
取

組
①

今
後

の
展

開

事
業

目
的

別
府

市
教

育
委

員
会

は
、
「
学

校
に

行
き

づ
ら

さ
を

感
じ

て
い

る
児

童
生

徒
」
へ

の
適

切
な

支
援

を
推

進
す

る
と

と
も

に
、
新

た
な

「
学

校
に

行
き

づ
ら

さ
を

感
じ

て
い

る
児

童
生

徒
」
を

出
さ

な
い

魅
力

あ
る

学
校

づ
く

り
、
母

集
団

の
質

の
向

上
を

推
進

し
ま

す
。

※
別

府
市

で
は

、
「
不

登
校

」
と

い
う

用
語

は
使

わ
ず

、
「
学

校
に

行
き

づ
ら

さ
を

感
じ

て
い

る
児

童
生

徒
」
と

表
現

し
て

い
ま

す
。

事
業

目
的

達
成

に
向

け
て

、
今

年
度

は
ど

の
よ

う
な

姿
（
成

果
）
を

め
ざ

す
か

。
成

果
指

標
（
ア

ウ
ト

カ
ム

）

成
果

指
標

①
…

学
校

内
外

の
専

門
的

な
支

援
が

受
け

ら
れ

て
い

る
「
学

校
に

行
き

づ
ら

さ
を

感
じ

て
い

る
児

童
生

徒
」
の

割
合

1
0

0
%

成
果

指
標

②
…

「
友

だ
ち

は
あ

な
た

の
よ

い
と

こ
ろ

を
認

め
て

く
れ

て
い

る
。
」
と

回
答

す
る

児
童

生
徒

の
割

合
９

０
％

成
果

指
標

③
…

「
良

好
な

人
間

関
係

づ
く

り
が

推
進

で
き

ま
し

た
。
」
と

回
答

す
る

学
校

の
割

合
９

０
％

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 ＜
 P

L
A

N
 ＞

 <
 D

O
 >

＜
　

C
H

E
C

K
　

＞

〈
R

6
年

度
〉

「
学

び
、
育

つ
」
こ

と
を

重
視

し
た

教
育

主
管

課
学

校
教

育
課

施
　

策
3

安
全

で
安

心
し

て
過

ご
す

こ
と

の
で

き
る

学
校

づ
く

り
関

係
課

事
　

業
(3

)
「
不

登
校

」
児

童
生

徒
へ

の
支

援

12



基
本

方
針

１
（
教

育
大

綱
　

柱
１
）

＜
 A

C
T

IO
N

 ＞

「
学

び
、
育

つ
」
こ

と
を

重
視

し
た

教
育

主
管

課
教

育
政

策
課

施
　

策
3

安
全

で
安

心
し

て
過

ご
す

こ
と

の
で

き
る

学
校

づ
く

り
関

係
課

事
　

業
(4

)
小

・
中

学
校

に
お

け
る

食
育

の
推

進

〈
R

6
年

度
〉

事
業

目
的

 別
府

市
教

育
委

員
会

は
、
「
別

府
市

立
学

校
に

お
け

る
食

育
推

進
計

画
」
に

基
づ

き
、
栄

養
教

諭
を

担
当

校
制

と
し

、
栄

養
教

諭
を

活
用

し
た

食
育

活
動

が
充

実
す

る
よ

う
学

校
を

支
援

し
ま

す
。

事
業

目
的

達
成

に
向

け
て

、
今

年
度

は
ど

の
よ

う
な

姿
（
成

果
）
を

め
ざ

す
か

。
成

果
指

標
（
ア

ウ
ト

カ
ム

）

成
果

指
標

①
…

栄
養

教
諭

等
を

活
用

し
た

食
育

を
実

施
し

た
学

級
の

割
合

６
０

％
以

上

成
果

指
標

②
…

食
に

関
す

る
理

解
が

進
ん

だ
と

回
答

す
る

児
童

生
徒

の
割

合
７

０
％

以
上

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 ＜
 P

L
A

N
 ＞

 <
 D

O
 >

＜
　

C
H

E
C

K
　

＞

成
果

指
標

に
近

づ
く

た
め

の
主

な
取

組
①

主
な

取
組

①
に

係
る

具
体

的
な

取
組

指
標

※
誰

が
、
何

を
、
ど

れ
く

ら
い

の
頻

度
で

取
組

指
標

に
対

す
る

取
組

の
状

況
事

業
目

的
達

成
に

向
け

て
設

定
し

た
成

果
指

標
の

達
成

度
等

（
ア

ウ
ト

カ
ム

評
価

）
主

な
取

組
①

今
後

の
展

開
〈
分

析
〉

成
果

指
標

①
に

つ
い

て
〇

栄
養

教
諭

等
に

よ
る

食
に

関
す

る
指

導
は

、
全

体
の

９
０

％
の

学
級

で
実

施
で

き
ま

し
た

。
・
各

学
校

の
食

育
担

当
者

と
の

連
絡

会
（
食

育
主

任
会

）
を

年
２

回
開

催
し

、
別

府
市

の
食

育
体

制
や

栄
養

教
諭

の
活

用
に

つ
い

て
の

説
明

を
通

し
て

、
食

育
推

進
計

画
に

つ
い

て
の

共
通

理
解

を
図

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

・
そ

の
結

果
、
専

門
知

識
を

有
す

る
栄

養
教

諭
に

よ
る

食
の

指
導

に
対

す
る

認
識

が
高

ま
り

、
学

級
に

お
い

て
２

回
以

上
の

授
業

依
頼

が
小

学
校

で
4

3
学

級
あ

り
ま

し
た

。
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
・
中

学
校

に
お

い
て

は
、
学

年
集

会
や

全
校

集
会

、
給

食
放

送
な

ど
中

学
校

の
実

情
に

応
じ

て
食

育
指

導
の

依
頼

が
あ

り
ま

し
た

。
･
一

方
、
年

間
で

一
度

も
食

育
授

業
を

実
施

で
き

な
か

っ
た

学
級

数
は

２
４

学
級

あ
り

ま
し

た
。
　

授
業

時
間

の
確

保
が

難
し

い
学

校
に

お
い

て
は

、
給

食
時

間
の

訪
問

等
を

計
画

し
、
給

食
時

間
を

利
用

し
た

食
育

指
導

な
ど

を
周

知
し

て
い

き
た

い
と

考
え

ま
す

。
　 成

果
指

標
②

に
つ

い
て

〇
食

に
関

す
る

理
解

が
進

ん
だ

と
回

答
す

る
児

童
生

徒
は

９
１
％

で
し

た
。

・
６

年
生

の
食

育
授

業
で

、
栄

養
バ

ラ
ン

ス
や

献
立

作
成

の
ポ

イ
ン

ト
を

実
施

し
、
給

食
の

献
立

を
作

成
し

、
３

学
期

の
献

立
に

２
５

回
入

れ
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た

。
「
自

分
た

ち
で

作
成

し
た

献
立

が
学

校
の

給
食

に
提

供
さ

れ
る

」
と

い
う

経
験

は
、
児

童
に

と
っ

て
も

食
に

関
す

る
貴

重
な

経
験

と
な

り
ま

し
た

。
・
食

育
授

業
後

の
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

で
は

「
授

業
の

内
容

が
理

解
で

き
た

」
と

９
１
％

の
児

童
生

徒
が

回
答

し
ま

し
た

。
授

業
後

に
苦

手
な

も
の

で
も

食
べ

よ
う

と
す

る
意

識
を

持
っ

た
り

、
ま

た
、
自

分
の

体
に

必
要

な
栄

養
素

や
そ

れ
を

含
む

食
材

に
対

す
る

理
解

が
で

き
た

こ
と

が
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

よ
り

見
え

た
た

め
、
児

童
生

徒
の

食
に

関
す

る
理

解
度

を
高

め
る

指
導

が
で

き
た

と
考

え
ま

す
。

・
新

た
な

授
業

内
容

と
し

て
、
給

食
が

で
き

る
ま

で
の

様
子

を
ズ

ー
ム

で
つ

な
ぎ

、
毎

日
の

給
食

が
ど

の
よ

う
に

つ
く

ら
れ

て
い

る
か

を
リ

ア
ル

タ
イ

ム
で

伝
え

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。
大

量
調

理
の

様
子

が
映

像
を

通
し

て
伝

わ
り

、
子

ど
も

達
か

ら
「
こ

れ
か

ら
も

残
さ

ず
食

べ
ま

す
」
と

い
う

声
が

あ
り

、
感

謝
の

心
を

育
む

こ
と

が
で

き
ま

し
た

。
・
各

学
校

１
学

年
１
回

以
上

の
取

組
指

標
と

し
て

い
た

が
、
未

実
施

の
学

校
が

１
校

あ
る

た
め

、
　

現
在

日
程

調
整

し
て

お
り

、
３

学
期

末
ま

で
に

訪
問

予
定

で
す

。
　 〈
成

果
指

標
に

対
す

る
自

己
評

価
と

そ
の

理
由

〉
　

　
Ａ

・
１
学

級
２

回
以

上
の

食
育

授
業

を
実

施
し

て
い

る
学

級
も

増
え

、
今

後
も

さ
ら

に
食

に
関

す
る

授
業

実
践

が
必

要
と

認
識

さ
れ

て
い

ま
す

。
・
成

果
指

標
を

達
成

で
き

た
た

め
評

価
は

「
A

」
と

し
、
今

後
も

食
育

主
任

会
で

の
食

に
関

す
る

指
導

計
画

の
充

実
を

図
る

と
と

も
に

、
栄

養
教

諭
以

外
の

食
育

担
当

者
に

よ
る

指
導

に
つ

い
て

も
支

援
し

て
い

き
ま

す
。

□

達
成

終
了

■
継

続
・
拡

充

□
一

部
見

直
し

□

達
成

終
了

■
継

続
・
拡

充

大
幅

見
直

し

□ □

大
幅

見
直

し

主
な

取
組

②
今

後
の

展
開

□
一

部
見

直
し

栄
養

教
諭

等
の

専
門

性
を

活
用

し
た

食
育

授
業

の
実

施

全
て

の
学

校
に

お
い

て
栄

養
教

諭
の

食
に

関
す

る
指

導
が

実
施

で
き

る
よ

う
、

担
当

校
制

を
継

続
し

、
教

科
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
に

お
い

て
栄

養
教

諭
が

担
当

で
き

る
単

元
を

提
案

し
、
各

校
の

食
育

・
給

食
指

導
主

任
と

食
に

関
す

る
指

導
計

画
を

立
て

、
各

学
校

１
学

年
１
回

以
上

実
施

し
ま

す
。

栄
養

教
諭

等
を

活
用

し
た

食
育

授
業

を
述

べ
２

７
３

回
実

施
し

、
食

育
に

関
す

る
実

践
的

な
指

導
が

で
き

た
学

級
は

２
２

６
学

級
（
市

立
小

中
学

校
の

９
０

％
）
と

な
り

ま
し

た
。

事
業

目
的

達
成

に
向

け
た

改
善

策
等

今
年

度
設

定
し

た
成

果
指

標
の

達
成

に
む

け
て

食
育

授
業

・
給

食
指

導
・
給

食
集

会
な

ど
様

々
な

食
育

の
取

組
を

行
い

ま
し

た
。

児
童

生
徒

の
食

に
関

す
る

理
解

を
深

め
る

た
め

に
は

、
組

織
的

・
計

画
的

に
進

め
て

い
く

こ
と

が
必

要
な

た
め

、
各

校
の

食
育

担
当

教
員

と
担

当
栄

養
教

諭
が

連
携

を
図

り
、
学

校
全

体
が

食
育

の
推

進
を

行
う

こ
と

が
必

要
と

考
え

ま
す

。
食

育
授

業
が

実
践

で
き

て
い

な
い

学
級

が
あ

る
た

め
、
今

後
は

食
育

主
任

会
後

の
食

育
指

導
の

進
捗

状
況

の
把

握
を

し
な

が
ら

、
各

学
校

へ
栄

養
教

諭
に

よ
る

食
育

の
取

組
の

提
案

等
を

行
う

と
と

も
に

、
食

育
担

当
者

に
よ

る
指

導
に

つ
い

て
も

支
援

し
て

い
き

ま
す

。

成
果

指
標

に
近

づ
く

た
め

の
主

な
取

組
②

主
な

取
組

②
に

係
る

具
体

的
な

取
組

指
標

※
誰

が
、
何

を
、
ど

れ
く

ら
い

の
頻

度
で

取
組

指
標

に
対

す
る

取
組

の
状

況

「
別

府
市

立
学

校
に

お
け

る
食

育
推

進
計

画
」
に

基
づ

く
食

育
の

推
進

・
各

校
食

育
・
給

食
指

導
主

任
が

他
校

及
び

教
育

委
員

会
担

当
課

と
情

報
共

有
が

図
れ

る
よ

う
年

２
回

以
上

連
絡

会
を

開
催

し
ま

す
。

・
栄

養
教

諭
や

給
食

セ
ン

タ
ー

か
ら

提
供

さ
れ

た
食

育
掲

示
物

等
の

資
料

を
委

員
会

活
動

等
に

活
用

し
て

、
毎

月
掲

示
す

る
な

ど
し

、
食

の
指

導
を

行
う

よ
う

支
援

し
ま

す
。

・
食

育
に

関
す

る
連

絡
会

を
年

２
回

開
催

し
ま

し
た

。
・
各

小
中

学
校

へ
食

育
ポ

ス
タ

ー
や

夏
野

菜
ク

イ
ズ

な
ど

の
食

育
掲

示
物

等
を

毎
月

資
料

と
し

て
提

供
し

ま
し

た
。

13



基
本

方
針

１
（
教

育
大

綱
　

柱
１
）

＜
 A

C
T

IO
N

 ＞

事
業

目
的

達
成

に
向

け
た

改
善

策
等

・
別

府
市

人
権

教
育

・
部

落
差

別
解

消
推

進
研

究
会

と
協

働
し

、
部

落
問

題
学

習
の

指
導

案
作

成
に

伴
う

指
導

・
助

言
を

継
続

し
て

行
い

ま
す

。
・
各

校
に

対
す

る
人

権
研

修
、
人

権
教

育
主

任
研

修
、
校

長
・
所

長
研

修
、
別

府
市

新
採

用
・
転

入
職

員
研

修
な

ど
、
そ

れ
ぞ

れ
の

キ
ャ

リ
ア

ス
テ

ー
ジ

に
合

わ
せ

た
研

修
を

企
画

、
実

施
し

ま
す

。
・
「
人

権
授

業
の

指
導

に
不

安
が

あ
る

」
と

感
じ

て
い

る
若

年
層

教
職

員
の

ニ
ー

ズ
を

把
握

し
、
そ

れ
に

応
じ

た
研

修
を

企
画

、
実

施
し

ま
す

。

〈
R

6
年

度
〉

大
幅

見
直

し

□ □

大
幅

見
直

し

成
果

指
標

に
近

づ
く

た
め

の
主

な
取

組
②

主
な

取
組

②
に

係
る

具
体

的
な

取
組

指
標

※
誰

が
、
何

を
、
ど

れ
く

ら
い

の
頻

度
で

取
組

指
標

に
対

す
る

取
組

の
状

況
主

な
取

組
②

今
後

の
展

開

教
職

員
研

修
の

充
実

・
管

理
職

を
対

象
に

、
部

落
差

別
解

消
推

進
法

の
歴

史
的

意
義

・
目

的
、
人

権
教

育
に

お
け

る
管

理
職

の
役

割
等

に
つ

い
て

の
研

修
会

を
年

度
始

め
に

1
回

開
催

し
ま

す
。

・
人

権
教

育
主

任
を

対
象

に
、
部

落
差

別
問

題
に

つ
い

て
の

研
修

会
を

、
年

4
回

開
催

し
ま

す
。

・
年

１
回

開
催

さ
れ

る
別

府
市

新
規

採
用

教
職

員
研

修
会

に
お

い
て

、
人

権
尊

重
の

理
念

や
部

落
差

別
に

対
す

る
認

識
を

高
め

る
研

修
を

実
施

し
ま

す
。

・
す

べ
て

の
小

・
中

学
校

に
指

導
主

事
等

を
派

遣
し

、
各

学
校

の
ニ

ー
ズ

把
握

に
努

め
、
部

落
差

別
問

題
に

関
す

る
内

容
や

校
内

人
権

研
修

の
実

施
方

法
に

つ
い

て
の

指
導

・
助

言
を

行
い

ま
す

。

・
予

定
し

て
い

た
研

修
会

は
す

べ
て

実
施

で
き

ま
し

た
。

・
す

べ
て

の
小

・
中

学
校

に
指

導
主

事
を

派
遣

し
て

、
部

落
差

別
問

題
に

関
す

る
指

導
・
助

言
が

で
き

ま
し

た
。

〈
分

析
〉

成
果

指
標

①
に

つ
い

て
〇

「
校

内
・
校

外
及

び
人

権
教

育
研

修
で

学
ん

だ
こ

と
を

授
業

や
指

導
で

活
用

し
て

い
る

」
と

回
答

す
る

教
員

の
割

合
は

８
９

％
で

し
た

。
・
8

9
%

の
成

果
が

出
た

の
は

、
前

年
度

実
施

の
研

修
参

加
者

に
よ

る
ア

ン
ケ

ー
ト

等
で

、
今

後
受

け
た

い
研

修
内

容
に

つ
い

て
把

握
し

、
研

修
を

実
施

し
た

こ
と

及
び

、
指

導
主

事
が

す
べ

て
の

学
校

を
訪

問
し

、
各

学
校

の
ニ

ー
ズ

を
把

握
し

た
研

修
を

実
施

で
き

た
か

ら
だ

と
考

え
ま

す
。
一

方
、
１
１
％

は
「
活

用
で

き
な

か
っ

た
」
と

回
答

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
学

校
に

お
け

る
現

時
点

で
の

最
重

要
課

題
に

つ
い

て
、
き

め
細

か
な

聞
き

取
り

と
把

握
が

で
き

て
お

ら
ず

、
活

用
で

き
な

か
っ

た
こ

と
が

考
え

ら
れ

ま
す

。
こ

れ
ら

の
こ

と
か

ら
、
来

年
度

も
す

べ
て

の
小

中
学

校
へ

の
指

導
主

事
派

遣
を

継
続

し
、

現
状

に
即

し
た

指
導

・
助

言
を

行
う

と
と

も
に

、
可

能
な

限
り

全
体

的
な

課
題

を
網

羅
し

た
研

修
の

提
供

に
努

め
ま

す
。

成
果

指
標

②
に

つ
い

て
〇

児
童

生
徒

の
記

憶
に

残
る

人
権

学
習

「
あ

な
た

は
学

校
の

授
業

で
人

権
に

つ
い

て
の

学
習

を
し

ま
し

た
か

」
の

問
い

に
対

し
て

「
学

習
し

た
」
と

答
え

た
児

童
生

徒
の

割
合

は
８

４
％

で
し

た
。

・
教

職
員

取
り

組
み

調
査

に
お

い
て

「
発

達
段

階
に

応
じ

た
人

権
授

業
を

実
施

し
て

い
る

」
と

回
答

し
た

学
校

は
１
０

０
％

で
し

た
。
し

か
し

、
１
６

％
の

児
童

生
徒

は
、
「
覚

え
て

い
な

い
」
と

回
答

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
よ

り
一

層
質

の
高

い
、
対

話
的

で
深

い
学

び
に

な
る

授
業

を
実

践
す

る
こ

と
が

課
題

だ
と

考
え

ま
す

。
さ

ら
に

、
３

０
歳

以
下

の
教

職
員

の
２

６
％

が
「
人

権
授

業
の

指
導

に
不

安
が

あ
る

」
と

回
答

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
若

年
層

の
教

職
員

に
対

す
る

研
修

内
容

を
改

善
し

、
か

つ
市

人
部

研
と

の
協

働
に

お
い

て
、
課

題
を

共
有

し
解

決
へ

の
取

り
組

み
を

一
層

進
め

て
い

く
こ

と
が

求
め

ら
れ

ま
す

。

〈
成

果
指

標
に

対
す

る
自

己
評

価
と

そ
の

理
由

〉
　

　
Ｂ

・
成

果
指

標
で

示
し

た
値

に
は

達
し

て
い

な
い

こ
と

か
ら

、
評

価
を

「
B

」
と

し
ま

し
た

。
ま

た
、
教

職
員

の
部

落
差

別
問

題
に

関
す

る
理

解
度

を
上

げ
、
授

業
力

向
上

を
図

っ
て

い
く

必
要

性
か

ら
、
各

取
組

を
「
継

続
・
拡

充
」
と

し
ま

し
た

。

□

部
落

問
題

学
習

に
関

す
る

指
導

力
の

向
上

・
別

府
市

に
新

た
に

転
入

し
た

教
職

員
を

主
な

対
象

者
と

し
、
部

落
問

題
学

習
に

係
る

主
体

的
・
対

話
的

で
深

い
学

び
を

実
現

す
る

た
め

の
ス

キ
ル

を
学

ぶ
研

修
会

を
年

１
回

実
施

し
ま

す
。

・
別

府
市

人
権

教
育

・
部

落
差

別
解

消
推

進
研

究
会

（
以

下
市

人
部

研
）
と

の
共

催
に

よ
り

、
部

落
問

題
学

習
の

指
導

案
作

成
等

を
行

う
研

修
会

を
、
年

1
回

開
催

し
ま

す
。

・
部

落
問

題
学

習
授

業
研

究
会

（
公

開
授

業
研

究
会

）
を

充
実

さ
せ

る
た

め
、
市

人
部

研
研

究
局

会
に

参
加

し
、
指

導
、
助

言
を

行
い

ま
す

。
・
す

べ
て

の
学

校
に

指
導

主
事

等
を

派
遣

す
る

こ
と

に
よ

り
、
部

落
問

題
学

習
の

授
業

づ
く

り
に

関
す

る
困

り
や

ニ
ー

ズ
を

把
握

し
指

導
・
助

言
を

行
い

ま
す

。

・
予

定
し

て
い

た
研

修
は

す
べ

て
実

施
す

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

・
市

人
部

研
の

研
究

局
会

に
す

べ
て

参
加

し
、
指

導
・
助

言
が

で
き

ま
し

た
。

・
す

べ
て

の
小

・
中

学
校

に
指

導
主

事
を

派
遣

し
て

、
授

業
づ

く
り

に
関

す
る

指
導

・
助

言
が

で
き

ま
し

た
。

達
成

終
了

■
継

続
・
拡

充

□
一

部
見

直
し

□

達
成

終
了

■
継

続
・
拡

充

□
一

部
見

直
し

成
果

指
標

に
近

づ
く

た
め

の
主

な
取

組
①

主
な

取
組

①
に

係
る

具
体

的
な

取
組

指
標

※
誰

が
、
何

を
、
ど

れ
く

ら
い

の
頻

度
で

取
組

指
標

に
対

す
る

取
組

の
状

況
事

業
目

的
達

成
に

向
け

て
設

定
し

た
成

果
指

標
の

達
成

度
等

（
ア

ウ
ト

カ
ム

評
価

）
主

な
取

組
①

今
後

の
展

開

事
業

目
的

別
府

市
教

育
委

員
会

は
、
教

職
員

一
人

ひ
と

り
が

、
部

落
差

別
を

は
じ

め
と

す
る

あ
ら

ゆ
る

人
権

問
題

に
関

す
る

理
解

を
深

め
、
園

児
児

童
生

徒
の

発
達

段
階

に
応

じ
た

部
落

問
題

学
習

※
を

実
施

で
き

る
よ

う
支

援
し

ま
す

。
※

部
落

問
題

学
習

と
は

、
部

落
差

別
の

問
題

を
直

接
扱

う
学

習
及

び
、
部

落
差

別
の

問
題

を
直

接
扱

わ
ず

ほ
か

の
個

別
人

権
課

題
を

教
材

と
し

て
扱

う
学

習
に

お
い

て
も

、
被

差
別

の
立

場
に

置
か

れ
た

人
の

気
持

ち
を

考
え

る
こ

と
を

通
じ

て
、
自

分
自

身
の

生
活

を
振

り
返

り
、
差

別
を

許
さ

な
い

気
持

ち
を

持
ち

、
差

別
を

な
く

し
て

い
こ

う
と

行
動

す
る

こ
と

が
で

き
る

力
を

は
ぐ

く
む

こ
と

を
目

的
と

し
た

学
習

を
い

う
。

事
業

目
的

達
成

に
向

け
て

、
今

年
度

は
ど

の
よ

う
な

姿
（
成

果
）
を

め
ざ

す
か

。
成

果
指

標
（
ア

ウ
ト

カ
ム

）

成
果

指
標

①
…

校
内

・
校

外
及

び
人

権
教

育
研

修
で

学
ん

だ
こ

と
を

授
業

や
指

導
で

活
用

し
て

い
る

と
回

答
す

る
教

員
の

割
合

１
０

０
％

成
果

指
標

②
…

児
童

生
徒

の
記

憶
に

残
る

人
権

学
習

の
実

施
割

合
１
０

０
％

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 ＜
 P

L
A

N
 ＞

 <
 D

O
 >

＜
　

C
H

E
C

K
　

＞

「
学

び
、
育

つ
」
こ

と
を

重
視

し
た

教
育

主
管

課
共

生
社

会
実

現
・
部

落
差

別
解

消
推

進
課

施
　

策
3

安
全

で
安

心
し

て
過

ご
す

こ
と

の
で

き
る

学
校

づ
く

り
関

係
課

学
校

教
育

課
事

　
業

(5
)

学
校

に
お

け
る

人
権

教
育

の
推

進
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「
学

び
、
育

つ
」
こ

と
を

重
視

し
た

教
育

主
管

課
学

校
教

育
課

施
　

策
4

子
ど

も
と

向
き

合
う

時
間

を
確

保
す

る
取

組
の

推
進

関
係

課
事

　
業

(1
)

教
職

員
の

業
務

改
善

の
推

進

事
業

目
的

①
別

府
市

教
育

委
員

会
は

、
学

校
関

係
者

と
の

意
見

交
換

会
を

開
催

し
業

務
改

善
に

向
け

た
課

題
を

明
確

に
す

る
と

と
も

に
、
校

長
所

長
会

議
等

を
介

し
、
課

題
及

び
取

組
と

そ
の

進
捗

状
況

を
共

有
し

て
い

く
と

と
も

に
、
各

学
校

で
の

取
組

の
推

進
を

啓
発

す
る

こ
と

で
、
別

府
市

立
学

校
業

務
改

善
計

画
第

２
期

の
達

成
を

目
指

し
ま

す
。

②
別

府
市

教
育

委
員

会
は

、
部

活
動

指
導

員
を

効
果

的
に

配
置

し
、
市

内
各

中
学

校
に

お
け

る
部

活
動

の
活

性
化

や
質

的
向

上
を

目
指

す
と

と
も

に
、
多

忙
化

・
複

雑
化

す
る

学
校

現
場

で
の

教
員

の
負

担
軽

減
を

図
り

ま
す

。

事
業

目
的

達
成

に
向

け
て

、
今

年
度

は
ど

の
よ

う
な

姿
（
成

果
）
を

め
ざ

す
か

。
成

果
指

標
（
ア

ウ
ト

カ
ム

）

成
果

指
標

①
…

１
か

月
の

時
間

外
在

校
等

時
間

８
０

時
間

超
過

の
教

職
員

の
割

合
0

％

成
果

指
標

②
…

指
導

員
が

配
置

さ
れ

た
当

該
部

活
動

の
顧

問
教

諭
が

部
活

動
指

導
に

携
わ

る
時

間
の

削
減

率
４

０
%

以
上

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 ＜
 P

L
A

N
 ＞

 <
 D

O
 >

＜
　

C
H

E
C

K
　

＞

成
果

指
標

に
近

づ
く

た
め

の
主

な
取

組
①

主
な

取
組

①
に

係
る

具
体

的
な

取
組

指
標

※
誰

が
、
何

を
、
ど

れ
く

ら
い

の
頻

度
で

取
組

指
標

に
対

す
る

取
組

の
状

況
事

業
目

的
達

成
に

向
け

て
設

定
し

た
成

果
指

標
の

達
成

度
等

（
ア

ウ
ト

カ
ム

評
価

）
主

な
取

組
①

今
後

の
展

開

別
府

市
教

育
委

員
会

は
、
部

活
動

指
導

員
を

中
学

校
に

1
2

名
、
配

置
民

間
企

業
委

託
に

よ
る

部
活

動
指

導
を

行
う

地
域

指
導

員
を

1
1
名

を
配

置
し

ま
す

。
ま

た
、
部

活
動

の
地

域
移

行
に

向
け

た
関

係
者

と
の

協
議

を
年

1
回

以
上

行
い

ま
す

。

・
部

活
動

指
導

員
を

1
2

名
、
地

域
指

導
員

を
1
1
名

配
置

す
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た

。
・
地

域
移

行
に

向
け

て
、
ク

ラ
ブ

の
指

導
者

や
地

域
ク

ラ
ブ

設
立

希
望

者
、
株

式
会

社
リ

ー
フ

ラ
ス

と
各

1
回

協
議

を
行

い
ま

し
た

。

達
成

終
了

■
継

続
・
拡

充

□
一

部
見

直
し

□

達
成

終
了

■
継

続
・
拡

充

□
一

部
見

直
し

□

大
幅

見
直

し

成
果

指
標

に
近

づ
く

た
め

の
主

な
取

組
②

主
な

取
組

②
に

係
る

具
体

的
な

取
組

指
標

※
誰

が
、
何

を
、
ど

れ
く

ら
い

の
頻

度
で

取
組

指
標

に
対

す
る

取
組

の
状

況
主

な
取

組
②

今
後

の
展

開

別
府

市
立

学
校

業
務

改
善

計
画

に
基

づ
く

取
組

の
推

進
と

、
意

見
交

換
会

の
実

施
及

び
意

見
に

基
づ

く
取

組
の

具
現

化

別
府

市
教

育
委

員
会

は
、
学

校
業

務
改

善
計

画
に

係
る

学
校

関
係

者
と

の
意

見
交

換
会

を
年

2
回

開
催

し
ま

す
。

・
７

月
に

第
１
回

を
実

施
、
2

月
に

第
２

回
を

予
定

し
て

い
ま

す
。

〈
分

析
〉

成
果

指
標

①
に

つ
い

て
○

１
か

月
の

時
間

外
在

校
時

間
が

８
０

時
間

を
超

過
し

た
教

職
員

の
割

合
が

、
現

時
点

で
１
．
４

％
で

し
た

。
・
教

職
員

の
不

足
に

よ
り

担
当

業
務

が
増

え
た

り
、
教

頭
の

業
務

内
容

が
多

か
っ

た
り

し
、
時

間
外

在
校

時
間

が
増

え
た

学
校

も
あ

り
ま

し
た

。
・
学

校
行

事
や

公
開

研
究

発
表

会
に

向
け

て
の

準
備

、
緊

急
の

生
徒

指
導

案
件

へ
の

対
応

等
に

よ
り

時
間

外
在

校
時

間
が

増
え

る
月

も
あ

り
ま

し
た

。
・
意

見
交

換
会

で
出

さ
れ

た
意

見
に

つ
い

て
は

、
校

長
・
所

長
会

議
で

示
し

、
そ

の
中

で
も

文
書

関
係

、
調

査
・
ア

ン
ケ

ー
ト

、
作

品
募

集
等

、
多

く
出

さ
れ

た
意

見
に

つ
い

て
は

、
そ

の
内

容
や

量
に

つ
い

て
精

選
、
見

直
し

を
図

り
、
教

育
委

員
会

内
対

応
事

項
と

し
て

共
有

し
ま

し
た

。
・
ス

ク
ー

ル
サ

ポ
ー

ト
ス

タ
ッ

フ
を

１
９

名
配

置
し

、
教

職
員

の
負

担
軽

減
を

図
り

ま
し

た
。

・
今

後
と

も
別

府
市

立
学

校
業

務
改

善
計

画
に

基
づ

き
、
目

標
の

０
％

に
近

づ
け

る
よ

う
取

組
を

進
め

て
い

き
ま

す
。

　 成
果

指
標

②
に

つ
い

て
○

指
導

員
が

配
置

さ
れ

た
当

該
部

活
動

の
顧

問
教

諭
に

お
け

る
部

活
動

指
導

に
携

わ
る

時
間

の
削

減
率

は
6

4
％

で
し

た
。
（
部

活
動

指
導

員
配

置
部

5
9

％
、
地

域
指

導
員

配
置

部
6

7
％

）
・
設

定
し

た
指

標
を

上
回

り
高

い
達

成
率

と
な

り
ま

し
た

。
今

後
も

、
部

活
動

指
導

員
、
地

域
指

導
員

の
活

用
を

周
知

し
徹

底
を

図
る

こ
と

で
、
削

減
率

1
0

0
％

を
目

指
し

、
多

忙
化

・
複

雑
化

す
る

学
校

現
場

で
の

教
員

の
負

担
軽

減
を

図
っ

て
い

き
ま

す
。

　 〈
成

果
指

標
に

対
す

る
自

己
評

価
と

そ
の

理
由

〉
　

　
　
Ｂ

・
成

果
指

標
で

示
し

た
数

値
目

標
に

達
し

て
い

な
い

も
の

が
あ

る
こ

と
か

ら
、
評

価
を

「
B

」
と

し
ま

し
た

。

□

外
部

人
材

を
活

用
し

た
部

活
動

指
導

事
業

目
的

達
成

に
向

け
た

改
善

策
等

・
別

府
市

立
学

校
業

務
改

善
計

画
第

3
期

策
定

に
向

け
、
第

2
期

の
総

括
を

し
ま

す
。
教

職
員

の
長

時
間

勤
務

の
さ

ら
な

る
是

正
に

向
け

、
時

間
外

在
校

時
間

が
多

く
な

る
月

が
な

い
よ

う
、
業

務
内

容
の

削
減

や
教

育
課

程
・
学

校
行

事
の

見
直

し
を

行
う

な
ど

、
今

年
度

ま
で

の
課

題
解

消
を

意
識

し
た

取
組

の
構

想
を

練
り

ま
す

。
・
部

活
動

指
導

に
係

る
教

員
の

負
担

軽
減

を
図

る
た

め
に

、
予

算
の

拡
充

を
図

り
、
外

部
か

ら
の

部
活

動
（
地

域
）
指

導
員

の
増

員
を

行
っ

て
い

き
ま

す
。

・
部

活
動

の
地

域
移

行
に

向
け

た
検

討
委

員
会

を
設

立
し

、
令

和
1
3

年
度

末
に

向
け

た
部

活
動

の
地

域
展

開
の

ロ
ー

ド
マ

ッ
プ

に
つ

い
て

検
討

す
る

と
と

も
に

、
地

域
ク

ラ
ブ

の
設

立
に

向
け

、
関

係
者

・
関

係
団

体
等

と
の

協
議

を
進

め
て

い
き

ま
す

。

〈
R

6
年

度
〉

大
幅

見
直

し

□
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事
業

目
的

達
成

に
向

け
た

改
善

策
等

学
校

運
営

協
議

会
が

「
社

会
に

開
か

れ
た

教
育

課
程

」
の

実
現

や
学

校
の

課
題

解
決

の
た

め
の

熟
議

の
場

と
な

り
、
「
地

域
と

協
働

し
た

取
組

が
十

分
に

で
き

た
」
と

回
答

で
き

る
よ

う
、
指

導
主

事
・
社

会
教

育
主

事
に

よ
る

中
学

校
区

連
絡

会
及

び
学

校
運

営
協

議
会

へ
の

参
加

を
継

続
し

、
好

事
例

の
紹

介
や

助
言

等
を

行
っ

て
い

く
必

要
が

あ
り

ま
す

。

〈
R

6
年

度
〉

□
一

部
見

直
し

□

大
幅

見
直

し

指
導

主
事

・
社

会
教

育
主

事
が

、
学

校
運

営
協

議
会

や
中

学
校

区
連

絡
会

に
参

加
し

、
助

言
や

好
事

例
の

紹
介

等
を

行
い

ま
し

た
。

〈
分

析
〉

成
果

指
標

①
に

つ
い

て
○

「
学

校
評

価
の

４
点

セ
ッ

ト
」
の

地
域

に
関

す
る

項
目

の
評

価
か

ら
「
地

域
と

協
働

し
た

取
組

が
十

分
に

で
き

た
」
学

校
運

営
協

議
会

の
割

合
は

９
０

％
で

し
た

。
「
学

校
評

価
の

４
点

セ
ッ

ト
」
と

は
、
学

校
の

教
育

目
標

の
達

成
や

学
校

教
育

課
題

の
解

決
に

向
け

て
、
重

点
目

標
、
達

成
指

標
、
重

点
的

取
組

、
取

組
指

標
の

４
要

素
で

構
成

さ
れ

て
い

る
目

標
達

成
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
ツ

ー
ル

で
す

。
学

校
運

営
協

議
会

で
は

、
こ

の
４

点
セ

ッ
ト

に
よ

り
、
目

標
の

修
正

、
取

組
の

検
証

等
が

熟
議

さ
れ

て
い

ま
す

。
・
学

校
運

営
協

議
会

（
年

６
回

程
度

）
や

中
学

校
区

連
絡

会
（
年

２
回

）
を

計
画

的
に

開
催

し
、
「
学

校
評

価
の

４
点

セ
ッ

ト
」
と

学
校

運
営

協
議

会
を

連
動

さ
せ

、
そ

こ
で

協
議

や
熟

議
を

行
う

こ
と

で
、
各

学
校

の
教

育
課

題
に

応
じ

た
地

域
と

の
協

働
を

推
進

し
て

い
ま

す
。
達

成
度

は
１
０

０
％

に
は

な
り

ま
せ

ん
で

し
た

が
、
学

校
や

地
域

が
当

事
者

意
識

を
も

っ
て

主
体

的
に

取
り

組
む

等
、
取

組
の

質
の

向
上

を
め

ざ
し

、
各

学
校

独
自

の
創

意
・
工

夫
を

図
っ

て
い

る
過

程
に

あ
り

ま
す

。
・
指

導
主

事
・
社

会
教

育
主

事
が

各
学

校
の

学
校

運
営

協
議

会
や

中
学

校
区

連
絡

会
に

参
加

し
、
学

校
の

教
育

目
標

の
達

成
や

学
校

教
育

課
題

の
解

決
に

向
け

た
取

組
等

の
助

言
や

好
事

例
の

紹
介

を
行

う
こ

と
は

、
地

域
と

協
働

し
た

取
組

の
推

進
の

一
助

と
な

っ
て

い
ま

す
。

〈
成

果
指

標
に

対
す

る
自

己
評

価
と

そ
の

理
由

〉
　
B

・
各

学
校

の
地

域
と

協
働

し
た

取
組

の
実

施
状

況
に

つ
い

て
、
「
学

校
評

価
の

４
点

セ
ッ

ト
」
の

地
域

に
関

す
る

評
価

（
S

・
A

・
B

・
C

）
に

つ
い

て
、
目

標
値

を
S

・
A

の
８

０
％

以
上

を
「
十

分
に

で
き

た
」
と

し
た

と
き

、
２

校
が

８
０

％
未

満
で

あ
っ

た
こ

と
か

ら
、
達

成
度

が
９

０
％

と
な

り
評

価
を

「
B

」
と

し
ま

し
た

。
４

点
セ

ッ
ト

と
学

校
運

営
協

議
会

を
連

動
さ

せ
、
そ

こ
で

の
協

議
や

熟
議

を
も

と
に

地
域

と
協

働
し

た
取

組
が

さ
ら

に
充

実
す

る
よ

う
、
継

続
・
拡

充
が

必
要

と
考

え
ま

す
。

※
学

校
運

営
協

議
会

は
、
地

域
住

民
、
保

護
者

、
学

識
経

験
者

、
行

政
職

員
等

で
構

成
さ

れ
た

委
員

が
、
一

定
の

権
限

と
責

任
を

持
っ

て
、
学

校
の

運
営

と
そ

の
た

め
に

必
要

な
支

援
に

つ
い

て
協

議
す

る
会

議
の

こ
と

で
す

。

□

取
組

指
標

に
対

す
る

取
組

の
状

況
事

業
目

的
達

成
に

向
け

て
設

定
し

た
成

果
指

標
の

達
成

度
等

（
ア

ウ
ト

カ
ム

評
価

）
主

な
取

組
①

今
後

の
展

開

達
成

終
了

■
継

続
・
拡

充

事
業

目
的

達
成

に
向

け
て

、
今

年
度

は
ど

の
よ

う
な

姿
（
成

果
）
を

め
ざ

す
か

。
成

果
指

標
（
ア

ウ
ト

カ
ム

）
成

果
指

標
①

…
「
地

域
と

協
働

し
た

取
組

が
十

分
に

で
き

た
」
と

回
答

し
た

学
校

運
営

協
議

会
の

割
合

１
０

０
％

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 ＜
 P

L
A

N
 ＞

 <
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O
 >

＜
　

C
H

E
C

K
　

＞

別
府

市
教

育
委

員
会

は
、
学

校
運

営
協

議
会

が
「
社

会
に

開
か

れ
た

教
育

課
程

」
の

実
現

や
学

校
の

課
題

解
決

の
た

め
の

熟
議

の
場

と
な

る
よ

う
に

助
言

等
を

行
い

、
学

校
と

地
域

住
民

が
力

を
合

わ
せ

て
学

校
運

営
に

取
り

組
ん

で
い

け
る

よ
う

支
援

し
ま

す
。

主
管

課
学

校
教

育
課

施
　
策

関
係

課
社

会
教

育
課

事
　
業

地
域

に
学

び
、
地

域
で

育
み

、
地

域
を

創
る

教
育

地
域

社
会

と
学

校
の

連
携

・
協

働
の

推
進

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

・
ス

ク
ー

ル
の

推
進

(1
)

1

指
導

主
事

・
社

会
教

育
主

事
に

よ
る

学
校

運
営

協
議

会
や

中
学

校
区

連
絡

会
（
関

係
小

中
学

校
の

学
校

運
営

協
議

会
委

員
で

構
成

）
へ

の
参

加
と

指
導

助
言

別
府

市
教

育
委

員
会

の
指

導
主

事
・
社

会
教

育
主

事
が

、
学

校
運

営
協

議
会

（
年

６
回

程
度

開
催

）
や

中
学

校
区

連
絡

会
（
年

2
回

開
催

）
に

参
加

し
、
啓

発
方

法
に

つ
い

て
の

助
言

や
取

組
及

び
取

組
指

標
の

見
直

し
、
好

事
例

の
紹

介
等

を
行

う
こ

と
で

、
地

域
と

協
働

し
た

取
組

の
推

進
を

図
り

ま
す

。

事
業

目
的

成
果

指
標

に
近

づ
く

た
め

の
主

な
取

組
①

主
な

取
組

①
に

係
る

具
体

的
な

取
組

指
標

※
誰

が
、
何

を
、
ど

れ
く

ら
い

の
頻

度
で

16



基
本

方
針

２
（
教

育
大

綱
　

柱
２

）

子
ど

も
た

ち
の

補
充

学
習

の
機

会
を

提
供

（
放

課
後

ト
ラ

イ
）

〇
参

加
者

（
児

童
・
生

徒
）
実

数
４

０
０

人
、
参

加
者

（
地

域
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
）
実

数
１
０

０
人

を
目

指
し

ま
す

。
・
学

習
内

容
等

の
魅

力
化

を
図

り
ま

す
。

・
実

施
形

態
・
運

営
方

法
等

、
現

在
の

ニ
ー

ズ
に

あ
っ

た
も

の
へ

の
変

更
実

施
を

促
し

ま
す

。

参
加

者
（
児

童
・
生

徒
）
実

数
２

８
０

人
、
参

加
者

（
地

域
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
）

実
数

９
０

人
で

し
た

。

□
達

成
終

了

□
継

続
・
拡

充

■
一

部
見

直
し

□
大

幅
見

直
し

〇
学

校
支

援
に

参
画

す
る

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

登
録

者
数

３
０

０
人

を
目

指
し

ま
す

。
・
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
の

魅
力

を
広

報
し

、
登

録
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
数

を
増

や
す

た
め

、
広

く
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
を

募
集

し
ま

す
。

・
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
登

録
新

シ
ス

テ
ム

に
よ

り
、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
登

録
者

の
市

内
一

元
化

を
図

り
、

こ
れ

ま
で

以
上

に
、
学

校
の

ニ
ー

ズ
に

応
え

ら
れ

る
よ

う
に

努
め

ま
す

。
・
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
対

象
の

研
修

会
及

び
本

事
業

関
係

者
対

象
の

研
修

会
を

実
施

し
ま

す
。

・
地

域
教

育
担

当
者

会
議

の
開

催
（
２

回
）
に

よ
り

、
連

携
・
協

働
の

強
化

を
図

り
ま

す
。

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

登
録

者
数

は
３

１
８

名
で

（
R

7
.１

月
現

在
）
３

０
０

人
を

超
え

ま
し

た
。

□
達

成
終

了

■
継

続
・
拡

充

□
一

部
見

直
し

□

大
幅

見
直

し

成
果

指
標

に
近

づ
く

た
め

の
主

な
取

組
②

主
な

取
組

②
に

係
る

具
体

的
な

取
組

指
標

※
誰

が
、
何

を
、
ど

れ
く

ら
い

の
頻

度
で

取
組

指
標

に
対

す
る

取
組

の
状

況
主

な
取

組
②

今
後

の
展

開

中
学

校
区

に
統

括
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
を

配
置

、
地

域
学

校
協

働
活

動
推

進
員

を
委

嘱
し

、
学

校
と

地
域

の
つ

な
が

り
を

よ
り

密
に

す
る

（
教

育
魅

力
化

事
業

）

別
府

市
教

育
委

員
会

は
、
中

部
中

学
校

区
に

統
括

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

を
１
名

配
置

し
、
各

中
学

校
区

（
７

校
区

）
に

地
域

学
校

協
働

活
動

推
進

員
を

１
名

ず
つ

委
嘱

し
ま

す
。

統
括

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

を
1
名

配
置

、
地

域
学

校
協

働
活

動
推

進
員

を
６

名
委

嘱
し

ま
し

た
。

〈
分

析
〉

〇
地

域
み

ん
な

で
子

ど
も

を
育

て
る

※
体

制
７

０
％

整
っ

て
い

る
状

態
の

公
民

館
(※

）
は

、
昨

年
度

０
で

し
た

が
、
今

年
度

は
１
増

え
、
そ

の
よ

う
に

回
答

す
る

公
民

館
は

1
6

%
（
１
/
６

）
と

な
り

ま
し

た
。
　

　
【
各

質
問

に
お

い
て

「
整

っ
て

い
る

」
と

回
答

し
た

館
数

①
1
/
６

館
　

②
５

/
６

館
　

③
０

/
６

館
　

④
１
/
６

館
　

⑤
１
/
６

館
　

⑥
１
/
６

館
　

⑦
３

/
6

館
　

⑧
１
/
６

館
　

⑨
４

/
６

館
　

⑩
0

/
６

館
】
　

【
各

館
に

お
い

て
の

達
成

率
　

A
館

0
%

　
B

館
3

0
%

　
C

館
1
0

%
　

D
館

1
0

%
　

E
館

7
0

％
　

F
館

2
0

%
】

・
1
6

%
に

留
ま

っ
た

理
由

と
し

て
は

、
本

事
業

の
目

的
を

達
成

す
る

た
め

に
、
委

嘱
し

た
地

域
学

校
協

働
活

動
推

進
員

と
の

連
携

・
協

働
を

図
る

た
め

の
準

備
が

不
十

分
で

あ
っ

た
り

、
公

民
館

の
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
担

当
の

研
修

や
会

議
等

で
事

業
推

進
の

た
め

の
情

報
が

伝
わ

っ
て

い
な

い
こ

と
が

考
え

ら
ま

す
。

・
登

録
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
数

を
増

や
す

た
め

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
登

録
新

シ
ス

テ
ム

を
取

り
入

れ
、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
登

録
者

の
市

内
一

元
化

を
図

り
、
ま

た
、
新

た
に

広
報

チ
ラ

シ
を

作
成

し
、
公

民
館

や
地

域
学

校
協

働
活

動
推

進
員

と
協

力
し

、
広

く
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
を

再
募

集
し

ま
し

た
。
そ

の
こ

と
に

よ
り

、
昨

年
度

は
2

2
8

人
の

登
録

で
し

た
が

、
今

年
度

は
3

1
8

人
と

増
加

し
ま

し
た

。
し

か
し

、
公

民
館

が
学

校
ニ

ー
ズ

に
合

わ
せ

て
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
シ

ス
テ

ム
の

効
果

的
な

運
用

に
繋

げ
ら

れ
て

い
な

い
現

状
が

あ
り

ま
す

の
で

、
来

年
度

、
研

修
等

に
よ

り
活

用
率

を
あ

げ
て

い
く

取
り

組
み

も
必

要
と

考
え

て
い

ま
す

。
・
補

充
学

習
の

参
加

者
実

数
に

つ
い

て
は

、
取

組
指

標
に

達
し

て
い

ま
せ

ん
。
市

内
6

6
3

7
人

の
児

童
生

徒
の

う
ち

、
よ

り
多

く
の

必
要

な
子

ど
も

た
ち

に
場

の
提

供
が

で
き

る
よ

う
に

、
実

施
形

態
や

運
営

方
法

等
の

見
直

し
が

必
要

と
考

え
て

い
ま

す
。

・
子

ど
も

の
様

々
な

活
動

の
機

会
の

参
加

者
実

数
に

つ
い

て
は

、
取

組
指

標
に

達
し

て
い

ま
せ

ん
。
市

内
6

6
3

7
人

の
児

童
生

徒
の

う
ち

、
よ

り
多

く
の

必
要

な
子

ど
も

た
ち

に
場

の
提

供
が

で
き

る
よ

う
に

、
実

施
形

態
や

運
営

方
法

等
の

見
直

し
が

必
要

と
考

え
て

い
ま

す
。

・
べ

っ
ぷ

子
育

て
L
a
b
o
数

は
、
昨

年
度

の
数

４
よ

り
1
増

加
し

ま
し

た
が

、
取

組
指

標
に

達
し

ま
せ

ん
で

し
た

。
し

か
し

、
今

年
度

、
新

規
に

開
催

さ
れ

た
べ

っ
ぷ

子
育

て
L
a
b
o
は

、
「
不

登
校

」
を

テ
ー

マ
に

お
し

ゃ
べ

り
を

す
る

も
の

で
、
当

事
者

の
参

加
は

毎
回

1
0

名
程

度
で

、
参

加
者

に
と

っ
て

た
い

へ
ん

有
意

義
な

も
の

と
な

り
ま

し
た

。

■

大
幅

見
直

し

成
果

指
標

に
近

づ
く

た
め

の
主

な
取

組
③

主
な

取
組

③
に

係
る

具
体

的
な

取
組

指
標

※
誰

が
、
何

を
、
ど

れ
く

ら
い

の
頻

度
で

取
組

指
標

に
対

す
る

取
組

の
状

況
主

な
取

組
③

今
後

の
展

開

主
に

学
校

に
お

け
る

教
育

活
動

（
学

校
が

所
管

す
る

活
動

）
に

、
地

域
住

民
の

参
画

を
促

す
（
学

校
に

お
け

る
地

域
学

校
協

働
活

動
）

達
成

終
了

□
継

続
・
拡

充

□
一

部
見

直
し

□

成
果

指
標

に
近

づ
く

た
め

の
主

な
取

組
①

主
な

取
組

①
に

係
る

具
体

的
な

取
組

指
標

※
誰

が
、
何

を
、
ど

れ
く

ら
い

の
頻

度
で

取
組

指
標

に
対

す
る

取
組

の
状

況
事

業
目

的
達

成
に

向
け

て
設

定
し

た
成

果
指

標
の

達
成

度
等

（
ア

ウ
ト

カ
ム

評
価

）
主

な
取

組
①

今
後

の
展

開

事
業

目
的

別
府

市
教

育
委

員
会

は
、
「
育

て
別

府
っ

子
！

地
域

の
力

で
」
を

合
言

葉
に

、
地

域
の

大
人

が
子

ど
も

た
ち

と
関

わ
り

を
持

つ
こ

と
に

よ
っ

て
交

流
を

深
め

、
地

域
の

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

を
活

性
化

し
、
地

域
み

ん
な

で
子

ど
も

を
育

て
る

地
域

社
会

の
形

成
を

図
り

ま
す

。

事
業

目
的

達
成

に
向

け
て

、
今

年
度

は
ど

の
よ

う
な

姿
（
成

果
）
を

め
ざ

す
か

。
成

果
指

標
（
ア

ウ
ト

カ
ム

）

　
地

域
み

ん
な

で
子

ど
も

を
育

て
る

※
体

制
７

０
％

整
っ

て
い

る
状

態
の

公
民

館
増

　
成

果
指

標
は

、
そ

の
よ

う
に

回
答

す
る

公
民

館
１
０

０
%

　
取

組
①

～
⑤

が
活

性
的

に
推

進
さ

れ
る

た
め

の
基

盤
づ

く
り

が
で

き
て

い
る

か
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＜
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＞

〈
R

6
年

度
〉

地
域

で
学

び
、
地

域
で

育
み

、
地

域
を

創
る

教
育

主
管

課
社

会
教

育
課

施
　

策
1

地
域

社
会

と
学

校
の

連
携

・
協

働
の

推
進

関
係

課
学

校
教

育
課

事
　

業
(2

)
地

域
教

育
力

の
活

性
化

※
体
制
７
０
%
整
っ
て
い
る
状
態
…
以
下
１
０
項
目
の
う
ち
７
項
目
ク
リ
ア
し
て
い
る
こ
と
①
学
校
運
営
協
議
会
（
学
校
設
置
）
と
地
域
学
校

協
働
本
部
（
公
⺠
館
に
位
置
付
け
）
が
連
携
（
情
報
共
有
や
協
働
事
業
の
実
施
等
）
を
し
て
い
る
②
公
⺠
館
の
職
員
が
学
校
運
営
協
議
会
に

参
加
し
て
い
る
③
べ
っ
ぷ
⼦
育
て
Ｌ
ａ
ｂ
ｏ
（
家
庭
教
育
⽀
援
・
公
⺠
館
）
や
⼦
育
て
応
援
講
座
（
社
会
教
育
課
）
の
家
庭
教
育
に
関
す
る

事
業
と
家
庭
を
繋
い
で
い
る
④
他
校
（
高
校
や
大
学
等
含
む
）
と
連
携
し
て
い
る
⑤
⻘
少
年
育
成
協
議
会
市
⺠
会
議
と
の
連
携
し
て
い
る

⑥
社
会
教
育
関
係
団
体
（
⼦
ど
も
会
・
P
T
A
・
婦
人
会
な
ど
）
と
連
携
し
て
い
る
⑦
自
治
会
や
ひ
と
ま
も
り
ま
ち
ま
も
り
協
議
会
等
と
連
携
し

て
い
る
⑧
⑤
⑥
⑦
以
外
の
地
域
で
活
動
す
る
団
体
等
と
の
連
携
⑨
地
域
社
会
と
学
校
の
連
携
・
協
働
の
推
進
の
た
め
の
研
修
会
に
参
加

し
た
⑩
地
域
社
会
と
学
校
の
連
携
・
協
働
の
推
進
の
た
め
の
研
修
会
を
開
催
し
た
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＜
 A
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□
達

成
終

了

□
継

続
・
拡

充

■
一

部
見

直
し

成
果

指
標

に
近

づ
く

た
め

の
主

な
取

組
⑤

主
な

取
組

⑤
に

係
る

具
体

的
な

取
組

指
標

※
誰

が
、
何

を
、
ど

れ
く

ら
い

の
頻

度
で

取
組

指
標

に
対

す
る

取
組

の
状

況

地
域

住
民

の
参

画
を

促
し

、
家

庭
教

育
に

関
す

る
学

習
機

会
の

提
供

や
保

護
者

へ
の

相
談

対
応

、
情

報
提

供
等

を
行

う
家

庭
教

育
支

援
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
組

織
（
べ

っ
ぷ

子
育

て
L
a
b
o
）

□主
な

取
組

⑤
今

後
の

展
開

達
成

終
了

■
継

続
・
拡

充

□
一

部
見

直
し

事
業

目
的

達
成

に
向

け
た

改
善

策
等

〈
成

果
指

標
に

対
す

る
自

己
評

価
と

そ
の

理
由

〉
　

　
Ｃ

　 ・
成

果
指

標
に

示
し

た
姿

に
は

達
し

て
い

な
い

こ
と

か
ら

、
評

価
を

「
C

」
と

し
ま

し
た

。
地

域
み

ん
な

で
子

ど
も

を
育

て
る

地
域

社
会

の
形

成
の

必
要

性
か

ら
、
本

事
業

は
継

続
し

て
い

き
ま

す
が

、
よ

り
効

果
的

に
推

進
し

て
い

く
た

め
に

各
取

り
組

み
の

見
直

し
が

必
要

と
考

え
ま

す
。

よ
り

効
果

的
に

ス
ピ

ー
デ

ィ
ー

に
、
事

業
推

進
し

て
い

く
た

め
に

、
学

校
（
教

職
員

や
子

ど
も

）
・
家

庭
（
保

護
者

）
・
地

域
（
地

域
住

民
、
公

民
館

等
）
を

つ
な

ぐ
役

割
を

担
い

、
地

域
教

育
に

関
わ

り
た

い
と

考
え

て
い

る
地

域
住

民
を

発
掘

・
養

成
し

、
地

域
教

育
力

の
向

上
に

努
め

る
地

域
教

育
魅

力
化

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

を
各

公
民

館
に

1
名

ず
つ

配
置

し
ま

す
。
ま

た
、
各

中
学

校
区

を
担

当
す

る
地

域
学

校
協

働
活

動
推

進
員

を
委

嘱
し

、
将

来
的

に
は

、
全

小
中

学
校

2
1
校

そ
れ

ぞ
れ

を
担

当
す

る
2

1
名

の
委

嘱
を

目
指

し
ま

す
。
そ

の
こ

と
に

よ
り

、
学

校
・
家

庭
・
地

域
の

連
携

が
よ

り
強

ま
り

、
地

域
の

活
性

化
、
そ

し
て

地
域

み
ん

な
で

子
ど

も
を

育
て

る
地

域
社

会
の

形
成

に
繋

が
る

と
考

え
ま

す
。
ま

た
、
子

ど
も

の
補

充
学

習
や

様
々

な
活

動
の

機
会

の
提

供
に

関
し

て
は

、
実

施
形

態
や

実
施

方
法

の
見

直
し

に
よ

り
、
必

要
と

し
て

い
る

よ
り

多
く

の
子

ど
も

た
ち

に
機

会
を

届
け

る
工

夫
が

必
要

と
考

え
ま

す
。

〇
べ

っ
ぷ

子
育

て
L
a
b
o
数

６
を

目
指

し
ま

す
。

・
本

取
組

み
に

関
し

て
別

府
子

育
て

L
a
b
o
の

関
係

各
所

と
の

連
携

・
協

働
の

強
化

へ
の

取
組

・
み

ん
な

で
べ

っ
ぷ

子
育

て
L
a
b
o
（
市

内
全

体
の

会
）
の

年
間

実
施

３
回

と
内

容
の

充
実

に
よ

り
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
強

化
へ

の
取

組
・
本

取
組

み
の

広
報

べ
っ

ぷ
子

育
て

L
a
b
o
数

５
で

す
。

□
大

幅
見

直
し

成
果

指
標

に
近

づ
く

た
め

の
主

な
取

組
④

主
な

取
組

④
に

係
る

具
体

的
な

取
組

指
標

※
誰

が
、
何

を
、
ど

れ
く

ら
い

の
頻

度
で

取
組

指
標

に
対

す
る

取
組

の
状

況
主

な
取

組
④

今
後

の
展

開

子
ど

も
の

放
課

後
や

休
日

・
長

期
休

業
中

の
安

心
・
安

全
な

居
場

所
づ

く
り

と
様

々
な

生
活

体
験

・
自

然
体

験
活

動
、
交

流
活

動
の

機
会

を
提

供
（
子

ど
も

夢
チ

ャ
レ

ン
ジ

・
子

ど
も

夢
チ

ャ
レ

ン
ジ

特
別

編
・
世

代
間

交
流

）

〇
参

加
者

（
児

童
・
生

徒
）
実

数
４

０
０

人
、
参

加
者

（
地

域
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
）
実

数
４

０
０

人
を

目
指

し
ま

す
。

・
事

業
実

施
時

（
公

民
館

）
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
活

用
増

・
実

施
例

提
示

や
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
研

修
等

に
よ

り
実

施
内

容
の

魅
力

化
・
本

取
組

み
に

関
し

て
学

校
と

の
連

携
強

化
へ

の
取

組
・
本

取
組

み
の

広
報

子
ど

も
の

様
々

な
活

動
の

参
加

者
（
児

童
・
生

徒
）
実

数
は

４
０

０
人

、
参

加
者

（
地

域
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
）
実

数
２

０
０

人
で

し
た

。

□
大

幅
見

直
し
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施
　

策
2

誰
も

が
学

ぶ
こ

と
が

で
き

る
機

会
を

つ
く

り
、
人

と
人

が
つ

な
が

る
社

会
教

育
の

推
進

関
係

課
学

校
教

育
課

事
　

業
(1

)
多

様
な

主
体

の
社

会
教

育
の

推
進

〈
R

6
年

度
〉

地
域

に
学

び
、
地

域
で

育
み

、
地

域
を

創
る

教
育

主
管

課
社

会
教

育
課

事
業

目
的

別
府

市
教

育
委

員
会

は
、
活

力
あ

る
社

会
の

構
築

と
多

様
な

主
体

の
今

日
的

な
課

題
解

決
に

向
け

た
学

習
機

会
を

提
供

し
ま

す
。

事
業

目
的

達
成

に
向

け
て

、
今

年
度

は
ど

の
よ

う
な

姿
（
成

果
）
を

め
ざ

す
か

。
成

果
指

標
（
ア

ウ
ト

カ
ム

）

成
果

指
標

①
…

参
加

者
事

後
ア

ン
ケ

ー
ト

で
『
自

身
や

周
り

の
方

の
家

庭
教

育
に

関
す

る
課

題
の

解
決

に
つ

な
が

る
内

容
で

あ
っ

た
』
『
あ

な
た

自
身

や
周

り
の

方
の

 生
活

や
地

域
課

題
な

ど
の

解
決

に
つ

な
が

る
内

容
で

あ
っ

た
』
と

の
回

答
が

９
０

%
以

上

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 ＜
 P

L
A

N
 ＞

 <
 D

O
 >

＜
　

C
H

E
C

K
　

＞

成
果

指
標

に
近

づ
く

た
め

の
主

な
取

組
①

主
な

取
組

①
に

係
る

具
体

的
な

取
組

指
標

※
誰

が
、
何

を
、
ど

れ
く

ら
い

の
頻

度
で

取
組

指
標

に
対

す
る

取
組

の
状

況
事

業
目

的
達

成
に

向
け

て
設

定
し

た
成

果
指

標
の

達
成

度
等

（
ア

ウ
ト

カ
ム

評
価

）
主

な
取

組
①

今
後

の
展

開

達
成

終
了

□
継

続
・
拡

充

■
一

部
見

直
し

□

大
幅

見
直

し

成
果

指
標

に
近

づ
く

た
め

の
主

な
取

組
②

主
な

取
組

②
に

係
る

具
体

的
な

取
組

指
標

※
誰

が
、
何

を
、
ど

れ
く

ら
い

の
頻

度
で

取
組

指
標

に
対

す
る

取
組

の
状

況
主

な
取

組
②

今
後

の
展

開

講
座

内
容

の
魅

力
化

〇
別

府
市

教
育

委
員

会
は

、
講

座
内

容
の

魅
力

化
を

図
り

、
下

記
の

２
種

講
座

を
実

施
し

ま
す

。
・
子

育
て

世
代

の
保

護
者

や
子

ど
も

た
ち

の
活

動
に

関
わ

る
人

を
対

象
に

、
家

庭
教

育
に

関
わ

る
課

題
解

決
の

た
め

の
学

習
機

会
を

提
供

す
る

「
子

育
て

応
援

講
座

」
年

間
８

講
座

開
催

し
ま

す
。

・
生

活
・
地

域
の

課
題

解
決

に
向

け
た

学
習

機
会

を
提

供
す

る
こ

と
に

よ
り

、
学

び
を

地
域

活
動

に
還

元
し

課
題

解
決

で
き

る
力

を
育

み
、
参

加
者

同
士

の
交

流
を

通
し

て
、
生

き
が

い
を

見
つ

け
活

力
あ

る
地

域
づ

く
り

を
め

ざ
す

「
湯

の
ま

ち
学

び
の

カ
レ

ッ
ジ

」
を

年
間

５
１
講

座
開

催
し

ま
す

。

目
的

達
成

を
目

指
し

た
「
子

育
て

応
援

講
座

」
年

間
8

講
座

、
「
湯

の
ま

ち
学

び
の

カ
レ

ッ
ジ

」
年

間
５

１
講

座
開

催
し

ま
し

た
。

〈
分

析
〉

成
果

指
標

①
に

つ
い

て
〇

子
育

て
応

援
講

座
の

参
加

者
事

後
ア

ン
ケ

ー
ト

で
『
自

身
や

周
り

の
方

の
家

庭
教

育
に

関
す

る
課

題
の

解
決

に
つ

な
が

る
内

容
で

あ
っ

た
』
と

の
回

答
が

９
７

%
、
湯

の
ま

ち
学

び
の

カ
レ

ッ
ジ

の
参

加
者

事
後

ア
ン

ケ
ー

ト
で

『
あ

な
た

自
身

や
周

り
の

方
の

生
活

や
地

域
課

題
な

ど
の

解
決

に
つ

な
が

る
内

容
で

あ
っ

た
』
と

の
回

答
が
９
２

%
と

な
り

ま
し

た
。

・
講

座
の

内
容

や
講

師
選

定
に

つ
い

て
、
選

定
基

準
を

明
確

化
し

、
そ

の
基

準
に

則
っ

た
講

座
開

催
を

徹
底

し
た

こ
と

の
成

果
指

標
へ

の
影

響
は

大
き

い
と

考
え

ま
す

。
・
S

N
S

投
稿

数
は

１
０

０
を

目
標

に
し

て
い

ま
し

た
が

、
６

０
投

稿
と

な
り

達
成

で
き

ま
せ

ん
で

し
た

。
取

り
組

み
を

市
民

に
広

報
す

る
こ

と
は

、
大

変
重

要
で

す
。
効

率
よ

く
効

果
的

に
広

報
し

て
い

く
こ

と
の

で
き

る
S

N
S

の
活

用
を

も
っ

と
活

性
化

さ
せ

て
い

く
工

夫
を

考
え

実
行

し
て

い
く

必
要

が
あ

る
と

考
え

ま
す

。

〈
成

果
指

標
に

対
す

る
自

己
評

価
と

そ
の

理
由

〉
　

　
Ａ

成
果

指
標

で
示

し
た

姿
に

達
し

た
こ

と
か

ら
、
評

価
は

「
A

」
と

し
ま

し
た

。
活

力
あ

る
社

会
の

構
築

と
多

様
な

主
体

の
今

日
的

な
課

題
解

決
に

向
け

た
学

習
機

会
提

供
の

必
要

性
か

ら
、
本

事
業

は
継

続
が

妥
当

と
思

わ
れ

ま
す

が
、
よ

り
多

く
の

市
民

に
学

習
機

会
を

提
供

す
る

た
め

の
取

り
組

み
も

必
要

と
考

え
ま

す
。
そ

こ
で

、
取

組
①

を
「
一

部
見

直
し

」
に

し
ま

し
た

。
ま

た
、
改

善
の

余
地

が
あ

る
と

考
え

、
取

組
②

を
「
一

部
見

直
し

」
に

し
ま

し
た

。

□

大
幅

見
直

し

広
報

の
充

実

〇
S

N
S

投
稿

数
１
０

０
投

稿
数

を
目

指
し

ま
す

。
 ・

講
座

開
催

及
び

実
施

後
の

広
報

に
下

記
の

ツ
ー

ル
を

活
用

し
ま

す
。

　
　

①
S

N
S

を
活

用
し

、
広

報
の

拡
大

を
図

り
ま

す
。

　
　

②
報

道
・
C

T
B

等
の

活
用

に
よ

り
、
広

く
周

知
し

ま
す

。
　

　
③

市
報

・
市

公
式

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

を
活

用
し

ま
す

。

S
N

S
投

稿
数

６
０

（
１
月

末
現

在
）
で

１
０

０
投

稿
数

は
達

成
で

き
ま

せ
ん

で
し

た
。

以
下

を
行

い
ま

し
た

。
・
報

道
に

毎
月

講
座

開
催

の
お

知
ら

せ
・
C

T
B

メ
デ

ィ
ア

に
職

員
出

演
に

よ
る

広
報

・
C

T
B

メ
デ

ィ
ア

に
講

座
や

参
加

者
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
様

子
を

撮
影

放
映

・
市

報
・
公

式
H

P
に

毎
月

開
催

の
お

知
ら

せ
を

掲
載

□
達

成
終

了

□
継

続
・
拡

充

■
一

部
見

直
し

□

事
業

目
的

達
成

に
向

け
た

改
善

策
等

こ
れ

ま
で

に
引

き
続

き
、
講

座
の

内
容

と
講

師
の

選
定

に
関

し
て

は
、
今

後
も

各
公

民
館

の
担

当
職

員
と

の
協

力
に

よ
り

、
選

定
基

準
に

則
り

選
定

を
継

続
し

て
い

く
こ

と
が

た
い

へ
ん

重
要

で
す

。
ま

た
、
湯

の
ま

ち
学

び
の

カ
レ

ッ
ジ

に
関

し
て

は
、
市

民
全

般
を

対
象

と
し

て
い

ま
す

が
、
多

世
代

で
多

様
な

市
民

の
参

加
は

ま
だ

十
分

で
あ

る
と

は
考

え
に

く
い

状
態

で
す

。
開

催
時

間
が

平
日

昼
間

の
時

間
帯

の
み

の
開

催
で

は
参

加
し

に
く

か
っ

た
り

、
開

催
に

関
す

る
情

報
が

行
き

渡
っ

て
い

な
い

と
の

指
摘

も
あ

り
ま

す
。
開

催
時

間
の

見
直

し
や

広
報

の
工

夫
等

で
、
本

事
業

の
魅

力
を

伝
え

て
い

く
こ

と
、
ま

た
、
S

N
S

広
報

に
お

い
て

は
、
効

率
的

に
時

間
を

か
け

ず
投

稿
で

き
る

よ
う

投
稿

の
仕

組
み

等
検

討
が

必
要

と
考

え
ま

す
。
ま

た
、
子

育
て

応
援

講
座

に
関

し
て

は
、
学

習
意

欲
の

高
い

参
加

者
へ

の
学

習
機

会
の

提
供

に
留

ま
っ

て
い

る
状

況
に

あ
り

ま
す

。
学

習
意

欲
を

刺
激

す
る

よ
う

な
広

報
の

工
夫

や
講

座
開

催
会

場
の

拡
充

も
視

野
に

入
れ

、
取

り
組

み
を

進
め

て
い

く
必

要
が

あ
り

ま
す

。

【
選
定
基
準
〜
以
下
３
つ
あ
て
は
ま
る
も
の
を
採
用
】
講
座
の
内
容
及
び
講
師
に
つ
い
て

〇
過
去
に
な
い
初
め
て
の
内
容
・
講
師
起
用
で
あ
る
も
の

〇
昨
年
度
参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
市
⺠
ニ
ー
ズ
を
叶
え
た
も
の

〇
別
府
・
別
府
に
生
き
る
人
の
課
題
解
決
に
繋
が
る
も
の
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基
本

方
針

２
（
教

育
大

綱
　
柱

２
）

＜
 A

C
T

IO
N

 ＞

事
業

目
的

達
成

に
向

け
た

改
善

策
等

・
大

分
県

学
力

定
着

状
況

調
査

の
「
読

書
が

好
き

で
す

か
」
の

項
目

に
肯

定
的

な
回

答
を

し
て

い
る

児
童

生
徒

の
数

値
が

、
身

の
回

り
に

様
々

な
興

味
を

引
く

も
の

が
あ

る
に

も
関

わ
ら

ず
、
下

が
る

こ
と

な
く

同
水

準
で

あ
る

こ
と

か
ら

も
、
子

ど
も

の
読

書
活

動
推

進
計

画
に

基
づ

い
て

、
取

り
組

ん
で

い
る

各
事

業
に

つ
い

て
、
そ

れ
ぞ

れ
に

成
果

が
表

れ
て

い
る

と
考

え
ら

れ
ま

す
。
そ

の
た

め
、
今

年
度

の
事

業
を

継
続

し
つ

つ
、
認

定
子

ど
も

司
書

の
活

動
の

場
を

よ
り

拡
充

し
て

い
く

こ
と

が
必

要
で

あ
る

と
考

え
ま

す
。
子

ど
も

の
読

書
活

動
応

援
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
研

修
会

で
は

、
今

後
も

参
加

者
の

ニ
ー

ズ
に

応
え

ら
れ

る
研

修
会

を
継

続
す

る
こ

と
で

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

に
つ

な
げ

て
い

く
必

要
が

あ
る

と
考

え
ま

す
。

〈
R

6
年

度
〉

■
継

続
・
拡

充

□
一

部
見

直
し

□
大

幅
見

直
し

大
幅

見
直

し

成
果

指
標

に
近

づ
く

た
め

の
主

な
取

組
③

主
な

取
組

③
に

係
る

具
体

的
な

取
組

指
標

※
誰

が
、
何

を
、
ど

れ
く

ら
い

の
頻

度
で

取
組

指
標

に
対

す
る

取
組

の
状

況
主

な
取

組
③

今
後

の
展

開

子
ど

も
の

読
書

活
動

応
援

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
育

成
・
活

動
の

支
援

□

別
府

市
教

育
委

員
会

で
は

、
子

ど
も

の
読

書
活

動
応

援
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
育

成
の

た
め

の
研

修
会

を
年

４
回

実
施

し
ま

す
。

□

大
幅

見
直

し

成
果

指
標

に
近

づ
く

た
め

の
主

な
取

組
②

主
な

取
組

②
に

係
る

具
体

的
な

取
組

指
標

※
誰

が
、
何

を
、
ど

れ
く

ら
い

の
頻

度
で

取
組

指
標

に
対

す
る

取
組

の
状

況
主

な
取

組
②

今
後

の
展

開

自
発

的
に

本
を

読
み

た
い

と
思

う
環

境
の

推
進

こ
れ

ま
で

に
、
認

定
子

ど
も

司
書

に
な

っ
た

人
数

は
、
７

７
人

で
す

。
別

府
市

教
育

委
員

会
は

、
県

立
図

書
館

、
市

立
図

書
館

と
連

携
し

、
「
子

ど
も

司
書

養
成

講
座

」
に

取
り

組
み

、
認

定
子

ど
も

司
書

に
活

動
の

場
を

提
供

す
る

た
め

の
取

り
組

み
を

計
画

・
実

施
し

、
延

べ
１
０

０
人

以
上

の
参

加
を

目
指

し
ま

す
。

・
令

和
６

年
度

は
「
子

ど
も

司
書

養
成

講
座

」
へ

１
６

名
参

加
し

、
１
６

名
全

員
が

子
ど

も
司

書
に

認
定

さ
れ

ま
し

た
。
（
合

計
９

３
名

）
・
認

定
子

ど
も

司
書

の
活

動
の

場
と

し
て

、
年

２
回

小
さ

な
本

屋
さ

ん
の

開
催

、
ビ

ブ
リ

オ
バ

ト
ル

の
募

集
を

行
い

ま
し

た
。
ま

た
、
子

ど
も

読
書

サ
ミ

ッ
ト

に
は

１
６

名
の

参
加

が
あ

り
、
延

２
９

名
の

参
加

に
な

り
ま

し
た

。

〈
分

析
〉

成
果

指
標

①
に

つ
い

て
○

令
和

６
年

４
月

に
大

分
県

が
実

施
し

た
学

力
状

況
調

査
の

回
答

で
は

、
「
読

書
は

好
き

で
す

か
」

の
項

目
に

、
別

府
市

の
小

学
５

年
生

の
６

９
．
２

％
、
中

学
２

年
生

の
６

３
．
５

％
が

肯
定

的
な

回
答

を
し

て
い

ま
す

が
、
成

果
指

標
に

は
届

い
て

い
な

い
状

況
で

す
。

・
子

ど
も

司
書

養
成

講
座

に
参

加
す

る
児

童
の

数
は

毎
年

ほ
ぼ

同
数

で
推

移
し

て
い

ま
す

の
で

、
認

定
子

ど
も

司
書

を
核

に
、
読

書
が

好
き

な
児

童
・
生

徒
を

増
や

し
て

い
き

た
い

と
考

え
て

い
ま

す
。
し

か
し

な
が

ら
、
認

定
子

ど
も

司
書

は
増

え
て

い
っ

て
い

る
に

も
関

わ
ら

ず
、
「
読

書
が

好
き

」
と

回
答

す
る

子
ど

も
の

割
合

が
大

き
く

伸
び

て
い

な
い

の
で

、
継

続
し

た
取

組
が

必
要

と
考

え
ま

す
。

　 成
果

指
標

②
に

つ
い

て
○

１
歳

６
か

月
健

康
診

査
で

絵
本

を
配

布
し

、
そ

の
後

の
絵

本
と

の
関

わ
り

方
を

調
査

す
る

一
年

後
の

２
歳

６
か

月
健

康
診

査
時

に
行

っ
た

ア
ン

ケ
ー

ト
で

は
、
現

時
点

（
１
月

）
で

3
4

/
3

4
で

１
０

０
％

の
方

が
、
「
本

を
読

ん
で

あ
げ

た
い

、
あ

げ
て

い
る

」
と

回
答

さ
れ

て
い

ま
す

。
・
ブ

ッ
ク

ス
タ

ー
ト

事
業

で
は

「
本

を
読

ん
で

あ
げ

た
い

、
あ

げ
て

い
る

」
と

回
答

し
て

い
る

保
護

者
の

割
合

が
１
０

０
％

を
維

持
し

て
お

り
、
「
子

ど
も

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

に
役

立
ち

そ
う

」
と

回
答

し
て

る
方

が
多

数
い

る
こ

と
か

ら
ブ

ッ
ク

ス
タ

ー
ト

事
業

は
継

続
し

て
い

く
べ

き
と

考
え

ま
す

。
　 成

果
指

標
③

に
つ

い
て

○
「
子

ど
も

の
読

書
活

動
応

援
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
研

修
会

」
参

加
者

の
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

で
は

、
7

2
/
7

4
（
9

7
.2

%
）
の

方
に

肯
定

的
な

回
答

を
い

た
だ

き
ま

し
た

。
・
「
子

ど
も

の
読

書
活

動
応

援
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
研

修
会

」
で

は
、
肯

定
的

な
回

答
が

９
７

．
２

％
と

１
０

０
％

は
達

成
で

き
て

い
ま

せ
ん

が
、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

方
た

ち
へ

の
有

益
な

研
修

の
提

供
が

で
き

て
い

る
と

考
え

ま
す

。
継

続
し

て
取

り
組

ん
で

い
く

こ
と

が
重

要
と

考
え

ま
す

。
　 〈
成

果
指

標
に

対
す

る
自

己
評

価
と

そ
の

理
由

〉
　
　
Ｂ

・
ブ

ッ
ク

ス
タ

ー
ト

事
業

と
子

ど
も

読
書

活
動

応
援

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

研
修

会
に

つ
い

て
は

、
概

ね
期

待
通

り
の

成
果

が
出

て
い

る
と

考
え

ま
す

。
読

書
好

き
の

子
ど

も
た

ち
の

増
加

に
つ

い
て

は
、
大

き
な

増
減

が
な

い
の

で
、
引

き
続

き
増

加
に

向
け

た
取

り
組

み
を

行
っ

て
い

く
必

要
が

あ
る

と
考

え
、
総

合
的

に
Ｂ

と
し

ま
し

た
。

□

・
年

４
回

の
「
子

ど
も

の
読

書
活

動
応

援
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
研

修
会

」
を

当
初

の
予

定
通

り
実

施
し

ま
し

た
。

□
達

成
終

了

子
ど

も
た

ち
が

自
発

的
に

本
を

読
み

た
く

な
る

環
境

を
整

え
、
幼

少
期

の
読

書
習

慣
の

形
成

の
た

め
、
1

歳
6

か
月

健
診

対
象

の
保

護
者

に
絵

本
を

手
渡

す
「
ブ

ッ
ク

ス
タ

ー
ト

」
事

業
の

実
施

・
別

府
市

教
育

委
員

会
は

、
関

係
部

署
と

連
携

し
、
１
歳

６
か

月
児

健
康

診
査

（
年

１
２

回
）
に

お
い

て
、
ブ

ッ
ク

ス
タ

ー
ト

事
業

を
実

施
し

ま
す

。
ま

た
、
事

業
を

充
実

さ
せ

る
た

め
、
ブ

ッ
ク

ス
タ

ー
ト

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
研

修
を

実
施

し
ま

す
。

・
全

て
の

対
象

者
に

絵
本

を
配

布
で

き
る

よ
う

に
、
広

報
に

努
め

ま
す

。

・
ブ

ッ
ク

ス
タ

ー
ト

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

に
参

加
を

希
望

さ
れ

る
方

を
対

象
と

し
た

研
修

会
を

行
い

ま
し

た
。

・
１
歳

６
か

月
児

健
康

診
査

に
参

加
さ

れ
た

方
全

員
に

絵
本

を
読

み
聞

か
せ

体
験

と
絵

本
の

贈
呈

を
実

施
し

て
い

ま
す

。
・
C

T
B

や
H

P
、
S

N
S

な
ど

を
活

用
し

、
ブ

ッ
ク

ス
タ

ー
ト

事
業

の
広

報
に

努
め

て
い

ま
す

。

達
成

終
了

■
継

続
・
拡

充

□
一

部
見

直
し

□

達
成

終
了

■
継

続
・
拡

充

□
一

部
見

直
し

成
果

指
標

に
近

づ
く

た
め

の
主

な
取

組
①

主
な

取
組

①
に

係
る

具
体

的
な

取
組

指
標

※
誰

が
、
何

を
、
ど

れ
く

ら
い

の
頻

度
で

取
組

指
標

に
対

す
る

取
組

の
状

況
事

業
目

的
達

成
に

向
け

て
設

定
し

た
成

果
指

標
の

達
成

度
等

（
ア

ウ
ト

カ
ム

評
価

）
主

な
取

組
①

今
後

の
展

開

事
業

目
的

別
府

市
教

育
委

員
会

は
、
子

ど
も

の
読

書
活

動
推

進
計

画
（
第

３
次

）
を

基
に

、
い

つ
で

も
ど

こ
で

も
だ

れ
で

も
本

と
関

わ
り

が
持

て
る

環
境

を
整

備
し

、
子

ど
も

と
本

を
つ

な
ぐ

様
々

な
取

組
を

実
施

す
る

こ
と

で
、
自

発
的

に
本

に
親

し
む

子
ど

も
を

育
み

ま
す

。

事
業

目
的

達
成

に
向

け
て

、
今

年
度

は
ど

の
よ

う
な

姿
（
成

果
）
を

め
ざ

す
か

。
成

果
指

標
（
ア

ウ
ト

カ
ム

）

成
果

指
標

①
…

読
書

が
好

き
な

児
童

生
徒

の
増

加
　

成
果

指
標

は
読

書
が

好
き

と
回

答
す

る
児

童
生

徒
が

小
５

児
童

に
お

い
て

は
７

３
％

以
上

、
中

２
生

徒
に

お
い

て
は

７
０

％
以

上
（
参

考
：
昨

年
度

の
成

果
指

標
　

小
５

児
童

７
３

％
以

上
　

中
２

生
徒

７
０

％
以

上
と

し
て

お
り

、
成

果
指

標
に

近
づ

け
て

い
く

た
め

に
今

年
度

も
同

じ
数

値
を

設
定

し
ま

し
た

）
成

果
指

標
②

…
２

歳
６

か
月

健
康

診
査

時
の

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
で

「
本

を
読

ん
で

あ
げ

た
い

、
あ

げ
て

い
る

」
と

回
答

す
る

対
象

者
の

割
合

１
０

０
％

成
果

指
標

③
…

研
修

で
の

学
び

が
自

身
の

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

や
読

書
活

動
の

推
進

に
活

か
せ

る
と

回
答

す
る

参
加

者
の

割
合

１
０

０
％

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 ＜
 P

L
A

N
 ＞

 <
 D

O
 >

＜
　

C
H

E
C

K
　

＞

地
域

に
学

び
、
地

域
で

育
み

、
地

域
を

創
る

教
育

主
管

課
社

会
教

育
課

施
　
策

2
誰

も
が

学
ぶ

こ
と

が
で

き
る

機
会

を
つ

く
り

、
人

と
人

が
つ

な
が

る
社

会
教

育
の

推
進

関
係

課
健

康
推

進
課

事
　
業

(2
)

子
ど

も
の

読
書

活
動

の
推

進

【
令
和
５
年
度
４
月
実
施
大
分
県
学
力
定
着
状
況
調
査
質
問
読
書
は
好
き
で
す
か
。
】

児
童
（
小
５
）
６
８
．
３
％
生
徒
（
中
２
）
６
５
．
４
％

【
令
和
６
年
度
４
月
実
施
大
分
県
学
力
定
着
状
況
調
査
質
問
読
書
は
好
き
で
す
か
。
】

児
童
（
小
５
）
６
９
．
２
％
生
徒
（
中
２
）
６
３
．
５
％
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事
業

目
的

達
成

に
向

け
た

改
善

策
等

・
今

年
度

設
定

し
た

成
果

指
標

の
達

成
に

は
届

い
て

い
ま

せ
ん

が
、
取

り
組

み
に

は
効

果
が

見
ら

れ
ま

す
の

で
、
今

後
も

こ
れ

ら
取

り
組

み
を

継
続

す
る

中
で

改
善

を
加

え
て

い
き

た
い

と
思

い
ま

す
。
ま

た
、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
や

学
校

通
信

、
学

年
通

信
へ

掲
載

し
た

り
、
成

果
物

を
校

内
に

展
示

・
掲

示
し

た
り

す
る

な
ど

、
取

り
組

み
の

発
信

に
つ

い
て

も
校

長
会

等
を

通
じ

て
呼

び
か

け
を

し
て

い
き

ま
す

。
・
「
湯

け
む

り
歴

史
講

座
」
に

つ
い

て
は

開
催

日
時

（
平

日
夜

間
、
休

日
）
や

開
催

回
数

を
参

加
者

の
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

に
基

づ
き

検
討

し
、
よ

り
多

く
の

市
民

等
が

参
加

・
別

府
の

歴
史

や
文

化
に

対
し

て
の

知
識

が
深

め
ら

れ
る

機
会

を
今

後
も

提
供

し
て

い
き

ま
す

。

〈
R

6
年

度
〉

大
幅

見
直

し

□ □

大
幅

見
直

し

成
果

指
標

に
近

づ
く

た
め

の
主

な
取

組
②

主
な

取
組

②
に

係
る

具
体

的
な

取
組

指
標

※
誰

が
、
何

を
、
ど

れ
く

ら
い

の
頻

度
で

取
組

指
標

に
対

す
る

取
組

の
状

況
主

な
取

組
②

今
後

の
展

開

各
学

校
で

の
「
別

府
学

」
学

習
資

料
等

を
活

用
し

た
授

業
実

施
に

向
け

た
助

言
・
支

援

別
府

市
教

育
委

員
会

は
、
各

学
校

で
の

「
別

府
学

」
学

習
資

料
等

を
活

用
し

た
授

業
実

施
に

向
け

た
助

言
・
支

援
を

行
い

ま
す

。

学
期

に
１
回

ず
つ

「
別

府
学

」
学

習
実

施
状

況
調

査
を

実
施

し
、
活

用
を

促
す

な
ど

の
助

言
・
指

導
を

行
い

ま
し

た
。

〈
分

析
〉

成
果

指
標

①
に

つ
い

て
〇

「
別

府
の

こ
と

を
学

習
し

て
別

府
の

町
や

地
域

の
こ

と
が

、
こ

れ
ま

で
よ

り
も

好
き

に
な

っ
た

」
と

回
答

し
た

児
童

生
徒

の
割

合
は

８
７

％
で

し
た

。
・
す

べ
て

の
小

中
学

校
で

、
郷

土
に

関
す

る
学

習
と

し
て

「
別

府
学

」
に

取
り

組
み

ま
し

た
。
2

学
期

末
時

点
で

、
小

学
校

で
は

平
均

１
０

．
１
時

間
、
中

学
校

で
は

平
均

１
１
．
２

時
間

「
別

府
学

」
の

学
習

が
行

わ
れ

て
い

ま
す

。
こ

れ
は

、
学

期
ご

と
に

「
別

府
学

」
学

習
実

施
状

況
調

査
を

行
っ

た
り

、
教

育
課

程
に

位
置

付
け

る
よ

う
助

言
・
指

導
し

た
り

し
た

こ
と

で
、
意

識
づ

け
が

で
き

、
教

員
に

取
組

が
定

着
し

て
き

た
か

ら
だ

と
考

え
ら

れ
ま

す
。

・
「
別

府
の

町
や

地
域

の
こ

と
が

こ
れ

ま
で

よ
り

も
好

き
に

な
っ

た
」
と

回
答

し
た

児
童

生
徒

は
目

標
値

の
９

５
％

に
は

届
い

て
い

ま
せ

ん
が

、
「
別

府
を

も
っ

と
い

い
町

に
し

た
い

と
思

う
」
と

回
答

し
た

児
童

生
徒

は
９

５
％

と
高

い
数

値
と

な
っ

て
い

ま
す

。
郷

土
に

つ
い

て
学

習
す

る
こ

と
で

、
別

府
市

に
対

す
る

見
方

が
広

が
っ

た
り

、
深

ま
っ

た
り

し
て

い
る

と
同

時
に

、
自

ら
ま

ち
づ

く
り

を
担

う
心

が
育

っ
て

い
る

と
考

え
ら

れ
ま

す
。

　 成
果

指
標

②
に

つ
い

て
〇

「
湯

け
む

り
歴

史
講

座
」
に

参
加

し
て

別
府

の
歴

史
や

文
化

に
対

し
て

知
識

を
深

め
る

こ
と

が
で

き
た

と
回

答
し

た
参

加
者

の
割

合
は

９
７

．
８

％
で

し
た

。
・
全

５
回

を
平

日
の

午
後

に
開

催
し

ま
し

た
。
開

催
日

時
の

関
係

上
６

０
代

以
上

の
参

加
者

が
多

い
の

が
現

状
で

す
。
ま

た
参

加
者

ア
ン

ケ
ー

ト
の

結
果

を
も

と
に

、
聞

き
た

い
内

容
を

把
握

し
講

師
を

選
定

し
ニ

ー
ズ

に
沿

う
よ

う
に

し
て

い
ま

す
。

・
成

果
指

標
の

数
値

は
達

成
し

ま
し

た
が

、
ア

ン
ケ

ー
ト

の
回

答
を

見
る

と
話

は
分

か
り

や
す

い
が

内
容

が
難

し
か

っ
た

な
ど

個
々

で
受

け
止

め
方

が
違

う
の

で
講

座
の

内
容

の
良

し
悪

し
、
知

り
た

い
内

容
の

ニ
ー

ズ
に

応
え

ら
れ

る
い

る
か

等
は

一
概

に
言

え
な

い
と

こ
ろ

も
あ

り
ま

す
が

、
今

後
も

「
ふ

る
さ

と
別

府
」
を

知
る

た
め

の
機

会
を

提
供

で
き

る
場

と
し

て
い

き
た

い
と

思
い

ま
す

。
参

加
者

の
年

齢
層

が
ほ

ぼ
固

定
と

な
っ

て
し

ま
っ

て
い

る
た

め
参

加
者

の
幅

を
広

げ
る

た
め

の
開

催
方

法
を

検
討

し
て

い
き

た
い

と
思

い
ま

す
。

　 〈
成

果
指

標
に

対
す

る
自

己
評

価
と

そ
の

理
由

〉
　
　
Ｂ

成
果

指
標

で
示

し
た

数
値

目
標

に
達

し
て

い
な

い
も

の
が

あ
る

こ
と

か
ら

評
価

を
B

と
し

ま
し

た
。

□

「
湯

け
む

り
歴

史
講

座
」
を

学
び

の
場

と
し

て
実

施

別
府

市
教

育
委

員
会

は
、
「
湯

け
む

り
歴

史
講

座
」
を

年
に

５
回

実
施

し
、
市

民
等

が
様

々
な

視
点

か
ら

別
府

を
見

る
こ

と
で

「
ふ

る
さ

と
別

府
」
を

よ
り

深
く

知
る

た
め

に
、
温

泉
、
歴

史
、
伝

統
、
文

化
と

そ
れ

に
か

か
わ

る
人

々
の

工
夫

や
努

力
を

学
ぶ

機
会

の
提

供
に

努
め

ま
す

。

令
和

6
年

度
は

全
5

回
開

催
し

ま
し

た
。

達
成

終
了

■
継

続
・
拡

充

□
一

部
見

直
し

□

達
成

終
了

■
継

続
・
拡

充

□
一

部
見

直
し

成
果

指
標

に
近

づ
く

た
め

の
主

な
取

組
①

主
な

取
組

①
に

係
る

具
体

的
な

取
組

指
標

※
誰

が
、
何

を
、
ど

れ
く

ら
い

の
頻

度
で

取
組

指
標

に
対

す
る

取
組

の
状

況
事

業
目

的
達

成
に

向
け

て
設

定
し

た
成

果
指

標
の

達
成

度
等

（
ア

ウ
ト

カ
ム

評
価

）
主

な
取

組
①

今
後

の
展

開

事
業

目
的

別
府

市
教

育
委

員
会

は
、
郷

土
の

魅
力

を
発

見
し

、
愛

着
を

持
ち

、
新

た
な

別
府

を
創

造
す

る
人

材
を

育
成

す
る

た
め

に
、
「
ふ

る
さ

と
別

府
」
を

探
求

す
る

学
び

の
推

進
を

支
援

し
ま

す
。
ま

た
、
別

府
の

自
然

や
観

光
、
温

泉
、
歴

史
、
伝

統
、
文

化
と

そ
れ

に
携

わ
る

人
々

の
工

夫
や

努
力

を
知

り
、
「
ふ

る
さ

と
別

府
」
を

探
求

す
る

学
び

を
進

め
ま

す
。

事
業

目
的

達
成

に
向

け
て

、
今

年
度

は
ど

の
よ

う
な

姿
（
成

果
）
を

め
ざ

す
か

。
成

果
指

標
（
ア

ウ
ト

カ
ム

）

成
果

指
標

①
…

別
府

の
こ

と
を

学
習

し
て

、
別

府
の

町
や

地
域

の
こ

と
が

こ
れ

ま
で

よ
り

も
好

き
に

な
っ

た
と

回
答

す
る

児
童

生
徒

の
割

合
が

９
５

％
以

上

成
果

指
標

②
…

「
湯

け
む

り
歴

史
講

座
」
に

参
加

し
て

別
府

の
歴

史
や

文
化

に
対

し
て

知
識

を
深

め
る

こ
と

が
で

き
た

と
回

答
す

る
参

加
者

の
割

合
が

９
0

％
以

上

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 ＜
 P

L
A

N
 ＞

 <
 D

O
 >

＜
　

C
H

E
C

K
　

＞

地
域

に
学

び
、
地

域
で

育
み

、
地

域
を

創
る

教
育

主
管

課
学

校
教

育
課

施
　

策
3

「
ふ

る
さ

と
別

府
」
を

探
求

す
る

学
び

の
推

進
関

係
課

社
会

教
育

課
事

　
業

(1
)

別
府

学
の

推
進
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事
業

目
的

達
成

に
向

け
た

改
善

策
等

・
グ

ロ
ー

バ
ル

化
が

進
展

す
る

社
会

に
お

い
て

、
児

童
生

徒
が

多
様

な
価

値
観

を
も

っ
た

人
た

ち
の

こ
と

を
理

解
し

、
協

働
し

よ
う

と
す

る
態

度
を

育
成

し
て

い
く

こ
と

は
、
大

変
重

要
で

す
。
今

後
は

、
小

中
学

生
大

学
キ

ャ
ン

パ
ス

体
験

学
習

や
小

中
学

生
大

学
キ

ャ
ン

パ
ス

体
験

留
学

に
お

い
て

、
国

籍
や

民
族

、
文

化
や

習
慣

に
と

ど
ま

ら
ず

、
個

々
の

考
え

や
意

見
の

多
様

性
に

対
す

る
寛

容
な

態
度

や
理

解
も

育
ん

で
い

き
た

い
と

考
え

ま
す

。

〈
R

6
年

度
〉

大
幅

見
直

し

国
際

学
生

や
外

国
語

指
導

助
手

（
A

L
T

）
等

と
の

学
習

活
動

を
通

し
た

グ
ロ

ー
バ

ル
人

材
の

育
成

・
別

府
市

教
育

委
員

会
は

、
小

中
学

生
大

学
キ

ャ
ン

パ
ス

体
験

学
習

を
実

施
し

、
全

小
中

学
生

を
対

象
に

Ａ
Ｐ

Ｕ
学

生
と

の
交

流
会

（
小

学
6

年
生

と
中

学
3

年
生

は
年

１
回

A
P

U
を

訪
問

し
、
互

い
の

国
や

地
域

の
紹

介
）
を

行
い

ま
す

。
・
別

府
市

教
育

委
員

会
は

、
小

中
学

生
大

学
キ

ャ
ン

パ
ス

体
験

留
学

を
実

施
し

、
希

望
す

る
小

中
学

生
（
４

０
０

名
）
を

対
象

に
Ａ

Ｐ
Ｕ

学
生

と
の

交
流

活
動

（
小

中
学

生
と

A
P

U
学

生
が

協
働

し
、
テ

ー
マ

に
沿

っ
た

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
の

作
成

・
発

表
）
を

年
４

回
行

い
ま

す
。

小
中

学
生

大
学

キ
ャ

ン
パ

ス
体

験
学

習
（
年

１
回

）
や

小
中

学
生

大
学

キ
ャ

ン
パ

ス
体

験
留

学
（
年

４
回

）
を

実
施

し
、
留

学
生

等
と

の
交

流
活

動
を

行
い

ま
し

た
。

〈
分

析
〉

成
果

指
標

①
に

つ
い

て
○

小
中

学
生

大
学

キ
ャ

ン
パ

ス
体

験
学

習
で

は
、
「
多

様
な

価
値

観
を

も
っ

た
人

の
こ

と
を

知
り

た
い

」
「
多

様
な

価
値

観
を

も
っ

た
人

と
協

働
し

て
み

た
い

」
と

回
答

す
る

児
童

生
徒

の
割

合
は

９
８

％
で

し
た

。
・
交

流
会

や
、
キ

ャ
ン

パ
ス

内
で

の
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
活

動
を

通
し

て
、
多

様
な

地
域

の
文

化
や

、
人

々
の

考
え

に
触

れ
る

こ
と

が
で

き
、
世

界
に

視
野

を
広

げ
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た

。

○
小

中
学

生
大

学
キ

ャ
ン

パ
ス

体
験

留
学

で
は

、
「
多

様
な

価
値

観
を

も
っ

た
人

の
こ

と
を

知
り

た
い

」
「
多

様
な

価
値

観
を

も
っ

た
人

と
協

働
し

て
み

た
い

」
と

回
答

す
る

児
童

生
徒

の
割

合
は

１
０

０
％

で
し

た
。

・
各

回
の

参
加

者
は

少
な

か
っ

た
が

、
多

文
化

や
S

D
G

ｓ
を

自
分

事
と

し
て

捉
え

た
り

、
新

た
な

発
想

で
解

決
策

を
提

案
し

た
り

す
る

等
し

て
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

を
行

う
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

〈
成

果
指

標
に

対
す

る
自

己
評

価
と

そ
の

理
由

〉
　
B

・
小

中
学

生
大

学
キ

ャ
ン

パ
ス

体
験

学
習

は
全

て
の

小
中

学
校

で
年

１
回

、
小

中
学

生
大

学
キ

ャ
ン

パ
ス

体
験

留
学

は
計

画
し

た
年

４
回

を
実

施
す

る
こ

と
が

で
き

、
取

組
指

標
を

達
成

す
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た

。
・
「
多

様
な

価
値

観
を

も
っ

た
人

の
こ

と
を

知
り

た
い

」
「
多

様
な

価
値

観
を

も
っ

た
人

と
協

働
し

て
み

た
い

」
と

回
答

す
る

児
童

生
徒

の
割

合
は

、
２

つ
の

事
業

を
合

わ
せ

て
９

９
％

と
概

ね
成

果
指

標
を

達
成

し
ま

し
た

が
、
１
０

０
％

に
至

ら
な

か
っ

た
た

め
評

価
を

「
B

」
と

し
ま

し
た

。

□

達
成

終
了

■
継

続
・
拡

充

□
一

部
見

直
し

□

成
果

指
標

に
近

づ
く

た
め

の
主

な
取

組
①

主
な

取
組

①
に

係
る

具
体

的
な

取
組

指
標

※
誰

が
、
何

を
、
ど

れ
く

ら
い

の
頻

度
で

取
組

指
標

に
対

す
る

取
組

の
状

況
事

業
目

的
達

成
に

向
け

て
設

定
し

た
成

果
指

標
の

達
成

度
等

（
ア

ウ
ト

カ
ム

評
価

）
主

な
取

組
①

今
後

の
展

開

事
業

目
的

別
府

市
教

育
委

員
会

は
、
多

様
な

人
と

交
流

す
る

機
会

等
を

企
画

し
、
様

々
な

地
域

の
生

活
や

文
化

を
知

っ
た

り
、
様

々
な

考
え

方
に

触
れ

た
り

す
る

こ
と

を
通

じ
て

、
広

い
視

野
と

寛
容

な
態

度
の

育
成

を
図

り
ま

す
。
ま

た
、
共

に
活

動
す

る
中

に
自

分
の

可
能

性
に

気
づ

い
た

り
、
別

府
の

よ
さ

を
発

信
し

た
り

す
る

機
会

を
意

図
的

に
組

み
込

み
、
グ

ロ
ー

バ
ル

化
す

る
社

会
に

主
体

的
に

関
わ

ろ
う

と
す

る
資

質
・
能

力
の

育
成

を
図

り
ま

す
。

事
業

目
的

達
成

に
向

け
て

、
今

年
度

は
ど

の
よ

う
な

姿
（
成

果
）
を

め
ざ

す
か

。
成

果
指

標
（
ア

ウ
ト

カ
ム

）

成
果

指
標

①
…

「
多

様
な

価
値

観
を

も
っ

た
人

の
こ

と
を

知
り

た
い

」
「
多

様
な

価
値

観
を

も
っ

た
人

と
協

働
し

て
み

た
い

」
と

回
答

す
る

児
童

生
徒

の
割

合
が

１
０

０
％

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 ＜
 P

L
A

N
 ＞

 <
 D

O
 >

＜
　

C
H

E
C

K
　

＞

地
域

に
学

び
、
地

域
で

育
み

、
地

域
を

創
る

教
育

主
管

課
学

校
教

育
課

施
　

策
4

国
際

的
な

感
覚

を
育

む
学

び
の

推
進

関
係

課
事

　
業

(1
)

国
際

理
解

教
育

の
推

進

22



基
本

方
針

３
（
教

育
大

綱
　
柱

３
）

＜
 A

C
T

IO
N

 ＞

事
業

目
的

達
成

に
向

け
た

改
善

策
等

次
年

度
後

半
は

、
現

図
書

館
か

ら
新

図
書

館
へ

の
移

転
と

開
館

準
備

の
た

め
、
図

書
館

サ
ー

ビ
ス

を
休

止
す

る
期

間
が

発
生

し
ま

す
が

、
市

民
の

自
己

実
現

と
地

域
課

題
の

解
決

に
つ

な
が

る
サ

ー
ビ

ス
を

提
供

し
、
利

用
を

促
進

す
る

た
め

、
以

下
の

取
組

を
進

め
ま

す
。

・
来

館
機

会
の

拡
充

を
利

用
者

登
録

や
貸

出
冊

数
の

増
加

に
つ

な
げ

る
た

め
、
企

画
事

業
は

幅
広

い
層

が
図

書
館

を
訪

れ
た

く
な

る
よ

う
開

催
時

間
や

内
容

を
工

夫
し

、
継

続
的

に
実

施
し

ま
す

。
・
市

民
一

人
ひ

と
り

の
求

め
に

応
え

る
資

料
や

情
報

を
提

供
す

る
た

め
、
幅

広
い

利
用

が
見

込
ま

れ
る

実
用

書
や

鮮
度

の
あ

る
資

料
を

収
集

し
、
蔵

書
の

充
実

を
図

り
ま

す
。

・
図

書
館

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
と

情
報

シ
ス

テ
ム

を
更

新
し

、
わ

か
り

や
す

い
情

報
発

信
と

資
料

検
索

シ
ス

テ
ム

を
構

築
し

ま
す

。
ま

た
、
全

域
に

サ
ー

ビ
ス

ポ
イ

ン
ト

を
整

備
し

、
非

来
館

で
も

受
け

ら
れ

る
サ

ー
ビ

ス
の

充
実

に
努

め
ま

す
。

〈
R

6
年

度
〉

□
継

続
・
拡

充

■
一

部
見

直
し

□
大

幅
見

直
し

大
幅

見
直

し

成
果

指
標

に
近

づ
く

た
め

の
主

な
取

組
③

主
な

取
組

③
に

係
る

具
体

的
な

取
組

指
標

※
誰

が
、
何

を
、
ど

れ
く

ら
い

の
頻

度
で

取
組

指
標

に
対

す
る

取
組

の
状

況
主

な
取

組
③

今
後

の
展

開

現
図

書
館

に
お

け
る

資
料

提
供

お
よ

び
企

画
事

業
の

取
組

み

□

鮮
度

の
高

い
魅

力
あ

る
資

料
や

バ
リ

ア
フ

リ
ー

資
料

、
洋

書
な

ど
多

様
な

資
料

を
収

集
し

、
市

民
の

ニ
ー

ズ
を

考
慮

し
た

図
書

館
サ

ー
ビ

ス
の

提
供

に
努

め
ま

す
。
ま

た
資

料
展

示
や

、
地

域
資

料
を

活
用

し
た

企
画

事
業

等
を

開
催

し
、
資

料
提

供
の

機
会

と
来

館
の

機
会

を
促

し
ま

す
。

図
書

館
来

館
者

数
：
前

年
度

比
よ

り
５

％
増

。

□

大
幅

見
直

し

成
果

指
標

に
近

づ
く

た
め

の
主

な
取

組
②

主
な

取
組

②
に

係
る

具
体

的
な

取
組

指
標

※
誰

が
、
何

を
、
ど

れ
く

ら
い

の
頻

度
で

取
組

指
標

に
対

す
る

取
組

の
状

況
主

な
取

組
②

今
後

の
展

開

新
図

書
館

等
に

関
す

る
情

報
発

信
強

化

全
市

民
を

対
象

と
し

た
オ

ー
プ

ン
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
会

議
(新

図
書

館
開

館
に

向
け

て
市

民
と

図
書

館
と

の
関

係
を

深
め

て
い

く
公

開
型

の
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
)を

年
１
回

開
催

し
、
新

図
書

館
に

関
す

る
情

報
を

S
N

S
を

通
じ

て
年

１
０

回
以

上
発

信
し

ま
す

。
併

せ
て

現
図

書
館

の
情

報
や

移
動

図
書

館
等

に
つ

い
て

も
広

報
・
発

信
し

、
登

録
・
利

用
を

促
し

ま
す

。

現
図

書
館

情
報

や
、
移

動
図

書
館

へ
の

情
報

発
信

は
月

1
回

実
施

し
し

、
fa

c
e
b
o
o
k
、
H

P
で

も
情

報
発

信
を

実
施

し
ま

し
た

。
オ

ー
プ

ン
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
会

議
は

令
和

7
年

3
月

2
2

日
に

開
催

予
定

で
す

。

〈
分

析
〉

成
果

指
標

①
に

つ
い

て
〇

市
民

1
人

あ
た

り
の

貸
出

冊
数

2
.3

冊
（
見

込
み

）
成

果
指

標
②

に
つ

い
て

〇
図

書
館

の
登

録
者

数
3

3
,5

0
0

人
（
見

込
み

）

〇
情

報
発

信
強

化
の

取
組

に
つ

い
て

は
、
オ

ー
プ

ン
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
会

議
が

年
度

末
開

催
の

た
め

、
現

図
書

館
の

利
用

促
進

に
は

す
ぐ

に
効

果
が

現
れ

に
く

く
、
新

図
書

館
へ

の
機

運
醸

成
に

留
ま

り
ま

し
た

。
S

N
S

更
新

に
つ

い
て

は
情

報
に

限
り

が
あ

っ
た

た
め

想
定

し
て

い
た

よ
り

も
更

新
頻

度
は

低
く

な
っ

て
し

ま
い

ま
し

た
が

、
図

書
館

活
動

の
周

知
に

貢
献

し
ま

し
た

。
〇

蔵
書

整
理

に
つ

い
て

は
、
蔵

書
構

成
比

を
考

慮
し

た
適

切
な

資
料

選
定

・
収

集
を

行
い

、
資

料
展

示
に

よ
っ

て
来

館
者

と
資

料
と

の
出

会
い

を
促

し
ま

し
た

が
、
貸

出
冊

数
、
登

録
者

数
増

加
に

結
び

つ
く

に
は

、
ウ

ェ
ブ

サ
ー

ビ
ス

な
ど

非
来

館
で

も
受

け
ら

れ
る

サ
ー

ビ
ス

の
充

実
も

必
要

だ
っ

た
と

考
え

ら
れ

ま
す

。
〇

資
料

提
供

お
よ

び
企

画
事

業
に

つ
い

て
は

、
資

料
提

供
機

会
の

拡
充

と
来

館
機

会
の

促
進

が
利

用
者

登
録

や
貸

出
冊

数
の

増
加

に
結

び
つ

く
よ

う
に

取
り

組
み

ま
し

た
が

、
効

果
は

限
定

的
で

し
た

。
・
図

書
館

所
蔵

の
資

料
の

著
者

や
監

修
者

を
招

い
て

の
講

演
会

を
1
1
月

に
は

実
施

し
、
来

館
の

き
っ

か
け

づ
く

り
へ

つ
な

げ
ま

し
た

。
・
1
0

月
よ

り
在

架
予

約
サ

ー
ビ

ス
（
貸

出
が

さ
れ

て
い

な
い

資
料

に
お

い
て

も
予

約
を

受
付

す
る

）
を

開
始

し
た

こ
と

に
よ

り
、
ウ

ェ
ブ

か
ら

の
1
1
月

の
資

料
予

約
数

が
前

年
度

4
7

0
件

に
対

し
今

年
度

6
5

7
件

を
達

成
し

、
前

年
同

月
比

1
.4

倍
と

な
り

、
貸

出
冊

数
増

加
へ

結
び

つ
い

て
い

ま
す

。
〇

別
府

市
内

全
域

で
の

利
用

者
獲

得
に

つ
い

て
は

現
図

書
館

の
立

地
と

駐
車

場
数

の
問

題
が

来
館

の
課

題
と

し
て

残
っ

て
い

ま
す

。
登

録
者

数
、
市

民
一

人
あ

た
り

の
貸

出
冊

数
と

も
に

前
年

と
同

程
度

に
留

ま
る

見
込

み
で

す
。

〈
成

果
指

標
に

対
す

る
自

己
評

価
と

そ
の

理
由

〉
　
　
Ｂ

企
画

事
業

や
資

料
の

充
実

度
を

高
め

る
取

り
組

み
を

実
施

す
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た

が
、
成

果
指

標
に

は
達

成
し

て
い

な
い

た
め

、
自

己
評

価
を

B
と

し
ま

す
。

□

バ
リ

ア
フ

リ
ー

資
料

（
録

音
図

書
）
の

貸
出

,展
示

や
企

画
事

業
を

実
施

し
ま

し
た

。
在

架
資

料
へ

の
予

約
を

開
始

し
、
資

料
提

供
機

会
の

拡
充

、
来

館
機

会
の

促
進

に
努

め
ま

し
た

。
来

館
者

数
は

令
和

6
年

1
2

月
時

点
で

約
7

2
0

0
0

人
で

あ
り

、
前

年
と

同
数

程
度

で
の

見
込

で
す

。

□
達

成
終

了

新
図

書
館

開
設

に
向

け
た

蔵
書

の
整

理

情
報

が
古

い
、
利

用
が

図
ら

れ
て

い
な

い
、
破

損
、
汚

損
し

て
い

る
等

を
複

合
的

に
精

査
し

、
図

書
を

適
切

に
除

籍
し

、
年

次
予

算
の

中
で

計
画

的
に

新
規

購
入

し
図

書
の

新
陳

代
謝

を
図

り
ま

す
。
出

版
６

年
以

内
の

資
料

の
割

合
２

０
％

発
行

年
数

が
経

過
し

て
い

て
も

利
用

ニ
ー

ズ
が

見
込

ま
れ

る
図

書
は

、
公

開
書

庫
（
利

用
者

が
自

由
に

入
れ

る
集

密
型

書
庫

）
で

提
供

し
ま

す
。

蔵
書

購
入

計
画

に
基

づ
い

て
資

料
の

選
定

・
購

入
を

実
施

で
き

ま
し

た
。
出

版
6

年
以

内
の

資
料

の
割

合
に

つ
い

て
は

、
令

和
6

年
1
2

月
現

在
1
9

.3
％

。
年

度
末

ま
で

に
は

達
成

見
込

み
で

す
。

達
成

終
了

□
継

続
・
拡

充

■
一

部
見

直
し

□

達
成

終
了

■
継

続
・
拡

充

□
一

部
見

直
し

成
果

指
標

に
近

づ
く

た
め

の
主

な
取

組
①

主
な

取
組

①
に

係
る

具
体

的
な

取
組

指
標

※
誰

が
、
何

を
、
ど

れ
く

ら
い

の
頻

度
で

取
組

指
標

に
対

す
る

取
組

の
状

況
事

業
目

的
達

成
に

向
け

て
設

定
し

た
成

果
指

標
の

達
成

度
等

（
ア

ウ
ト

カ
ム

評
価

）
主

な
取

組
①

今
後

の
展

開

事
業

目
的

別
府

市
教

育
委

員
会

は
市

民
と

の
対

話
を

通
し

て
、
開

館
ま

で
に

加
速

的
に

利
用

登
録

者
数

や
一

人
当

た
り

の
貸

出
冊

数
が

増
加

す
る

こ
と

を
目

指
し

、
地

域
課

題
の

解
決

や
地

域
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
活

性
化

の
拠

点
で

あ
り

、
新

し
い

時
代

に
求

め
ら

れ
る

機
能

を
備

え
、
活

発
に

利
用

さ
れ

る
新

図
書

館
を

整
備

し
ま

す
。

事
業

目
的

達
成

に
向

け
て

、
今

年
度

は
ど

の
よ

う
な

姿
（
成

果
）
を

め
ざ

す
か

。
成

果
指

標
（
ア

ウ
ト

カ
ム

）

現
図

書
館

の
サ

ー
ビ

ス
に

つ
い

て
の

認
知

度
を

高
め

、
現

図
書

館
か

ら
新

図
書

館
へ

の
継

続
的

な
利

用
に

つ
な

げ
る

。
成

果
指

標
①

…
市

民
１
人

あ
た

り
の

貸
出

3
.5

冊
成

果
指

標
②

…
図

書
館

の
登

録
者

数
4

5
,0

0
0

人

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 ＜
 P

L
A

N
 ＞

 <
 D

O
 >

＜
　

C
H

E
C

K
　

＞

次
代

を
生

き
抜

く
力

を
育

む
教

育
環

境
の

整
備

主
管

課
教

育
政

策
課

施
　
策

1
生

涯
学

べ
る

学
び

の
場

の
創

造
と

社
会

教
育

活
動

を
推

進
す

る
環

境
の

整
備

関
係

課
社

会
教

育
課

事
　
業

(1
)

新
図

書
館

の
整

備
・
管

理
・
運

営

23



基
本

方
針

３
（
教

育
大

綱
　

柱
３

）

＜
 A

C
T

IO
N

 ＞

事
業

目
的

達
成

に
向

け
た

改
善

策
等

・
旬

の
食

材
や

行
事

等
に

合
わ

せ
た

新
メ

ニ
ュ

ー
や

授
業

等
で

小
学

６
年

生
が

考
案

し
た

献
立

、
リ

ク
エ

ス
ト

給
食

な
ど

は
、
献

立
表

を
見

て
楽

し
み

に
し

て
い

る
子

ど
も

た
ち

も
多

く
、
今

後
も

子
ど

も
た

ち
等

の
意

見
を

取
り

入
れ

な
が

ら
実

施
し

て
い

き
ま

す
。
ま

た
、
試

食
会

や
栄

養
教

諭
に

よ
る

食
育

講
話

、
S

N
S

な
ど

保
護

者
等

の
方

に
も

食
の

大
切

さ
を

知
っ

て
も

ら
え

る
よ

う
な

取
組

を
今

後
も

継
続

し
て

い
き

ま
す

。
・
そ

の
他

に
も

親
子

料
理

教
室

や
給

食
セ

ン
タ

ー
見

学
ツ

ア
ー

な
ど

新
た

に
食

に
関

心
が

持
て

る
き

っ
か

け
と

な
る

よ
う

な
企

画
や

食
に

関
す

る
多

様
性

に
理

解
を

深
め

る
た

め
の

取
組

を
検

討
し

て
い

き
ま

す
。

・
地

産
地

消
に

つ
い

て
は

、
気

象
状

況
や

物
価

等
を

踏
ま

え
、
農

家
の

方
等

と
協

議
し

な
が

ら
進

め
て

い
く

必
要

が
あ

り
ま

す
。
地

産
地

消
（
使

用
量

を
増

や
す

）
に

加
え

、
子

ど
も

た
ち

が
種

植
え

や
収

穫
な

ど
「
地

域
で

の
体

験
」
を

通
じ

て
、

食
材

や
生

産
者

に
対

す
る

感
謝

の
心

を
育

め
る

よ
う

な
取

組
も

実
施

し
て

い
き

ま
す

。
こ

れ
ら

の
取

組
を

通
し

て
、
子

ど
も

た
ち

が
楽

し
み

な
が

ら
食

に
興

味
関

心
を

持
ち

、
食

を
選

択
で

き
る

力
を

身
に

つ
け

る
よ

う
支

援
し

ま
す

。

〈
R

6
年

度
〉

■
継

続
・
拡

充

□
一

部
見

直
し

□
大

幅
見

直
し

大
幅

見
直

し

成
果

指
標

に
近

づ
く

た
め

の
主

な
取

組
③

主
な

取
組

③
に

係
る

具
体

的
な

取
組

指
標

※
誰

が
、
何

を
、
ど

れ
く

ら
い

の
頻

度
で

取
組

指
標

に
対

す
る

取
組

の
状

況
主

な
取

組
③

今
後

の
展

開

食
育

に
資

す
る

地
元

食
材

の
活

用

□

大
分

県
産

D
A

Y
を

設
定

し
、
大

分
県

産
給

食
を

実
施

す
る

他
、
大

分
県

産
品

の
納

入
に

関
し

て
納

入
業

者
に

も
協

力
を

依
頼

し
ま

す
。

生
産

者
と

の
意

見
交

換
会

を
年

１
回

実
施

し
、
地

元
野

菜
の

積
極

的
な

活
用

（
旬

の
時

期
に

お
け

る
活

用
目

標
：
令

和
６

年
度

2
5

％
）
を

行
い

ま
す

。

□

大
幅

見
直

し

成
果

指
標

に
近

づ
く

た
め

の
主

な
取

組
②

主
な

取
組

②
に

係
る

具
体

的
な

取
組

指
標

※
誰

が
、
何

を
、
ど

れ
く

ら
い

の
頻

度
で

取
組

指
標

に
対

す
る

取
組

の
状

況
主

な
取

組
②

今
後

の
展

開

食
育

に
活

用
で

き
る

安
全

・
安

心
で

お
い

し
い

給
食

の
提

供

食
材

や
調

理
法

の
工

夫
、
新

メ
ニ

ュ
ー

の
作

成
他

、
子

ど
も

た
ち

か
ら

の
リ

ク
エ

ス
ト

給
食

や
授

業
等

で
考

案
し

た
給

食
を

年
に

各
１
０

回
以

上
提

供
し

、
子

ど
も

た
ち

が
楽

し
く

感
じ

る
企

画
を

実
施

し
ま

す
。

旬
の

食
材

や
行

事
等

に
合

わ
せ

て
、

深
ね

ぎ
グ

ラ
タ

ン
や

か
ぼ

ち
ゃ

蒸
し

パ
ン

な
ど

新
メ

ニ
ュ

ー
（
年

４
４

回
）
を

作
成

し
、
授

業
等

で
小

学
６

年
生

が
考

案
し

た
給

食
(2

5
回

)、
子

ど
も

た
ち

の
リ

ク
エ

ス
ト

給
食

（
４

７
回

）
を

年
1
0

回
以

上
取

り
入

れ
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た

。

〈
分

析
〉

成
果

指
標

①
に

つ
い

て
〇

学
校

給
食

に
満

足
し

て
い

る
と

回
答

し
た

児
童

は
９

０
％

、
生

徒
は

8
6

.7
％

で
し

た
。

・
旬

の
食

材
や

行
事

食
等

に
合

わ
せ

て
新

メ
ニ

ュ
ー

を
毎

月
３

つ
以

上
提

供
す

る
だ

け
で

な
く

、
子

ど
も

た
ち

か
ら

毎
日

届
く

「
も

ぐ
も

ぐ
ポ

ス
ト

」
の

意
見

を
反

映
し

、
６

年
生

が
授

業
で

考
案

し
た

メ
ニ

ュ
ー

や
卒

業
生

の
リ

ク
エ

ス
ト

を
取

り
入

れ
る

な
ど

子
ど

も
た

ち
が

ワ
ク

ワ
ク

す
る

よ
う

な
給

食
づ

く
り

が
で

き
ま

し
た

。
一

方
で

、
満

足
し

て
い

な
い

理
由

と
し

て
"お

い
し

く
な

い
か

ら
”
”
苦

手
な

も
の

が
出

る
か

ら
”
な

ど
の

回
答

が
あ

り
ま

し
た

。
苦

手
な

も
の

で
も

美
味

し
く

食
べ

ら
れ

る
工

夫
を

続
け

る
と

と
も

に
取

組
②

に
つ

な
げ

て
、
栄

養
素

等
に

つ
い

て
知

識
を

深
め

る
取

組
を

続
け

ま
す

。

成
果

指
標

②
に

つ
い

て
〇

自
分

自
身

の
必

要
な

栄
養

素
な

ど
を

理
解

し
、
苦

手
な

も
の

も
食

べ
よ

う
と

す
る

と
回

答
し

た
子

ど
も

た
ち

の
割

合
は

、
児

童
が

8
9

.1
％

、
生

徒
が

8
0

.8
％

で
し

た
。

・
各

学
校

に
栄

養
教

諭
活

用
の

目
的

等
を

明
確

に
伝

え
、
学

校
と

連
携

を
図

っ
た

結
果

、
授

業
や

給
食

時
間

の
訪

問
は

、
当

初
目

標
を

上
回

る
回

数
と

な
り

ま
し

た
。
苦

手
な

も
の

で
も

１
口

食
べ

て
み

よ
う

と
す

る
気

持
ち

が
芽

生
え

、
給

食
時

間
に

挑
戦

し
よ

う
と

す
る

児
童

生
徒

の
様

子
が

窺
わ

れ
、
授

業
後

の
教

職
員

ア
ン

ケ
ー

ト
で

は
、
子

ど
も

た
ち

の
興

味
関

心
が

大
変

高
ま

っ
た

と
回

答
し

た
教

職
員

は
7

7
％

で
し

た
。
今

後
も

子
ど

も
た

ち
自

身
が

食
に

興
味

関
心

を
持

ち
、
自

分
自

身
に

必
要

な
栄

養
素

を
理

解
し

、
選

択
で

き
る

力
を

育
む

取
組

を
学

校
及

び
家

庭
、
地

域
と

連
携

し
て

行
い

ま
す

。

成
果

指
標

③
に

つ
い

て
〇

大
分

県
産

食
材

の
使

用
率

5
7

.7
％

（
R

7
.1

月
現

在
）
で

し
た

。
大

分
県

産
D

A
Y

と
し

て
7

・
8

月
に

提
供

し
た

大
分

県
産

夏
野

菜
カ

レ
ー

で
は

8
5

.2
％

(7
・
8

月
）
、
1
1
月

に
提

供
し

た
学

校
給

食
１
日

ま
る

ご
と

大
分

県
で

は
9

1
.2

％
と

な
り

ま
し

た
。
別

府
市

産
食

材
の

旬
の

時
期

の
使

用
率

は
重

量
ベ

ー
ス

で
は

1
3

.9
％

、
金

額
ベ

ー
ス

で
2

0
.8

％
(R

6
.1

2
月

時
点

）
で

し
た

。
・
使

用
率

が
目

標
値

に
達

し
な

か
っ

た
理

由
と

し
て

、
猛

暑
や

台
風

の
影

響
で

予
定

し
て

い
た

食
材

が
入

ら
ず

、
他

県
か

ら
の

食
材

を
使

用
す

る
こ

と
が

あ
り

ま
し

た
。
今

後
も

状
況

を
踏

ま
え

な
が

ら
地

産
地

消
に

取
り

組
ん

で
い

き
た

い
と

考
え

て
い

ま
す

。
　 〈
成

果
指

標
に

対
す

る
自

己
評

価
と

そ
の

理
由

〉
　

　
Ｂ

・
成

果
指

標
に

達
し

て
い

な
い

項
目

が
あ

る
た

め
、
評

価
を

「
B

」
と

し
ま

し
た

。
３

つ
の

取
組

は
全

て
子

ど
も

た
ち

が
食

に
興

味
関

心
を

持
ち

、
食

を
選

択
す

る
力

を
育

む
こ

と
へ

と
繋

が
る

も
の

で
、
今

後
も

継
続

し
て

い
く

必
要

が
あ

る
た

め
「
継

続
・
拡

充
」
と

し
ま

し
た

。

□

大
分

県
産

D
A

Y
で

は
、
納

入
業

者
に

協
力

し
て

い
た

だ
き

、
多

く
の

大
分

県
産

の
食

材
を

使
用

し
た

給
食

を
提

供
す

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
、
ま

た
、
生

産
者

と
の

意
見

交
換

会
を

年
１
回

実
施

し
、
旬

の
時

期
に

合
わ

せ
た

地
元

野
菜

の
積

極
的

な
活

用
を

行
い

ま
し

た
が

、
天

候
の

影
響

な
ど

か
ら

重
量

ベ
ー

ス
で

は
1
3

.9
％

、
金

額
ベ

ー
ス

で
は

2
0

.8
％

と
目

標
に

は
達

し
ま

せ
ん

で
し

た
。

□
達

成
終

了

自
分

自
身

の
必

要
な
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〇 立命館アジア太平洋大学 教授 本田 明子 氏 

 

今年度も知見活用委員会に加わる機会をいただけたことに感謝します。この委員会に参

加するたびに、別府市の教育行政に関わるみなさまがそれぞれの信念と情熱をもって仕事

に取り組む姿を目の当たりにし、深く感銘を受けます。 

 今回の知見活用委員会の場でも、そうした思いを新たにしました。別府市には「別府市

教育大綱」という市の教育を支える理念があり、一つ一つの事業がその理念の実現のため

の施策になっており、事業の成果の点検・評価もその基盤となる理念にもとづいておこな

われています。点検・評価シートの記載方法も、だれが読んでもわかりやすく伝えるとい

うことを念頭に年々改善されていることもよくわかります。 

 事業の成果の点検、そして評価に関し、いつも非常に難しく感じることがあります。そ

れは成果指標として数値を目標にすることです。評価において目標を数値化して客観視す

るのは必要なことですが、教育の成果の数値化にはさまざまな問題が伴います。たとえば

偏差値など、教育の成果を学力というテストの点数で示す数値化は、否定的にとらえられ

ることが多いと思います。別府市の教育大綱においても基本方針（柱１）で、「『学び、育

つ』ことを重視した教育へ」のもとに４つの「学びの姿」があり、「互いを信頼し、互いに

納得する学び」や「一人ひとりに適した多様な学び」などをうたっています。このような

学びは知識の量を測るような学力テストの結果では示すことはできません。そのためか、

各事業の成果目標となる数値には、事業実施後の参加者のアンケート結果を利用する例が

散見されます。しかし、参加者へのアンケートは、事業の評価だけではなく、参加者の声

を次の事業の改善に生かすという意義もあります。そのとき、「学んだことが役に立つ」と

いった回答がＸ％以上になることを成果指標として掲げると、肯定的な評価を得ることが

アンケートの目的になりかねません。多様な参加者の多様な声をすくいあげることもアン

ケート実施の意義の一つであるなら、肯定的な評価だけが必要なわけではありません。 

また、「多様な学び」を追求するなかで成果指標として 100％を求めることへの疑問を感じ

る部分もあります。たとえば、事業名「ICT 教育の推進」の達成指標の一つに「学習の中で

PC・タブレットなどの ICT 機器を使うのは勉強の役に立つと回答する児童生徒の割合が

100％」というものがあります。この事業の目的は「学習者が主体となる授業の実施、およ

び、情報を主体的に選択・活用していくための基礎的な資質としての『情報活用能力』の

育成に向け」た ICT 教育の推進です。事業の説明の中では、ICT 機器は文房具の１つであ

り、使うことが目的になってはいけないというお話もありました。そうであるなら、「勉強

の役に立つ」と思う児童生徒が 100％である必要はなく、使いかたを理解したうえで、自分

の学びに必要かどうか選択できるかが問われるべきです。また、事業名「特別な支援が必

要な子どもたちへの支援」の成果指標はアンケートの結果ではなく、「日本語指導が必要な

子どもへの生活面の適応、日本語学習、教科学習等の支援や指導ができている割合が100％」

となっており、その達成度は 100％でした。100％という達成度は評価されるべきですが、

「支援や指導ができている」というのがどういう状態なのか、というのは個々の状況によ

って異なるはずで、その評価は数値では測れない部分ではないかと思います。しかし、事

業の成果を分かりやすく可視化するための数値としては、可能な限り高い数値が設定され、

数値目標を達成していないために事業評価がＢやＣになるということが生じています。こ

のように数値では表せない質的なものをどのように点検し評価するかは今後の課題になる

と思います。そして、こうした数値化できない事業の成果や意義を一番理解されているの

は事業に携わるみなさんだということを、この委員会を通して知ることができ、非常にう

れしく思っています。この点検・評価シートにこめられた数値以上の価値が広く伝わるこ

とを願っています。 

Ⅲ 知見活用委員会による意見 
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〇 別府大学 教授 櫻田 裕美子 氏 

 

別府市教育委員会では、「第 2 期別府市教育大綱」（令和 3 年度策定）を受け、 令和 5 年

度から継続して「別府市教育行政アクションプラン（令和 5 年度・6 年度）～『第 2 期別府

市教育大綱』の実現を目指す推進計画」を実施している。別府市教育委員会は、「自分らし

く しなやかに生きる 自立した人」「互いを尊重し、『ふるさと別府』を愛する人」を基本理

念（目指す人間像）と設定し、以下に示す 3 つの基本方針にそった施策を進めている。 

 基本方針に表現されるのは、別府市に暮らす人々一人ひとりの日々と未来が心身ともに健

康であり充実したものとなる、ウェルビーイングな社会を目指す姿勢である。報告書への意

見を述べるに先立ち、本年度も施策の策定や具体的な取り組みに尽力なさった教育委員会及

び関係者に敬意を表する。  

【基本方針（教育大綱 柱 1） 「学び、育つ」ことを重視した教育】 

 4 つの施策の下、11 事業、22 の取組が実施された。幼児期から小中学校段階までにおける

子どもたちの成長と学びを支える施策が整備されている。それは子どもたちに直接関わる教

員に対することにも及ぶ。 

自己評価をみると、22 の取組中「達成終了」が 1、「継続・拡充」が 20、「大幅見直し」が 1

と、おおむね達成されていることがうかがわれる。「大幅見直し」と評されたのは、自然体

験活動に関する内容である。自然な体験活動参加割合は目標の 60％に達しなかった。来年

度はニーズに合ったものへと改善されていくとのことである。今後に期待したい。 

【基本方針（教育大綱 柱２） 地域に学び、地域で育み、地域を創る教育】  

4 つの施策の下、6 事業、14 の取組が実施された。施策では、別府で生活する人々が、別

府の特色を活かしつつ、この地で豊かに学び、未来の別府を創造することが目指されている。 

自己評価をみると、14 の取組中「継続・拡充」が 9 とおおむね達成されている。その一方

で、1 つの事業が「大幅見直し」、4 つの事業が「一部見直し」と評されている。「一部見直

し」に該当するものには、例えば補充学習の機会提供が含まれる。来年度に向けて、実施形

態や実施方法の見直しがなされるとのことだが、加えてボランティアの募集方法についても

検討を求めたい。 

【基本方針（教育大綱 柱 3） 次代を生き抜く力を育む教育環境の整備】  

2 つの施策の下、2 事業、6 つの取組が実施された。教育環境として新図書館の整備や学

校給食センター等の運営が、事業として取り上げられている。 

自己評価をみると、6つの取組中「継続・拡充」が 4、「一部見直し」が 2 であり、達成度が

高いことがわかる。「一部見直し」の 2 つは、図書館に関する取組での評価である。その 1

つは現図書館の来館者数に関してであり、目標（昨年比 5％増）は達成されなかった。アク

セスや駐車場の問題があるが、それらのクリアは物理的に難しいだろう。新図書館利用の気

運を高める取組が現図書館への来館者増につながると期待されるので、継続した新図書館整

備にまい進していただきたい。 

最後に、不登校（注：別府市では、「学校に行きづらさを感じている児童生徒」と表現す

る。）支援の充実について述べたい。不登校の増加は全国的な問題であり、対応は喫緊の課

題である。別府市においても現在「学校に行きづらさを感じている児童生徒」への働きかけ

とともに、「学校に行きづらさを感じている児童生徒を出さない魅力ある学校づくり」にも

取り組んでいる。これらは「学校に行きづらさを感じている児童生徒」を少なくするための

大変重要な取組であり、今後一層の充実が求められる。加えて、今現在「学校に行きづらさ

を感じている児童生徒」への日々の学びをサポートする視点もおろそかにはできない。ただ、

「学校に来づらさを感じている児童生徒」を学びに向かわせることは簡単なことではないと

想像する。来年度の改善案としてあげられている「学校に登校できていない児童生徒の学力

保障（学びの場）の仕組み」の構築に、期待を寄せるところである。 
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〇 大分大学教職大学院 講師 山本 遼 氏 

 

（１）事務事業評価シート（自己評価）のあり方について 

 ここ数年、別府市教育委員会はより良い点検評価のため、評価シートの修正に

取り組んでいる。今年度の修正について、次の２点が重要と捉えた。 

  第一に、取組指標とは「誰が、何を、どのくらいの頻度で行うか」に関する指

標、成果指標とは「事業目的達成に向けて、今年度はどのような姿（成果）をめ

ざすか」に関する指標と整理されたことである。昨年度、例えば取組指標と成果

指標に同様の内容が記述されることがあるなど、各指標に何を記述しているか、

両者の関係はどうなっているかについて、読み手の立場からはやや不明確に見え

ていた。こうした部分が改善されている。第二に、CHECK において、「成果指標を

どの程度達成できたか」という「結果」に加えて、「なぜ成果指標を達成できたの

か・最も重要な達成要因は何か」または「なぜ成果指標を達成できなかったのか」

という「分析」を記述するようになったことである。 

また、評価シート全体を通して、事業主体が別府市教育委員会であることを意識

して記述されていると感じた（過去の知見活用委員会では、事業や取組の主体（主

語）が誰か、議論になることがあった）。今後さらに、別府市教育委員会の思いや

考えが成果指標や取組に現れることが期待できる。 

（２）基本方針１ 「学び、育つ」ことを重視した教育 

 説明を聞き、「子どもを主語にした学びの推進」「自律した子どもが育つ学びの

推進」「安全で安心して過ごすことのできる学校づくり」という３つの施策につ

いて、短期的に、すぐに成果がでるとは限らないと改めて感じた（他の方針の施

策も同様である）。そのため、長期的な視点に立って成果を設定したり、取組を構

想したり、成果を積み上げたりすることが重要になると思う。ここで長期的な視

点とは、例えば「何年計画で施策を実現するか（アクションプラン等で検討され

ている部分）」「いつまでに、何をどのようにするか」「今年度は計画の何年目にあ

たるのか」を意識する等である。 

（３）基本方針２ 地域に学び、地域で育み、地域を創る教育 

 説明を聞き、学校教育と社会教育の連携が意識されながら施策が進められてい

ると感じた。昨年度も意見書に書いたが、このことは、これからの学校・家庭・

地域の連携・協働（コミュニティ・スクールと地域学校協働本部の一体的な推進

等）を進めるために不可欠であると思う。具体的な連携の事実やその成果につい

て、事業シートに記述し、実績として積み上げていってもらいたい。 

（４）基本方針３ 次代を生き抜く力を育む教育環境の整備 

図書館の整備について、「市民との対話」により図書館の新しい機能を探りなが

ら進められている。説明を聞き、新しい社会に向けて未来志向で検討されている

と感じた。また、給食センターの運営についても、「食育に活用できる安全・安心

でおいしい給食の提供」「食育に資する地元食材の活用」等を意識して、丁寧な取

組が行われていると感じた。 

 

 事業全体を通して、別府市教育委員会は施策や事業の推進に意欲的かつ真摯に

取り組んでいる。点検・評価を踏まえて、施策のさらなる質的向上がなされるこ

とを期待できる。 

27



１ 教育委員会組織 

○就任状況  

氏 名 役 職 摘 要 任期満了年月日 

寺 岡 悌 二 教 育 長 
平成 21 年 12 月 1 日 

教育長就任 
令和 9年 9月 30 日 

福 島 知 克 教育長職務代理者 

平成 27 年 10 月 1 日 

教育長職務代理者就

任 

令和 10 年 6 月 30 日 

山 本 隆 正 委 員 
平成 30 年 7 月 1 日 

教育委員就任 
令和 8年 6月 30 日 

新 谷 なをみ 委 員 
令和 3年 7月 1 日 

教育委員就任 
令和 7年 6月 30 日 

松 浦   倫 委 員 
令和 4年 7月 1 日 

教育委員就任 
令和 8年 6月 30 日 

田 中 淳 子 委 員 
令和 5年 7月 1 日 

教育委員就任 
令和 9年 6月 30 日 

 

 

２ 教育委員会の会議等開催状況 

（１）会議  毎月１回定例会を開催し、必要に応じて臨時会を開催した。 

○令和６年度 教育委員会開催状況 

①定例教育委員会     12 回開催 

②臨時教育委員会      2 回開催 

○令和６年度 議案等の付議状況 

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計 

議案 3 5 3 6 4 1 0 7 4 1 6 11 51 

報告 0 1 1 0 2 2 1 2 2 0 1 1 13 

計 3 6 4 6 6 3 1 9 6 1 7 12 64 

 

（２）主な活動 

令和６年度教育委員参加行事等 

    ・幼稚園の入園式、小・中学校の入学式（４月） 

・小・中学校の運動会・体育大会 

・大分県市町村教育委員会連合会総会（５月） 

    ・総合教育会議（５月） 

・別府市奨学生選考委員会（１月） 

・幼稚園の卒園式、小・中学校の卒業式（３月） 

 

Ⅳ 教育委員会活動状況（令和７年６月１日現在） 
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令和３年３月に策定された「第２期別府市教育大綱」では、これからの時代を

生きる「目指す人間像」として「自分らしくしなやかに生きる自立した人」「互

いを尊重し、『ふるさと別府』を愛する人」が基本理念として示されています。

これまで、この大綱を具現化するための事業について、別府市教育行政アクショ

ンプランに示し、各事業を推進してまいりました。 

加えて、別府市教育委員会では、事業の推進に注力するだけでなく、その自己

評価を行い、知見活用委員の皆様による外部評価をいただくようにしてきまし

た。令和３年度から知見活用委員に就任していただいている立命館アジア太平

洋大学の本田明子先生、別府大学の櫻田裕美子先生、大分大学大学院の山本遼先

生の皆様には、毎年の知見活用委員会を通じて的確な点検・評価をしていただく

だけでなく、本市の教育課題への取り組み方について、経年で見守っていただく

なか、前年度の成果や課題を踏まえた上で、一層の改善につながるご示唆をいた

だくことができました。 

「点検・評価シート」による自己評価と知見活用委員の皆様からの評価・点検

を得ることで、毎年、各事業の目的を再確認し、ＰＤＣＡによる改善のサイクル

を回してきました。知見活用委員会では、点検・評価シートに現れる結果や数値

だけでなく、そこに至る事業担当者の思いや考え方を聞き取るなど忌憚のない

協議を通じて、これら事業の実施が教育大綱の理念実現に寄与しているのか、子

どもたちや市民の幸せに繋がっているのかなど、大きな理念とその目的、そして

自らの現在地を確認していく大事な振り返りへと高めていただきました。こう

した知見活用委員の皆様のご指導とお導きで、この点検・評価の取組に芯が通り

始めているように感じます。 

「第２期別府市教育大綱」に係る別府市教育行政アクションプランに対して

の点検・評価はこの報告書で一区切りとなりますが、令和７年に策定された「第

３期別府市教育大綱」に係る事業推進におきましても、その理念に近づけていけ

るよう、点検・評価・改善の取組を進めてまいります。 

 

 

Ⅴ まとめ 
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